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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　はじめに




　はじめまして、あるいはお久ひさしぶりです。著ちよ者しやの加納正顕かのう・まさあきです。

　本書を手にとっていただき、誠まことにありがとうございます。




　この本はＴＲＰＧ『ダブルクロス The 3rd Edition（以下ＤＸ３）』のリプレイです。

　ＴＲＰＧとは、テーブルトーク・ロールプレイング・ゲームの略りやく称しようで、麻まー雀じやんやトランプのようなテーブルゲームの一種です。プレイにはゲーム機などを必要とせず、筆記用具とサイコロ（ダイス）、ルールブック、そして一いつ緒しよに遊ぶ仲間がいれば誰だれにでもプレイができます。

　このゲームでは、参加者は各自一体ずつのキャラクターを作成し、ＧＭ（ゲームマスター）と呼よばれる進行役の管理のもと、会話によって物語を進めていきます。




　このリプレイで使用するＴＲＰＧ『ＤＸ３』の舞ぶ台たいは、現げん代だいにごく近い近未来。一見何の変へん哲てつもない平へい穏おんな世界は、実はレネゲイドと呼ばれる特とく殊しゆなウィルスの侵しん蝕しよくにより変へん質しつしており、その陰かげではレネゲイドによって超ちよう常じよう能のう力りよくを得たオーヴァードと呼ばれる存そん在ざいたちが戦いを繰くり広ひろげています。

　そして本書のようなリプレイとは、そのＴＲＰＧを遊んだ風景や楽しさを、読み物として書き起こしたものです。本書をお読みになれば、ＴＲＰＧの楽しみというものを感じていただけるかと思います。




　本ほん編ぺんに移うつる前に、本書で使用される特殊な単語についてご説明させていただきます。




セッション：参加者が集まり、解かい散さんするまでの一回のゲームプレイのことを指す。

ＧＭ：ゲームマスターの略りやく。ゲームの管理および進行役を担になう参加者のこと。

プレイヤー：ＧＭ以外の参加者。各自ひとりのキャラクターを作成してゲームに参加する。

ＰＣ：プレイヤーキャラクターの略。プレイヤーが作成したキャラクターを指す。

ＮＰＣ：ノンプレイヤーキャラクターの略。ＰＣ以外のキャラクターを指す。

ダイス：サイコロのこと。『ＤＸ３』では十面体ダイスを複ふく数すう使用する。本文では「Ｘ個この十面体ダイス」を「ＸＤ10」と表記する。

レネゲイド：『ＤＸ３』の世界に存在する未知のウィルス。レネゲイドウィルスが侵蝕することで、さまざまな超能力を身に着ける。

オーヴァード：レネゲイドに侵蝕され、超能力を得たキャラクターを指す。その存在や情じよう報ほうは世界的に隠いん蔽ぺいされている。

ジャーム：レネゲイドの侵蝕によって理り性せいを失い、日にち常じよう生活を送れなくなったオーヴァードを指す。こうなってしまうと最早元には戻もどれない。

侵蝕率：オーヴァードがどの程てい度どレネゲイドによる影えい響きようを受けているかを表す数すう値ち。この数値が一定以上のままでゲームを終えると、ＰＣはジャームとなって失われる。

ロイス：キャラクターが持つ人間同士のつながり、絆きずなを表す。守るべき家族や大切な仲間、憎にくむべき敵てきなど。




　他にも、わかりにくい用語などは本文中で都度解説を入れております。

　それでは、説明はここまでにして、本編に入りましょう。

　最後までお付き合いのほどをお願いいたします。
















　　　　ＰＲＥＰＬＡＹ




◆Preplay01◆打ち合わせの日




　二〇一一年、春。所用で上京していた筆者こと加納正顕は、作家にしてゲームデザイナーの矢野俊策やの・しゆんさく氏と、新しく始まるリプレイ──つまり本書の打ち合わせを行おうとしていた。




矢野：よく来てくれた加納くん。それじゃあキミに執筆してもらう『ＤＸ３』の新しいリプレイについて、打ち合わせを始めようじゃないか！

加納：よろしくお願いします！　気合入れてネタも考えてきました！

矢野：それは素晴らしい。なにせ新しいシリーズ、できればＴＲＰＧや『ＤＸ３』を知らない人にも読んでもらえるリプレイにしたいからね。ネタはいくつあっても困らない。

加納：ええ、それは伺っていたので……誰にでも読んでもらえる、楽しんでもらえるリプレイを目指しますよ！

矢野：その意気だ！　……で、そんなキミに朗報がある。

加納：朗報？

矢野：うむ。……参加プレイヤーに関してだ。

加納：おお、もう決まってたんですね。一体どなたが……？




　別ジャンルの著名な方にプレイヤーとして参加していただくことで、リプレイ読者の裾野を広げるというのはリプレイではよくあることだ。

　今回も、そのようなＴＲＰＧ以外の分野で活躍している人にプレイヤーとして参加していただけることが決まったらしい。

　そして矢野氏はにやりと笑い、驚くべきことを筆者に告げたのである。




矢野：実は声せい優ゆうの岡本信彦おかもと・のぶひこさんにプレイヤーとして参加していただけることになった！

加納：何ィィィィィィッ!?




　筆者は絶ぜつ句くした。岡本信彦さんといえば、『鋼こう殻かくのレギオス』のレイフォン役、『とある魔術の禁書目録インデツクス』の一方通行アクセラレータ役などで脚きやつ光こうを浴び、二〇一一年現げん在ざいも多数のレギュラー出しゆつ演えん番組を持つ人気声優ではないか！




加納：どどどどういうことですか矢野さん！　説明を！　迅じん速そくに説明を！

矢野：……うむ。岡本さんはボードゲームやカードゲームがお好きだと聞いてはいたんだ。

加納：そうなんですか。将しよう棋ぎがアマ三段だんの腕うで前まえ、というのは知っていたんですが。

矢野：詳くわしいな加納くん。で、別の声優さんたちとＴＲＰＧも遊んだことがあるらしい。ありがたいことに『ＤＸ３』だったそうだ。それで色々とご縁えんができたので、オファーしたところ快かい諾だくいただけたんだよ。実じつ際さいにお会いして、話もさせてもらってきた。

加納：なるほど。で、岡本さんはどんな方なんです？

矢野：二手三手、先を見ている頭の回転の速い方だね。すごく話しやすい印象だよ。

加納：先を見るっていうのは将棋好きなだけありますね。それにしてもありがたい話です。

矢野：うむ。それに、これはチャンスだと思うんだ。

加納：チャンス、ですか。

矢野：そう！　さっきも言ったとおり、『ＤＸ３』というゲームを知らない人にも楽しんでもらえ、かつこれまでの読者の方には「これぞ『ＤＸ３』！」と思ってもらえる、でかい企き画かくをやるチャンスだ！

加納：「これぞ『ＤＸ３』！」

矢野：うむ。……ということで、ひとつアイディアがあるんだが。

加納：お伺うかがいしましょう。

矢野：まず、加納くんが新しいリプレイを書く。続いて俺おれも別のリプレイを書く。最初は別々の話が、巻かんを追うごとに話がリンクしていく……という企画にするのはどうだろう。

加納：ほほう！　別々のリプレイに見えて、実は話が繫つながっている──ふたつあわせて読むことでより楽しめるようにする、ってことですね！

矢野：その通りだ！　で、加納くんが表、俺が裏うらの話をやるのはどうかと思っている。

加納：ふむふむ。表、ですか。

矢野：そうそう。未知の力に苦しみながらも、日常を守り抜ぬいて戦う──初めて『ＤＸ３』に触ふれる読者にもすんなりと受け入れられる、いわば入門用のリプレイだね。

加納：なるほど、王道のパターンですね。矢野さんはどういうのを？

矢野：俺はもう少しひねって、特殊部隊が世界各地を飛び回る、というような話にしようと思うんだ。で、ふたつの話を並へい行こうして始めて、徐じよ々じよにつなげていくんだ。

加納：それは面白そうだ！　是ぜ非ひやりましょう！　ちょうど自分にも腹ふく案あんがあるんですよ。

矢野：乗り気じゃないか。よし、じゃあ決まりだな。それじゃあ準じゆん備びにとりかかろう！

加納：わかりました！




　こうして、大物ゲストを交え、本書──『デイズ』の企画が始まることとなった。その日から、筆者は期待と不安、そして情じよう熱ねつを込こめて準備にとりかかったのである。








『鋼殻のレギオス』　汚染され荒廃した大地に存在する自律型移動都市「レギオス」を守るため戦う「武芸者」の活躍を描いた、富士見書房より発売の人気ライトノベル、およびそれを原作としたアニメ。著者は雨木シュウスケ。

『とある魔術の禁書目録』　巨大な学園都市を舞台に科学と魔術が交錯する、電撃文庫より発売中の人気ライトノベル、およびそれを原作としたアニメ。著者は鎌池和馬。











◆Preplay02◆ふたりのプレイヤー




　二〇一一年、某ぼう月げつ某ぼう日じつ。集合時間の十五分ほど前、筆者はＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社の会議室にて、他の参加者──リプレイに参加するプレイヤーたちを待っていた。

　筆者がこれから行うゲームの準備をしていると、扉とびらが開いてひとりの青年が現あらわれた。物もの腰ごしさわやか、笑顔のよく似に合あう好青年、岡本信彦氏である。




「おはようございます！　今日はよろしくお願いします！」




加納（以下、ＧＭ）：おはようございます、今回ＧＭと執しつ筆ぴつをさせていただく加納です。お忙いそがしい中ありがとうございます！

岡本信彦（以下、岡本）：いえいえ、ゲームができると聞いて喜んでやってきました（笑）。ＴＲＰＧはあまり経けい験けんがないんですけど、楽しみにしてたんですよ。

ＧＭ：期待に応こたえられるよう、がんばりますよ！

岡本：おお、じゃあこちらも全力でゲームを楽しませてもらいますね！




　はきはきとした岡本さんの受け答えからは、ゲームを楽しもうという意い欲よくが伝わってきて、嬉うれしくなってしまう。テンションが上がってきたところで、再ふたたび会議室のドアが開いた。




渋沢佳奈しぶさわ・かな（以下、渋沢）：「おはようございます！」




　入ってきたのは、長い黒くろ髪かみのひとりの女じよ性せい──もうひとりの参加者、渋沢佳奈嬢じようだ。

　このふたりと筆者がこれからゲームをプレイし、その結果をリプレイとして執筆していくこととなる。まずは、このふたりのプレイヤーについてご紹しよう介かいしよう。





▼岡本信彦



　プロ・フィット所しよ属ぞくの声優。主な出しゆつ演えん作さくは『青の祓魔師エクソシスト』（奥村燐おくむら・りん役）、『TIGER & BUNNY』（折紙サイクロン／イワン・カレリン役）、『セイクリッドセブン』（輝島ナイト役）、『神様ドォルズ』（枸雅匡平くが・きようへい役）など多数。若わかく元気な少年からクールな青年、かわいらしいマスコットや冷れい酷こくな悪役など、その幅はば広ひろい演えん技ぎで活かつ躍やく中。

　普ふ段だんから趣しゆ味みでボードゲームやカードゲームを遊ぶことがあり、将棋はアマチュア三段の腕うで前まえ。今回のリプレイでどんなプレイを見せてくれるのか、今から非ひ常じように楽しみである。





▼渋沢佳奈



　ＴＲＰＧを愛するイラストレーター。『アリアンロッドＲＰＧ２Ｅ』や『天下繚りよう乱らんＲＰＧ』（ＪＩＶＥ刊かん）などで活躍中。筆者と同じく大おお阪さか在ざい住じゆうで、プライベートでＴＲＰＧをプレイするゲーム仲間でもある。好物はカルピスと美少年・美少女。弱点はピーマン。

　様々なゲームのルールや世界観に精通した筋金入りのゲーマー。特技は高速のツッコミ。リプレイのプレイヤーとしても『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』で主人公ヒルダを演じ、人気を博している。




ＧＭ：というわけで、おふた方とも、今日はよろしくお願いします！

岡本：はい、よろしくお願いします！

渋沢：よろしくお願いします！　……って、プレイヤーはわたしと岡本さんだけですか？




　渋沢さんが首を傾かしげる。通つう常じよう、『ＤＸ３』のセッションは、ＧＭひとりとプレイヤー四～五人で行う、という場合が多い。ふたりというのは、少し変へん則そく的てきな遊び方なのだ。

　というのも、今回筆者が用意したのは、シリーズの発ほつ端たんとなる短めのシナリオだ。ここで岡本さんにはヒーロー、そして渋沢さんはヒロインとなるキャラクターを作ってもらい、ふたりだけで最初の事じ件けんに挑いどんでもらう。

　そして、次回のセッションから残りのプレイヤーに参加してもらい、全体の話を大きく動かしていく、という趣しゆ向こうだ。




ＧＭ：（説明を終え）というわけで、実はあとふたり、プレイヤーとして参加していただくんですが、それは次回からということになります。

渋沢：なるほど、わかりました。

岡本：言ってみれば新番組第一話、新しん連れん載さい第一回って感じですかね？

ＧＭ：おお、まさにそういうイメージでした。

渋沢：飲のみ込こみが早いなあ。さすがです。

岡本：ありがとうございます

ＧＭ：ふっふっふ。それでは、早速ですがトレーラーを読み上げます。

岡本：トレーラー……って、次回予告みたいな奴やつでしたっけ。

ＧＭ：はい。シナリオの概がい要ようを短めの文章にまとめて、プレイヤーに今回のセッションのイメージを共有してもらう、というものです。

渋沢：これがあるとプレイが円えん滑かつになりますし、シナリオにそぐわないキャラクターを作っちゃう、ってことも避さけられるんですよ。

岡本：なるほど、わかりました！　ではしっかり聞くことにしましょう。




●トレーラー

　影かげをなくせば記き憶おくをなくす。

　記憶をなくせば名前もなくす。

　己おのれの名前を忘わすれたものは、もはやこの世に留とどまれぬ。




　──神かみ隠かくし。




　郊こう外がいの街に細々と語られてきた伝説は、確たしかな現げん実じつとなって人々を襲おそい始める。

　崩くずれゆく日常。脅おびやかされる平へい穏おん。非ひ日にち常じようの世界に迷まよい込こむ少年たち。

　そこで彼かれらを待つのは破は滅めつか──それとも、抗あらがうための力か。

『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・デイズ』Episode.0

「SUCCESSION　─継けい承しよう─」

　ダブルクロス──それは裏うら切ぎりを意味する言葉。




岡本：神隠し……なんだかオカルトチックですね。

渋沢：『ＤＸ３』でオカルトチック、って珍めずらしい感じ。

岡本：そうなんですか？

渋沢：『ＤＸ３』の世界の特とく殊しゆ能のう力りよくとか不思議なことって全部レネゲイドウィルスの仕業だから、実は説明ができちゃうんですよね。で、あえてオカルトっていうのが珍しい気が。

岡本：ふむふむ。それは興きよう味み深ぶかいですね。

渋沢：それに結けつ構こう怖こわいことが書いてあるなあ……。

ＧＭ：今回、舞台になるのは白しら鷺さぎ市という東京近きん郊こうの街です。おふたりには、その街にある禊みそぎ原はら高校という私し立りつ校こうに通うキャラクターを作っていただこう、と思っております。

岡本：神隠しの伝説がある街に住む高校生……いかにもジュブナイル、って感じですね。

ＧＭ：では、次にハンドアウトを読み上げますね。




　ハンドアウトとは、そのシナリオに参加するための設せつ定ていをＧＭからプレイヤーに提てい示じし、キャラクター作成の指し針しんにしてもらうためのものだ。

　また、ハンドアウトにはロイスというデータが付ふ随ずいする。これは参加するシナリオの中で、ＰＣが深く関かかわることになる人物や団だん体たいなどとの関かん係けい性せいを示しめすものだ。

　ロイスには、ポジティブとネガティブというふたつの感かん情じようを設せつ定ていする。これにより、「いがみあっているが、心のどこかで友人だと思っている」「許ゆるせない相手だが、その力には敬けい意いを表している」といった、自分と相手との関係性を多様に表ひよう現げんできる。




ＰＣ①用ハンドアウト


ロイス：ＰＣ②　　　推すい奨しよう感情　Ｐ：任にん意い／Ｎ：任意



　キミは禊原高校に通う白鷺市在住の高校生だ。今は一〇月。文化祭実行委員を務めてるキミは、同じ実行委員のＰＣ②やクラスメイトと準備に勤しんでいた。

　夕方ごろまで準備を進め、キミは最後まで残ったＰＣ②とともに帰宅することにした。

　その帰り道、キミは彼女と一緒に濃霧にまかれ、気づけば不気味な洞窟のような場所に迷い込んでしまう。街中にこんな場所があるはずがない。一体ここはどこなのだろうか？




ＧＭ：というわけで、これは岡本さんにやっていただこうと思います。

岡本：はい！　同じクラスの女の子とふたりで事件に巻まき込こまれる、これは王道ですね！

渋沢：すごくわかりやすいです（笑）。

岡本：どんなキャラにしようかなあ。腹案はいくつか考えてきたんですよ。

ＧＭ：おお、どんなのだろう。色々想そう像ぞうは膨ふくらみますね。

渋沢：岡本さんが『ＤＸ３』でＰＣ①、ってだけでテンション上がりますよ！

岡本：頑がん張ばりますよ！

ＧＭ：心強いなあ。では、渋沢さんのハンドアウトを読みますねー。




ＰＣ②用ハンドアウト


ロイス：ＰＣ①　　　推奨感情　Ｐ：任意／Ｎ：任意



　キミは私立高校に通う平凡な女子高生だ。クラスメイトのＰＣ①と共に文化祭実行委員をやっており、今日はその準備で登校していた。

　夕方ごろまで準備を進め、キミは一緒に最後まで残ったＰＣ①と帰宅することにした。

　その帰り道、キミたちは突然濃霧にまかれ、気づけば不気味な洞窟のような場所に迷い込んでしまう。街中にこんな場所があるはずがない。一体ここはどこなのだろうか？




渋沢：なるほど、いかにもヒロインって感じですね。……それにしても、ハンドアウトを読む限かぎりだと、私わたしたちってふたりともオーヴァードじゃないんですか？

ＧＭ：その通りです。オーヴァードやレネゲイドについては一切何も知りません。なので、今からキャラクター作成をしていただくんですが、それはオーヴァードとしての力を手に入れる──覚かく醒せいしてからのデータということになります。

渋沢：おおー、意外です。どちらかは既にオーヴァードなのかなー、って思ってましたよ！　本当に何も知らないところから始まるんですね！

ＧＭ：今回はとことん「王道」でいきたいと思っております。何も知らない状態から事件に巻き込まれ、力を手に入れる少年少女、というイメージですね。

渋沢：なるほど、わかりました！

岡本：熱い展開ですね！

ＧＭ：では、キャラクターの作成をお願いします！

岡本＆渋沢：はーい！




　ルールブックを眺ながめながら、岡本さんと渋沢さんはキャラクターの作成を始める。いくらかの時間が過すぎた後、『ＤＸ３』の世界に、ふたりの少年少女が誕たん生じようした。彼らはどのような事件の中で、どのようにオーヴァードとして覚醒するのだろうか？

























▼ＰＣ①：鷺さぎ乃の宮みやキョウ　───岡本信彦

　余の名はキョウ、鷺乃宮キョウ。その名を知らぬものとてない、鷺乃宮家の男子である。

　生来、余の周りには常に金があった。使っても使い切れぬ、数多の金である！

　ならばこの金、難儀している人のために使うことになんの躊躇もありはせぬ。

　困ったことがあるなら言うがよい！　すべて余に任せろ！　金ならある！




岡本（以下、キョウ）：名前は鷺乃宮香、通称キョウ。前向きで元気な高校一年生です。この鷺乃宮家は、世界有数のハイパーお金持ちです（断言）。

ＧＭ＆渋沢：えええええええええ!?（爆笑）

キョウ：かつては中堅クラスのお金持ちだったのですが、小学校に上がる前に世界有数の財閥になりました。どうやら現在は〝御前〟と呼ばれている祖父が大成功したようです。

ＧＭ：ご、〝御前〟……。何者なんだろう、そのお祖父じいちゃん（笑）。

渋沢：キョウくん自身もお金持ちなんだよね。

キョウ：お祖父ちゃんから貰もらっているポケットマネーにより、いつでもいくらでも、何があっても大量のお金を出せます。何があっても金で解かい決けつしますよ！（爆笑）

ＧＭ：すごいなあ……（笑）。

渋沢：いきなりインパクト大です（笑）。

キョウ：（キャラになりきって）というわけで、だ。困こまったことがあれば余よを頼たよるがよい。

ＧＭ：「余」!?　し、しかもその喋しやべり方かた……（笑）。

キョウ：うむ。余の一いち人にん称しようは「余」なのだ（一同笑）。

渋沢：す、すごい。初めて見た、一人称が「余」のＰＣ①……。

ＧＭ：じゃ、じゃあ、校内で何か揉もめ事ごとがあると。

キョウ：金を出そう。

渋沢：校内の設せつ備びに不ふ備びがあったりすると。

キョウ：金を出そう。

ＧＭ：徹てつ底ていしている…………（笑）。

キョウ：ふっふっふ。……って、勝手に金持ちとか言ってますが、問題あります？

ＧＭ：い、いえ、大だい丈じよう夫ぶです。そのくらい強きよう烈れつなほうが面白い。

キョウ：それならよかった。

渋沢：でも、「香」と書いて「キョウ」って変わった名前ですね。

キョウ：将棋の香きよう車しやからとったのだ。香車のように真まっ直すぐ突つき進すすめ！　という意味だな！

渋沢：あ、そこはヒーローっぽい。かっこいいです。

ＧＭ：将棋好きの岡本さんらしいですね。

キョウ：あと、香車なので、いつか「金」に成れるようにという願いも籠こもってます。

渋沢：そこも将棋なんだ！

キョウ：うむ！　「金」になれば、余はきっとヒーローになれる！　そんな感じで、金の力を使って皆みなを助けるヒーローになりたい、という願望があります。

ＧＭ：なるほど。それはとても主人公らしいモチベーションです。

渋沢：きっと鷺乃宮家は将棋の名前で序じよ列れつが決まってるんですね。上の方には銀とか桂けい馬まとかが居いるに違ちがいない（笑）。

キョウ：あ、それいいですね。じゃあ、きっと御前が王おう将しようですよ（笑）。

ＧＭ：わ、わかりました！　今後のシナリオに組くみ込こみます（笑）。

キョウ：わーい（笑）。あ、ちなみにカヴァーは「金持ち高校生」。

渋沢：か、金持ち高校生！（爆笑）

ＧＭ：は、問題ありません。というか、それは面白い（笑）。

キョウ：では、それで頼たのむぞ！　それと、余は甘あまやかされて育っているので、争いごとが嫌きらいなのだ。血を見るのが苦手で、自分の血は絶ぜつ対たい見たくないぞ。

ＧＭ：きっと怪け我がひとつせず育ってきたのでしょう。……ちなみに、覚醒したらどんな能力に目覚める予定なんですか？

キョウ：血を操あやつる、っていうのが面白そうだったので、ブラム＝ストーカーにしました。それにエグザイルを組み合わせたクロスブリードです。肉にく弾だん戦せんが得意。

ＧＭ：おお、なるほど。血が苦手なのに血を操る、というのも面白い。しかし、徹てつ底てい的てきにお坊ぼつちゃまを貫つらぬいてますね。

キョウ：こういうキャラにしたのには理由があるんです。……で、ひとつお願いが。

ＧＭ：なんでしょう？

キョウ：こいつをボッコボコにして、人生というものを叩たたき込こんで欲ほしいんです！

ＧＭ：えええええええ!?

渋沢：ぼ、ぼこぼこですか？

キョウ：とにかく人生を舐なめた奴なので、リアルにプレイヤーの僕ぼくが引くくらいにボコボコにしてください。そこから立ち直っていきたいんです！




　力強く言い切る岡本さん。

　筆者と渋沢さんは、一いつ瞬しゆん呆あつ気けに取られたあと、爆笑していた。




ＧＭ：……なるほど！　それは面白い！

渋沢：挫ざ折せつからの復ふつ帰きはヒーローの王道ですね！　かっこいい！

キョウ：それまではボンクラなお坊ぼつちゃんで居続けます（笑）。

ＧＭ：わ、わかりました。それは是ぜ非ひ！　やりたいと思います！

キョウ：よろしくお願いします！




▼ＰＣ②：藤堂凛々花とうどう・りりか　───渋沢佳奈

　ベッドの上と、窓から見える景色と、お母さんと、お兄ちゃん。小さい頃から心臓の弱いわたしにとって、それだけが世界のすべてだった。……お母さんが、亡くなるまでは。

　悲しみで押し潰されそうになったけど、お母さんがその心臓をくれたお陰で、わたしは学校に通えるくらいまで快復した。今でもやっぱり辛いけど、お母さんはずっと一緒だし、なにより、お兄ちゃんが支えてくれる。わたしの世界は、お母さんが広げてくれたんだ。




ＧＭ：では、次に渋沢さんのキャラ紹しよう介かいをお願いします。

渋沢（以下、凛々花）：藤堂凛々花といいます。中学までは心しん臓ぞうの病気であまり学校に行けなかったんですが、高校に入学する前に亡なくなったお母さんから心臓移い植しよくを受けて、そのお陰で今は普通に学校に通えています。

ＧＭ：おお……結構重い設定ですね。

キョウ：さぞかし苦労したのであろう。

凛々花：でも、そういう部分は基本的に見せないで、明るく振舞っています。

キョウ：なんといい娘であろうか……。余は感動した！

凛々花：えへへ（笑）。で、お父さんは仕事でほとんど家に帰ってこないので、ひとつ違いのお兄ちゃんとほぼふたり暮し。そのせいでブラコンぎみ。性格は基本的にしっかりものだけど、実は寂しがり屋で甘えん坊。

ＧＭ：病気のことはみんな知っているんですか？

凛々花：ある程度は知られてると思います。まだ完治したわけではないので、今でも心臓が痛むことがたまにある。激しい運動とかはできません。

キョウ：ふむふむ。

凛々花：で、今は同じクラスの……えっと、キョウくんでいいかな。

キョウ：うむ、構わぬぞ。

凛々花：じゃあ、キョウくん、って呼ぶね。そのキョウくんと同じ文化祭実行委員なんだけど……わたしはなんで委員になったんだろう？（笑）

ＧＭ：キョウくんが実行委員になったのは金があるからなのかなあ（笑）。

キョウ：いくらでも出すぞ？（笑）

凛々花：学校の予算で賄まかないましょうよ！

ＧＭ：凛々花は常じよう識しき的てきな子のようです。

キョウ：よいことだ。

凛々花：じゃあ、わたしはキョウくんが暴ぼう走そうしないようにストッパーになろう（笑）。

キョウ：うむ、よろしく頼むぞ。

凛々花：……なんだかお守り役の気分だわ（笑）。

ＧＭ：いい子だなあ。では、最後にオーヴァードになった場合の能力を教えてください。

凛々花：はーい。ブリードはピュアブリードで、シンドロームはオルクス。他の人を強化することに特化していて、自分ではまったく戦えません。

ＧＭ：ということは、戦闘になったらキョウくんに任せることになりそうですね。

キョウ：余に任せろ！　金ならあるぞ！（笑）

凛々花：お金で解決できないと思うよ！（笑）　ちなみに、こういう能力になったのも自分の病気が関連してるんだと思います。

ＧＭ：なるほど、了りよう解かいしました。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、最後にお互たがいのシナリオロイスの感情を設定しましょう！

キョウ：うむ。余が凛々花をどう思っているのかを決めるのだな！　では、まずはポジティブから決めよう。ダイスを振ふって……ええと、61。〝幸福感〟だな。

ＧＭ：一緒に居ると心が安らぎ、何だか幸せな気分になる、というものですね。主人公からヒロイン、っていうことならいい関係ではないでしょうか。

凛々花：照れるなあ、なんだか。

キョウ：では、それで行くとしよう。次はネガティブで……45、〝恥ち辱じよく〟。どうやら余は何か恥はじをかく羽は目めになってしまったようだ。

凛々花：わたし、何か恥をかかせちゃったのかしら。

キョウ：恥か……ふむ。（何かを思いついた顔で）……凛々花！

凛々花：（身み構がまえて）は、はい!?




「余の嫁よめになれ、凛々花！　──金ならある!!」

　とてもいい笑顔といい声で、岡本さん──キョウはいきなり凛々花に求きゆう婚こんしていた。




ＧＭ＆凛々花：ええええええええええええええ（笑）。

キョウ：さぁ、余の嫁になれ。金ならある。

凛々花：………や、やだ（爆笑）。

キョウ：……イヤか？

凛々花：（こくこくと頷うなずく）

キョウ：というわけで、振ふられました。でも、諦めるつもりはありません（笑）。




　この時の岡本さんの表ひよう情じようは、実に清すが々すがしいものであった。




凛々花：お、面白い……（笑）。

キョウ：というわけで、楽しそうなのでこれでどうでしょう。

ＧＭ：わかりました、じゃあそれで（笑）。

凛々花：なんでおんなじ文化祭実行委員になっちゃったんだろう……（笑）。

キョウ：凛々花が立りつ候こう補ほしたならば、余もそうするであろう。未来の嫁が行くのだから。

ＧＭ：それは納なつ得とくですね。

凛々花：反はん論ろんできない……（笑）。

ＧＭ：では、次に凛々花ちゃんからキョウくんへの感情ですね。

凛々花：わたしも振ってみますね。……48。48は……ど、〝同どう情じよう〟……（爆笑）。

ＧＭ：か、かわいそうな子って思われてるの……？

キョウ：（にこやかな顔で）完かん璧ぺきですね！

凛々花：（机つくえに突つっ伏ぷして笑っている）

ＧＭ：岡本さんが凄すごくいい笑顔だ……。

キョウ：そうか、もっと金が必要か……（一同爆笑）。

凛々花：面白いから〝同情〟にしよう。で、ネガティブは81で〝不信感〟と出ました（笑）。あ、いちおう同情を表にしておきますね。

キョウ：おお、余は勿もち論ろん幸福感が表だ！

ＧＭ：岡本さんの「何でも受けて立つぜ」という感じがすごいです。では、少し休きゆう憩けいをしてからセッションに入りましょう！

一同：はーい！




　世間知らずのボンボンと、彼に言いい寄よられるしっかり者の少女。

　──ふたりの物語が、今まさに始まろうとしていた。








カヴァー　キャラクターの表向きの職業や社会的な立場を現すデータ。

ブラム＝ストーカー　血液を操り、様々な能力を発揮するシンドローム。

エグザイル　肉体を変形させたり、髪や骨などを自在に操るシンドローム。

クロスブリード　ふたつのシンドロームを持つオーヴァードであることを表す言葉。

ピュアブリード　ひとつのシンドロームしか持たないオーヴァードであることを表す言葉。

オルクス　〝領域〟と呼ばれる空間を作成し、その中の事象を自在に操るシンドローム。











　　　ＯＰＥＮＩＮＧ ＰＨＡＳＥ




◆Opening01◆芸げい術じゆつの秋！


Scene Player ─── 鷺乃宮キョウ






　一〇月。私立禊原高校では、生徒たちが一週間後に控えた文化祭の準備に勤いそしんでいた。

　祭りの準備というのは、いつ何時でも若わか者ものたちを燃もえ上あがらせるものなのだ。




ＧＭ：それでは、最初のシーンを始めたいと思います。舞台は禊原高校、キョウと凛々花の教室。今日は日曜日ですが、文化祭の準備で登校を許ゆるされています。




『ＤＸ３』のセッションは、映えい画がやドラマのように『シーン』という場面単位で区切って演えん出しゆつする。シーンを積み重ねていくことで、ひとつの物語ができあがることになるのだ。




ＧＭ：というわけで、シーンにはふたりとも登場しているところから始まります。なお、本来ならシーンに登場したＰＣは侵しん蝕しよく率りつが上じよう昇しようしますが、ふたりともまだオーヴァードではなく、ここはいつもの日常を演出するシーンなので、上げなくて構かまいません。

キョウ＆凛々花：はーい。




『ＤＸ３』のＰＣは、シーンに登場するごとに侵蝕率が１Ｄ10点上昇する。これは、事件に巻き込まれることで徐じよ々じよに体内のレネゲイドがざわめき始めることを現あらわしているが、キョウと凛々花はまだオーヴァードではないため、その処しよ理りを特別に省はぶいている。




ＧＭ：なお、文化祭の出し物はお化ばけ屋や敷しきというのを考えています。定番ですし。

キョウ：お化け屋敷なら余に任まかせるがよい。最新エフェクトや３Ｄ映えい像ぞうを駆く使しするぞ！　本場ハリウッドはルー●ススタジオからス●ルバーグを呼よんだのだ。

凛々花：こ、高校の文化祭に呼ぶゲストじゃないよ？　誰も止めなかったの？（笑）

ＧＭ：「キョウがやる気になってるから、つい……」

凛々花：おおらか過すぎるよ……。ひょっとしてこれ、止めるのはわたしの役目なの？（笑）

ＧＭ：「だって凛々花の言うことなら聞くし……」

キョウ：聞くぞ！（期待に満ちた目で凛々花を見つめる）

凛々花：……あ、あのね、キョウくん。文化祭は、みんなで手作りでやるものなんだよ？

キョウ：（寂さみしそうに）……そうか。凛々花がそう言うのならばそうなのだろう。ジェット機をチャーターして帰ってもらおう。サンキュー、スピ●バーグ。

ＧＭ：「Don't worry」と言いながら監かん督とくとスタッフは帰っていく。

凛々花：素す直なおに聞いてくれた……（笑）。キョウくん、文化祭はできるだけお金とか使わないで、みんなの力でやろうよ。ね？

キョウ：ほんの数千万程度、ヒーローになるためなら気にせぬぞ。

凛々花：……数千万円は「程度」じゃないと思うよ。

キョウ：いや、円ではない。ドルだ。

凛々花：余よ計けいにダメだよ！　キョウくん、もう少し一いつ般ぱん人じんの感覚を持って（笑）。

キョウ：凛々花が喜ぶかと思って……。

ＧＭ：け、健気だ。やり方はメチャクチャだけど（笑）。

凛々花：あ、あのね？　あんまりお金を使いすぎるのもよくないと思うの。

キョウ：いや、未来の嫁たる凛々花のためならば、数億ドルでも構かまわんぞ！

凛々花：わたしがそういうのはイヤなの。（自分の胸むねに手を当てて）……お金でどうにもならないことだって、あるし。

ＧＭ：心臓のことですね……。

凛々花：うん。お母さんがいてくれないと、どうしようもなかったもの。

キョウ：……そうか。凛々花がそういうなら、そうなのかのう。

ＧＭ：キョウと特に仲のいい、櫛くし田だという名前のクラスメイトが、笑いながらポンと肩かたを叩たたきます。「ま、めげるなよ。愛は金きん額がくじゃねえって」

キョウ：愛は金額じゃない……！

凛々花：金額っていうか、お金じゃないんだよ？（笑）

キョウ：なるほど。つまり……宝ほう石せきか!!（爆笑）

凛々花：なんでそうなるの────っ!?

キョウ：凛々花に必要な単位は、円やドルではなく、カラットであったか！

ＧＭ：（爆笑）

凛々花：（疲つかれた声で）そ、その発想はなかったよ……。

キョウ：今すぐ婚こん約やく指ゆび輪わを用意しよう！　地上最大カラットのダイヤを用意するからな！

凛々花：いーらーなーいー！　円でもドルでもカラットでもないの！（笑）

キョウ：……ではどうすればよいのかのう？

凛々花：お金のかかるものはいらないから、文化祭実行委員の仕事をしましょ。

キョウ：そうか……。うむ、わかった。凛々花がそういうならそうしよう。

凛々花：うん、そうして？　……こういう素直なところは、いいんだけどな（笑）。

キョウ：ところで、我わが嫁の凛々花よ。

凛々花：嫁じゃないでしょ。

キョウ：（悲しそうに）嫁…………。

凛々花：（困った顔で）……普ふ通つうに呼んで、ね？

キョウ：う、うむ。では凛々花よ。聞きたいことがあるのだが。

凛々花：なあに、キョウくん。

キョウ：一いつ般ぱん的てきなお化けにはどういうイメージがあるのだ？

凛々花：お化ばけのイメージ？　暗がりから出てきたり……黒かったり、ドロドロしてたり？

キョウ：黒くてドロドロ……ふむ、石油か!!

凛々花：違ちがう、違うよキョウくん！　なんで金持ち的なキーワードに繫つながるの!?（爆笑）



















　あらゆる事象を金に絡からめてボケ続けるキョウと、音速のツッコミで切り返す凛々花。

　ハタから見ていればとてもいいコンビである。




ＧＭ：「諦あきらめてプロポーズ受けちゃえば？　お似に合あいだよ、凛々花」とか、仲のいい同級生の女子がはやし立てたりします。

凛々花：いーやーでーす！　高一で結けつ婚こんなんてやだもん。

キョウ：余は気にせぬぞ？

凛々花：わたしが気にするの！　もう……。

ＧＭ：いかん、面白いけどそろそろ話を進めよう。ええと、そんな風に和わ気き藹あい々あいと準備を進めている中、さっきの女子──奥おく井いマミという子が、お化け屋敷に連想して怪かい談だんを始める。

凛々花：（怯おびえた様子で身構えて）か、怪談？

ＧＭ：「そうそう。──ね、この街に伝わる神隠しの話、知ってる？」




「神隠し？」

　同時に聞き返したキョウと凛々花が顔を見て忍しのび笑わらいをもらしながら、マミは続ける。

「そ。──最近ね、また何人かが神隠しにあったって噂うわさがあるのよ」




凛々花：……神隠しって、具体的に何が起こるの？

ＧＭ：「ある日突とつ然ぜんね、物もの忘わすれがひどくなっちゃうのよ。それも家族の名前とか、学校の名前とか、普通なら忘れようのないものを忘れて……」

凛々花：（更さらに身構えて）へ、へえ……？

ＧＭ：「そうするとね……？　その人の影かげが、不自然に欠けちゃってるんだって。それが徐々にひどくなって、最後には……」

凛々花：（すす、と身を離はなしながら）最後、には……？

ＧＭ：「自分の名前を忘れちゃうの。そしたら、影と一いつ緒しよにその人も消えちゃうんだって」

凛々花：（怯えた様子で）……ふーん。そ、そうなんだ。

キョウ：なにやら物ぶつ騒そうな話だな。余なら捜そう索さく隊たいを出すぞ。

凛々花：キョウくんならほんとにお金で解決しちゃいそうだよね……。

キョウ：任まかせろ！　金ならあるからな！

ＧＭ：「これって、ちょっと昔にお祖母ばあちゃんに聞いた話だったんだけどさ。──最近、あったらしいよ。神隠しじゃないか……って言われてる失しつ踪そう事件」

凛々花：さ、最近？

ＧＭ：要約すると、隣となりの高校の子が突然家族の名前を忘れたりする異い変へんに見み舞まわれ、数日後にいなくなってしまったそうです。

凛々花：へ、へえ……。それって……。

ＧＭ：「……ぷっ。やぁね、噓うそに決まってるじゃない！　こんなの噂よ、噂」

凛々花：そ、そうだよね……。でも、なんだか不安を感じて身をすくめる。怖こわいの嫌きらい。

キョウ：（胸を張はって）凛々花に何があろうと、余が守るから大丈夫だ！

凛々花：（困った顔で）そ、そんなこと大声で言わなくていいから……！

ＧＭ：「はいはい、ごちそーさま。いちゃつく材料渡わたしちゃったねー？」と笑う。

凛々花：いちゃついてないもん！

キョウ：余はいちゃつきたい！（爆笑）

凛々花：そ、それよりキョウくん、準備！　文化祭の準備、しましょ？

キョウ：うむ。ところで凛々花、この釘くぎは鉄でよいか？　金にしないで平気か？（笑）

凛々花：金の釘は刺ささらずに金かな槌づちで叩たたいた瞬しゆん間かんに曲がっちゃうと思うよ？

キョウ：おお、そうか。では普通の釘を使うとしよう。

凛々花：はぁ……基本的に素直ないい子なのよね。常じよう識しきがないだけで……（笑）。

ＧＭ：そうこうしていると、徐々に人が減へっていきます。




　時刻は夕方に差さし掛かかり、クラスメイトたちもひとり、またひとりと帰宅していく。

　気づけば、教室に残っているのはキョウと凛々花のふたりになっていた。




凛々花：お疲つかれさま、と見送ろう。

キョウ：気をつけて帰るのだぞ。なんならリムジンを呼ぶぞ？

ＧＭ：「いらねーって。んじゃなキョウ、ふたりっきりだし、しっかりやれよ？」と、最後に残っていた櫛田が帰り支度じたくをしながらにやっと笑います。

キョウ：うむ、任せておけ。なにせ余はヒーローになる男だからな。

凛々花：わたし、赤くなって俯うつむいてます。キ、キョウくん、もう少し準備進めちゃおう。

キョウ：（屈くつ託たくのない笑顔で）うむ、わかった！

ＧＭ：では、そんな準備の最中。少し重量のある資材を運ぼうとした時に、凛々花の心臓にキリリと痛みが走る。

凛々花：設定を拾われた！（笑）　あっ、くぅ……！（胸を押さえる）

キョウ：り、凛々花!?　どうした、医者を呼ぶか!?

凛々花：だ、大丈夫……いつもの発作だから……。

キョウ：し、しかし余は心配だぞ！　この辺にしてそろそろ帰るか？

凛々花：（深呼吸して）……ううん、もう平気だから。キリのいいところまでやっちゃいましょ。

キョウ：わかった。だが無理はするでないぞ？

凛々花：うん。……（微笑んで）ありがとう、キョウくん。

キョウ：くっ……この笑顔は値千金であるな……！（笑）

ＧＭ：では──そうですね、大体夕方六時くらいになると、先生が様子を見に来ます。「おーい、そろそろ帰れよ。日曜だからって下校時刻過すぎても居ちゃいかんぞ」

凛々花：はーい。

キョウ：もうそんな時間であったか。腕うで時ど計けいを確かく認にんしよう。ロ●ックスのいちばん高い奴やつにダイヤもつけたのだ（一同笑）。

凛々花：高っ!?　え、えと、時間を見て……。本当だ、もう帰らなきゃ。

キョウ：そうだな。凛々花よ、帰りはリムジンでいいか？（一同笑）

凛々花：言うと思った！　ええと、そういうのじゃなくて！　一緒に歩いて帰ろう？

キョウ：ほほう、徒歩か。では赤い絨じゆう毯たんやライスシャワーの準備が要いるか？

凛々花：それじゃ結けつ婚こん式しきでしょ！（笑）

キョウ：ダメであったか……。仕方ない、では凛々花がそうするなら余も歩いて帰ろう。いやあ、なんだか今日は疲れた気がするな？

凛々花：…………そうだね。




　色々と振ふり回まわされたり、嫁になれと付きまとわれたりするが、不思議と凛々花は不ふ快かいではなかった。それは、キョウの明るく朗ほがらかな性格に起き因いんするものだろうか。

　だが、ふたりはまだ知らなかった。自分たちのすぐそばに迫せまる、非日常の影を──。







◆Opening02◆迷まよい道


Scene Player ─── 藤堂凛々花






　凛々花とふたりの帰り道、鷺乃宮香はとてもご機き嫌げんだった。慣なれない徒歩での帰り道も、未来の嫁と一緒だと思えば苦にならないのであろうか。

　だが、この時既すでにふたりは非日常への入り口へと足を踏ふみ入いれていたのである──。




ＧＭ：では次のシーン。校門を出てしばらく、ふたりで家路についているところですね。

キョウ：ところで凛々花よ。……余は一〇月二四日生まれなのだが（笑）。

凛々花：……それは岡本さんご自身の誕たん生じよう日びじゃないです？（笑）

キョウ：実はそうです（笑）。キョウも同じ誕生日ってことで。

凛々花：えっと……じゃあ、もうすぐ誕生日なんだね？

キョウ：（目を輝かがやかせて）うむ！　もうすぐなのだ！

凛々花：そうなんだ。じゃあ──どうしようかな。お祝いはしてあげたいけど……。

ＧＭ：その瞬しゆん間かん、急にあたりの様子がおかしくなります。




　凛々花がどうしようかと考えた瞬間、ふと周囲の情じよう景けいが一変した。目の前にあるはずのお互たがいの顔が見えないほどの濃のう霧むが、何の前まえ触ぶれもなく立たち込こめたのだ。そればかりか、酷ひどく肌はだ寒ざむい。突然の変化に、凛々花は身を震ふるわせた。




凛々花：え……？　（不安げに）キョウ、くん？　そこにいるよね……？

キョウ：……サプライズパーティーにしてもこれはちょっと酷ひどくないか？（一同笑）

凛々花：へ、平和ね……。いや、ちょっとこれは、違う──と、思うんだけど。

キョウ：ふむ。言われてみれば、おかしい気もするな。

凛々花：おかしい、よね……。な、なんかやだな。さっき怖い話聞いちゃったし……。

ＧＭ：……やがて、何か金きん属ぞくがぶつかる様な音と、「ヴゥゥゥゥ────」という低い唸うなり声ごえのようなものが聞こえてきます。

凛々花：……きゃっ！　……お、思わず声を上げて、キョウくんに近づく。こ、怖いし。

キョウ：（嬉うれしそうに）おお……！　き、来た……!!（一同笑）

凛々花：キョウくんのそんな心しん情じようは露つゆ知らず（笑）。なんなの、これ……。

キョウ：……これを用意したのは誰だ？　気が利いているではないか（爆笑）。

ＧＭ：次の瞬間、ピチャッという音がする。どうやら水みず溜たまりに足を踏み入れたようだ。

キョウ：……水溜り？　雨など降ふっておらぬがな。

凛々花：な、なんだろう……。

ＧＭ：ほどなくして、霧きりが徐々に晴れていきます。そしてそこには──。




　霧が晴れた時、周囲の風景は一変していた。街中を歩いていたはずが、あたりは漆しつ黒こくの岸がん壁ぺきに覆おおわれた鍾しよう乳にゆう洞どうのような場所になっている。岩壁からは黒い粘ねん液えきがとめどなく滴したたり落おち、不快な水音を立てる。キョウが足を踏み入れた水溜りも、その粘液が溜たまったものだ。




凛々花：な、何これ……っ!!　思わずキョウくんにしがみつく……！

キョウ：……めっちゃ嬉うれしい！　めっちゃ嬉しいぃぃぃぃぃ!!（一同爆笑）

凛々花：そ、そんな場合じゃない、でしょ……？

キョウ：おお、そうか。ここはどこであろうな？　きょろきょろ（周囲を見回す仕草）。

ＧＭ：周囲をよく見ると、ボコボコした岩壁のいくつかが人の顔に見えます。先ほどから聞こえている低い唸り声は、その石の顔から聞こえてくるように思える。

凛々花：そ……それは本気で怖いよ……。

キョウ：サプライズパーティーではなさそうであるな。

凛々花：うう、キョウくんのブレなさがこんな時には頼たのもしい（笑）。

キョウ：任せろ！　嫁を守るのは夫おつとの役目なのだ！

ＧＭ：……では、突然あなた方の目の前で壁かべが吹ふき飛とびます。




　こんな時でも変わらない、いつもどおりのキョウに凛々花が少し安あん堵どする。

　──が、次の瞬間。

　キョウと凛々花の目と鼻の先で、側面の壁が轟ごう音おんとともに吹き飛んだ。壁に開いた穴あなからは噴ふん煙えんがもうもうと立ちこめ──その中に、巨きよ大だいな異形の影が揺ゆらめいていた。




凛々花：な、な、なんなの……？　訳わけがわからなくて怖いよ……。

キョウ：きっと何かのサプライズであろう。余がついておるぞ、凛々花よ。

ＧＭ：吹き飛んだ壁から、何かの巨大な影がのっそりと現あらわれます。その数三つ。

凛々花：……怖いよう。怖いけど、好こう奇き心しんに駆かられてそっちを見ちゃう。




　キョウと凛々花は、唐とう突とつに現れた異形たちの姿すがたをもう一度見る。

　それらは全長三メートルほどで、装そう甲こうのような皮ひ膚ふを持ち、目に当たる器官を持たず、牙きばと爪つめ、そして角が異い様ように発達した──怪かい物ぶつとしか表現しようのない生物だった。




キョウ＆凛々花：ええええええええええええ!?

ＧＭ：怪物たちは、あなた方に目のない頭をゆっくりと向けます。

凛々花：こ、こっち見てる……!?

キョウ：む、むう。凝こったアトラクションだのう……。

ＧＭ：──と、その瞬間。怪物のうち一体が、縦たてに両りよう断だんされて倒たおれ伏ふす。

キョウ＆凛々花：え!?

ＧＭ：怪物を切きり捨すてた存在が、そのまま壁の穴から飛び出てきます。それはどうやらコートを着た男だん性せいのようです。

凛々花：……人間、なの？




　現れたコートの男は、キョウと凛々花に一いち瞥べつもくれずに怪物と交戦を始めた。見れば、彼の背せ中なかには日にち輪りんのような印しるしが輝かがやき、その両りよう腕うでは肘ひじ辺あたりから異形と化している。




凛々花：コートを着てるのに背中に日輪なの？

ＧＭ：はい。コート越ごしに透すけるほど強烈な輝きを放っているようです。

キョウ：派は手でな演出だのう……。

ＧＭ：二〇代半ばくらいで、長めの黒くろ髪かみに眼鏡めがねを掛かけた男です。その両腕はともに黒に金の縁ふち取どりの装甲に覆われ、右腕は鉤かぎ爪づめ、左腕は肘の先から手首にかけて刃やいばが生えている。

凛々花：声も出ないほどにびっくりして、キョウくんにしがみついてる。

キョウ：めっちゃ嬉しいけどこっちも実はびびっておる！　さ、最新の技ぎ術じゆつは凄すごいのう。

凛々花：と、特とく撮さつじゃ、なさそうだよ……。

ＧＭ：──そうすると、壁の穴からは更に怪物たちが押し寄せてくる。二〇はくだらない数の怪物が、我先にと雄叫びをあげながら現れる。

キョウ＆凛々花：えええええええええ!?




　目の前に現れた非現実的な光景に混乱したまま、立ち尽くすキョウと凛々花。

　やがて──怪物たちの何匹かが、キョウと凛々花に頭を向けた。




キョウ：こ、これはさすがに、びびってしまうぞ……。

凛々花：や、やだ、怖い……！

ＧＭ：あなた方に頭を向けた怪物たちですが、次の瞬間動きを止めます。

凛々花：え？

キョウ：な、何事なのだ……？




　まるで閃光のように、男が異形の両腕を疾らせた。

　その瞬間、キョウと凛々花に向かおうとした怪物だけでなく、他のすべての怪物が同様に動きを止める──。




ＧＭ：怪物たちはコートの男によって撫で斬りにされ、黒いシミになって地面に落ちます。

キョウ：……（息を吞む）。

凛々花：す、すごい……。

ＧＭ：そして、怪物を斬り捨てた男があなた達を見る。「……子供？　紛れ込んだのか？」

キョウ：……おぬし、一体何者だ？　こ、怖いが、余は凛々花をかばうぞ。嫁だからな。

凛々花：キョウくん……。

ＧＭ：「……私のことを聞いている暇ひまはない。──ここに居ると、死ぬぞ」

キョウ：だ、だから帰るのだ。

ＧＭ：「なら、ついて来い。……逃にがしてやる」

キョウ：え？

凛々花：で、出られるの？

ＧＭ：男は無言で頷うなずく。

凛々花：キョウくんの顔を不安そうに見上げる。……行く？

キョウ：凛々花が行くなら……余も、行く、かな。

凛々花：じゃあ、行こう……。わたし、こんなところに居いたくない。

キョウ：そ、そうだな。出してもらえるのならばな。しかし、カメラはどこなのだ？

凛々花：……多分、現実なんじゃない？　（泣きそうな声で）……怖いよぅ。

キョウ：し、しかしあり得ぬぞ、このような………。

ＧＭ：「立ち止まっている暇はない。死にたいのか」

キョウ：り、凛々花！　こ、怖ければ余にしがみついてよいぞ！　未来の夫にして、ひ、ヒーローになる予定の余が、ついておる！

凛々花：だ、だいじょうぶだよ。……行こう、キョウくん。あの人、悪い人じゃないと思う。わたしたちを助けてくれたんだし……。

キョウ：……そ、そうだな。余はなにもできなかったが……。

凛々花：あ、えと、仕方ないよ……。あんなのが出てくるなんて思わないもの。

キョウ：ぬうう……。現実感はないものの、怖いやら悔しいやら（笑）。

凛々花：キョウくん……。

ＧＭ：「どうした。早くしろ、問題がまた増える」

凛々花：あ、はい。……あの、おじさん。




「ここは、一体なんなの？」

　先行するコートの男の背中に声をかける凛々花。

「…………ヨミ。そう呼ばれている」

　帰ってきた答えは簡かん潔けつで、それでいて今の彼女やキョウには理り解かいの範はん疇ちゆう外のものだった。
















　　　　ＭＩＤＤＬＥ ＰＨＡＳＥ




◆Middle01◆コートの男


Scene Player ─── 鷺乃宮キョウ






　いつの間にか迷い込んだ不思議な洞どう窟くつ。そこに現れた謎なぞの怪物と、それを容易たやすく倒たおした異形の腕を持つコートの男──。わからないことだらけだが、今のキョウと凛々花には、逃がしてやると言った男を信用するほかなかった。




ＧＭ：では次のシーン。あなた方はコートの男に導みちびかれ、一〇分ほど走り続けている。

凛々花：い、息が上がってきた……。

キョウ：余も、はぁ、生まれてはじめて、ふぅ、こんなに走って、ひぃ、おるぞ。

ＧＭ：では、そのあたりでふたりはあることに気づきます。




　コートの男に導かれるまま、不気味な鍾しよう乳にゆう洞どうを先に進むキョウと凛々花。足を進めるたび、周囲から滴したたる黒い粘ねん液えきでできた水溜りを踏み、ぴちゃりと不快な水音が響ひびく。

　──だが、その水音は黒い粘液だけが原げん因いんではない。よく見れば、コートの男は全身に傷きずを負っている。彼から滴り落ちる血もまた、地面に赤黒い血だまりを作っていた。




凛々花：おじさん、怪け我がしてるの……？

ＧＭ：「問題ない」と彼は言いますが、そこかしこに深い傷があります。

キョウ：い、痛いたそうだのう。

凛々花：（恐おそる恐る）あの、ハンカチならあるけど……。

ＧＭ：「……気遣いは感かん謝しやする。だが、無用だ」そう言って、彼は凛々花を手で制せいします。その両腕は、いつの間にか普通の人間と同じものに変わっている。

凛々花：でも……。

ＧＭ：「問題ない、直じきに治る。私は普通の人間ではない」

キョウ：……ううむ。手が変わる人間を普通とは言わんだろうなあ。

ＧＭ：「それに──迂闊に触れて感染しないとも限らん」

キョウ＆凛々花：感染？

ＧＭ：「そうだ。……私の腕を見ただろう？　あの力は、ある種のウィルスによってもたらされている。感染して化け物になりたくないなら、近づかないほうがいい」

凛々花：ウィルス……。病気ってことだよね。それを聞いちゃうと、少し身を引く。

キョウ：む、むう。気になるが、余もちょっと引いてしまうぞ。

凛々花：あの……おじさん。さっきの化け物、いったいなんなの……？




　コートの男は一瞬沈ちん黙もくしてから、低い声で呟つぶやいた。

「……ここに紛れ込んだ人間の成れの果てだ」




キョウ：なんと……!?

凛々花：（息を吞のむ）………っ！

ＧＭ：「ああはなりたくないだろう。だが、お前たちは私が逃にがす。家に帰れたら、ここで見聞きしたことは忘れてしまうがいい」

キョウ：わかった、忘れよう！

凛々花：わ、忘れられそうにないけど……努力、します。

キョウ：……それはそれとして、この鍾乳洞、買い取ってアトラクションにできんかな。

凛々花：そ、それは怖いよ。あんな怪物になっちゃうんだよ？

キョウ：むう、凛々花がそう言うなら止めておくとしよう。

ＧＭ：あなた方はしばらくそのまま先を進んでいるのですが、ふと男が足を止めます。

凛々花：どうしたの？

ＧＭ：「……問題が増ふえた」

キョウ＆凛々花：問題？




　コートの男は不ふ快かい気げに顔を歪ゆがめ、前方をねめつける。次の瞬間、前方の岩壁が轟ごう音おんと共に弾はじけ飛とんだ。もうもうと上がる噴ふん煙えんの中──ふたたび、異形の怪物が現あらわれる。

　そして──その中の一体は、先ほど男が倒した怪物よりも遥はるかに大きい。少なく見積もって、他の怪物の三倍ほどのサイズがあるのだ。




凛々花：な、な、なに、あれ……。

キョウ：ど、ど、どうすればよいのだ!?

ＧＭ：「どうにかするのは私の役目だ」そう言って、彼は再び両腕を変化させる。「ここを真っ直ぐ走れば出口だ。いいか、走れ」と、彼は道の先を指差す。

キョウ：……走るぞ、凛々花！

凛々花：で、でも……。

ＧＭ：答えを聞く間もなく、彼は背中の日輪を輝かせ、怪物に立ち向かいます。通常サイズの怪物を三体ほど切きり裂さいた後、ボスと思おぼしきもっとも大きい怪物に肉にく迫はくする。

凛々花：（苦しげに胸を押おさえ）足がすくんで……。ごめんキョウくん、手を引いて……。

キョウ：任せろ！（嬉しそうに）おおおお、手を繫つなげたぞぉぉぉぉ！（爆笑）

凛々花：……頼もしいんだかなんなんだか（笑）。




　後うしろ髪がみを引かれる思いで、キョウと凛々花は走り出す。

　コートの男は最も早はやふたりを振ふり返かえる隙すきもなく、戦いへとその身を投じていった。







◆Middle02◆ふたりの決けつ断だん


Scene Player ─── 藤堂凛々花






　コートの男に促うながされるまま、キョウと凛々花は手を取り合って走り去る。

　だが──その背はい後ごからは、男がふたりを守って戦う剣けん戟げきの音が絶たえなかった。




ＧＭ：では、次のシーン。後方からはまだ戦いの音が聞こえてくる中、あなた方は必死に走っている、というような状じよう況きようです。

凛々花：はぁ、はぁ……。（胸を押おさえて苦しげに）心臓、が……。

キョウ：だ、大だい丈じよう夫ぶか、凛々花。余は、やばい。生まれて初めて、こんなに、走ったぞ。

ＧＭ：走っていると、左右の脇わき道みちから何かを叩たたくような音がする。

キョウ：音……？

凛々花：や、やな予感するよう。

ＧＭ：そこから四体ほど、さっきのボス級と同じサイズの巨大な怪物が現れる。連中は、目のない巨大な顔をあなた方に向け、大きく口を開いた。

凛々花：────────!!（声にならない悲鳴）

キョウ：ぎゃああああああ！　く、喰くわれる!!




　もうおしまいだ──キョウと凛々花がそう思った瞬間、空気を震ふるわせる咆ほう哮こうが耳を叩く。

　その声は、間ま違ちがいなく先ほどのコートの男が放ったものだ。




キョウ：な、なんなのだ？　咄とつ嗟さに耳を塞ふさいでしまうぞ。

凛々花：わたしは思わず身を竦めます。

ＧＭ：コートの男が咆哮を上げた瞬間、怪物たちはあなた方を無む視しし、その咆哮が聞こえたところ──男のほうへと向かっていきます。

凛々花：じゃあ、不思議そうにそちらの方を見て……。

キョウ：ポカンとするのう。なぜだ？

ＧＭ：怪物たちは次々現れ、それらはあなた方ふたりを見つけはするのですが、男の咆哮に引ひき寄よせられるようにそちらに向かっていきます。

凛々花：ま、まさか……引きつけてくれてるの？　わたしたちが逃にげられるように……？

キョウ：……そうなのか？

凛々花：……だと、思う。

キョウ：むう……！

凛々花：大丈夫……だと思う？　あの人、確たしかに凄く強かったけど……。

キョウ：……怪我、しておったな。それも、かなり。

凛々花：うん……。それに、化け物の数も増ふえてた。すごいおっきい奴やつまでいたよ。

キョウ：だが……どうする？

凛々花：…………わたし、足を止めます。

キョウ：凛々花!?




　身体からだの震ふるえも収おさまらぬまま、凛々花は足を止めた。思わず振ふり向むくキョウをキッと見み据すえて、彼女はきっぱりと告つげる。

「──助けに行く。このままあの人を見み捨すてて逃にげるなんて、わたし、できない」




凛々花：このままじゃ、あの人きっと死んじゃうよ。見ず知らずのわたしたちを助けてくれた人を見捨てるなんて──したくない。

キョウ：凛々花……。

凛々花：キョウくんは逃にげて。おうちの人、きっと心配してる。

キョウ：……何を言うのだ。お前が行くなら余も行くぞ、凛々花。

凛々花：キョウくん……。

キョウ：ここで見捨てては、余はきっとヒーローになどなれぬであろう。それに──。

凛々花：それに？

キョウ：金持ちが庶しよ民みんを見捨てることは許されん！（笑）

凛々花：……一いつ緒しよに行ってくれるの？

キョウ：うむ！　ついでに、あやつに謝しや礼れい金きんの支し払はらい先さきを聞かねばならぬ！（笑）

凛々花：キョウくんらしいよ。──でも、それがキョウくんの感謝の気持ちなんだよね。

キョウ：そう褒ほめるな……照れるではないか。

凛々花：嫁にはならないよ？

キョウ：先に言われた！（笑）




「行こう、キョウくん！」

「うむ！」

　行ってどうなるのか、助けられるのかどうかはわからない。だが、見捨てるよりはと、ふたりは無む謀ぼうと思える行動に出た。

　果たして、その先に彼らを待つ運命とは──。







◆Middle03◆覚かく醒せい、そして


Scene Player ─── 鷺乃宮キョウ






　謎なぞの男と恐おそるべき怪物が肉にく迫はくする戦場へ戻もどってくるキョウと凛々花。

　──ふたりの運命を大きく変える瞬間が、刻こく一いつ刻こくと近づいていた。




ＧＭ：では次のシーンです。ふたりが戻ってくるのを見て、コートの男は表情を変えます。「…………戻ってきた、だと？」

凛々花：だって、あなたひとりを見捨てて逃げたりできない……！

キョウ：謝礼金の振ふり込こみ先さきも聞いておらんぞ！

ＧＭ：「そんなことは──くっ！」彼はあなた方のほうに怪物が向かわないよう戦せん闘とうを続行します。が、やはり見るからに形けい勢せいは不利です。




　怪物が巨きよ体たいを唸うならせ、その牙きばや爪つめ、あるいは角で男を襲おそう。その動きは巨体に見合わぬ速度と鋭するどさを見せ、キョウや凛々花には目で追うことさえままならない。

　男はその猛もう攻こうをあるいはかわし、あるいは受け流し、都度反はん撃げきを加えていく。空を切った怪物の攻こう撃げきは、硬かたい岩がん盤ばんを容易たやすく割わり砕くだいていた。




キョウ：ま、間近で見るとなお恐おそろしいぞ。戻ったはいいが……。

凛々花：（悔くやしそうに）わたしたちみたいな普通の高校生じゃ、とても手に負えない……。

ＧＭ：やがて、男の脇わきをすり抜ぬけた怪物が一体──あなた方に肉迫し、牙を振ふり下おろす！

凛々花：きゃあっ!?

キョウ：り、凛々花！

ＧＭ：もうダメだ──と思った瞬間、あなた方の視し界かいを鮮せん血けつの赤が覆おおいます。

キョウ＆凛々花：……………え？




　それは一瞬のできごとだった。キョウと凛々花が死を覚かく悟ごしたその刹せつ那な、コートの男が咄とつ嗟さに駆かけ込こみ、彼らを庇かばって左腕のブレードを振ふり上あげた。

　男の目もく論ろ見みは功こうを奏そうし、キョウにも凛々花にも怪我ひとつない。だが──。

「くっ……！」

　男が苦く悶もんにあえぐ。その左腕は怪物の爪に斬きり飛ばされ、宙ちゆうを舞まった。




ＧＭ：斬り飛ばされた左腕はあなた方の目の前に落ち、鮮血と共に刃やいばが地面に突つき立つ。

キョウ：ち、血ー!!　思わずふらつくが、凛々花の前で倒たおれるわけにはいかぬ！

凛々花：う、腕が……！　コートの人は大丈夫なの!?

ＧＭ：片かた腕うでのまま、彼は残った右手の鉤かぎ爪づめで怪物を食い止めています。「何をしている！　早く逃にげろ、長くは保もたん！」

凛々花：でも……！

ＧＭ：──というところで、凛々花は不意に胸に痛いたみを覚える。無理をしすぎたのか、大分負ふ担たんがかかってしまったようです。

凛々花：あああ、設定を拾われた……!!（苦しげに）っく、こんな、ときに……。

キョウ：り、凛々花!?

凛々花：（涙なみだ声ごえで）身体が……思うように動かないよお……！

キョウ：凛々花……。せ、せめて何か武ぶ器きでもあれば……。

ＧＭ：武器らしいものといえば、目の前にある刃のついた腕くらいでしょうか。

キョウ：そ、それは怯ひるむ。ものすごく怯んでしまうぞ。

凛々花：ごめん、キョウくん……わたし、こんな時に……！

キョウ：凛々花……！　えぇい、余は覚かく悟ごを決めたぞ！




「余はヒーローになるのだ！　ヒーローになって、あの男と──凛々花を助ける！」

　涙目になりながら、キョウは地面に突き立った刃──コートの男の左腕を手に取る。

　──その時、異い変へんが起こった。




ＧＭ：キョウが左腕を手にすると、その左腕から猛もう烈れつな、炎ほのおを摑つかんだような熱を感じる。

キョウ：あちゃちゃちゃ!?　な、何事なのだ!?

凛々花：キョウくん……！

ＧＭ：次の瞬間、コートの男の左腕は人間のものに戻もどります。そして、キョウの右手の甲には焼け付くような痛みと共に、日にち輪りんのような紋もん章しようが浮うかび上あがる。

キョウ：こ、これは……。

ＧＭ：その紋章は、コートの男の背中に輝かがやく紋章と同じ形をしています。

凛々花：何が起こってるの……!?

キョウ：手、手が、余の手が光っておるぞ!?（笑）

ＧＭ：「バカな……！　この力が、彼に宿ったというのか!?」コートの男は、右腕のみで怪物と交戦しながら、キョウに起こった異変を見て驚きよう愕がくの表情を浮うかべる。時を同じくして、キョウは身体の中に何かが侵しん蝕しよくしてくるような感覚に襲おそわれます。

キョウ：………………！




　激はげしい動どう悸きと、心の奥おく底そこから湧わき上あがってくる強い感情──〝衝しよう動どう〟。

　日輪の輝きは、キョウの身体にレネゲイドウィルス──人間を超常の存在、オーヴァードへと変えるウィルスが宿ったことを顕あらわしていた。




ＧＭ：この瞬間、キョウはオーヴァードへと覚醒し、身体の奥底から湧わき上あがるような衝動に襲おそわれる──というわけで、その衝動に飲のみ込こまれてしまうかどうかを判はん定ていします！

凛々花：おお、衝動判定ですね！

キョウ：衝動判定？




　オーヴァードとなったものは、心身に強いショックを受けた際さい、自らの衝動が沸わき立たつことがある。衝動判定とは、そういった状況下で衝動を制せい御ぎよできるかどうかを表すものだ。

　これに失敗すると、キャラクターは衝動に飲まれ、暴ぼう走そうしてしまう。なお、どのような衝動に襲われるかはキャラクター作成時に決定する。




キョウ：余の衝動は「吸きゆう血けつ」だ。な、ぜだ……。血など、恐おそろしい、はずなのに……！

ＧＭ：あなたがその衝動と戦っていると、コートの男の声が聞こえてくる。

キョウ：なん、だ……!?




「──奥おく歯ばを嚙かみ締しめろ。力を飼かい馴ならせ。衝動に飲まれるな」

　低く強い言葉で、男はキョウに言葉を投げる。それは、オーヴァードが理性を失い、完全なる怪物──ジャームへと堕おちてしまわないための、心こころ構がまえだ。

「──『帰る』という意い志しを強く持て……！」




ＧＭ：というわけで、この衝動を制御できるかどうか、〈意志〉で判定を行ってください。今回の難なん易い度どは９とします。

キョウ：おお……。これに失敗すると血を吸すいたくてたまらなくなってしまうのだな。しかし、余の【精せい神しん】は１しかない。失敗するとどうなるのだ？

ＧＭ：バッドステータスの「暴走」を受けてしまいます。

キョウ：暴走か……なるほどな。では振ふるぞ！　……うむ、出目が１だ！（爆笑）

凛々花：ふぁ、ファンブルじゃないですかー！（笑）




　判定の出目がすべて１だった場合、それは自動的に失敗となる。もしもこのときキョウの〈意志〉技ぎ能のうのレベルが10あったとしても、失敗になってしまうのだ。




キョウ：血が……血が欲ほしい……！

凛々花：キョウくん……！　どうしちゃったの……!?

ＧＭ：では、衝動に襲われたキョウにもうひとつ、データ的な処理があります。衝動判定を行うと、結果の成せい否ひにかかわらず、侵しん蝕しよく率りつが２Ｄ10上じよう昇しようするのです。

凛々花：そうだった……！

キョウ：お、おお！　そんなことまで！　あまり大きくないほうがよいかのう、ここは。振ってみるぞ……うむ、８上がった！　侵蝕率は39になったぞ！




　侵蝕率とは、体内でレネゲイドウィルスがどのくらい活かつ性せい化かしているかを表す数すう値ちである。上昇するほどオーヴァードとしての力は高まるが、同時にジャームとなり元に戻もどれなくなる危き険けん性せいも上がる。




ＧＭ：暴走し、衝動に襲われるキョウの目の前に、胸を押さえて苦しむ凛々花の姿がある。

キョウ：な、なんと……。これは、襲ってしまいそうな気がする。血走った目で、凛々花を見み据すええてしまうぞ。

凛々花：ま、まさかここでキョウくんに襲われて、わたしもオーヴァードになる……とか？

ＧＭ：はい。ぶっちゃけると、ここで凛々花もオーヴァードになることを想定しています。ですが、パターンもいくつか考えていますよ。もちろんキョウに襲われる、もありです。

キョウ：ぼ、暴走しているとはいえ……凛々花を襲いたくはないぞ！

凛々花：……よし。じゃあ、キョウくんにしがみつきます。襲われてもいい！（笑）

キョウ：お、おお？

凛々花：キョウくん……落ち着いて。お願い、いつものキョウくんに戻って……。

キョウ：うおお……余、余はどうすれば……。

凛々花：……わたしの血を吸って、キョウくん！

キョウ：り、りりか……!?

凛々花：キョウくんの力って、おじさんのが感染しちゃった……んだよね、たぶん。だったら、わたしもキョウくんに嚙まれたら感染して……戦えるかもしれない。



















　動悸が早くなり、心臓が痛む。左手で胸を押さえながら、凛々花は右手の人差し指をそっと差し出した。

　これで感染するのなら、力になれるかもしれない。そうでなくても、苦しんでいる友達が少しでも楽になるのなら──。




キョウ：す、すまぬ凛々花……。差し出された指を嚙んで、その血を啜る。あ、甘い……。

凛々花：痛っ……。

ＧＭ：では──その瞬間、再び異変が起こります。まず、凛々花の胸の痛みが強くなる。

凛々花：あぐっ……！

ＧＭ：そして、なぜかキョウの衝動が和やわらぎ、暴走状じよう態たいが解かい除じよされます。

キョウ：お、おお？　り、凛々花……？　余は一体……？

凛々花：キョウ、くん……。

ＧＭ：逆に、凛々花は自分の中に何か猛もう烈れつな衝動が湧き上がるのを感じる。──衝動判定を行ってください！

凛々花：わたしの衝動は「恐きよう怖ふ」です。うう、怖いよキョウくん……。お兄ちゃん……!!　判定には成功したけど、侵蝕率は45まで上がっちゃった！

ＧＭ：あなた方ふたりは、自分の中に強大な力が宿ったことを理解します。それはこの場を切きり抜ぬける力になりえますが、同時にとても恐ろしい力でもあります。

凛々花：……キョウ、くん。あの人を、助けよう。まだ痛いたむ胸を押さえながら言うよ。

キョウ：う、うむ。

ＧＭ：では、そこで状況が動きます。隻せき腕わんになってしまったコートの男を振ふり切きり、覚醒したあなた方目め掛がけ、巨大な怪物が突とつ撃げきしてくる。

キョウ：……行くぞ、凛々花。余の傍そばから離はなれるでないぞ！

凛々花：う……うん！

ＧＭ：コートの男はあなた方に向かう怪物を追おうとしますが、他の怪物たちに行く手を阻はばまれます。どうやら、その巨大な怪物はあなた方ふたりで相手をする必要があるようです。

キョウ：……往ゆくぞ、凛々花。




「この力で、余はヒーローになってみせる！」

　紋章の輝く右みぎ拳こぶしを握にぎり締しめ、キョウが叫さけぶ。はじめての戦いが、始まろうとしていた。








バッドステータス　エフェクトやアイテムなどによってキャラクターに与えられる不利な状態の総称。

暴走　自身の衝動に飲み込まれ、リアクションやカバーが一切できなくなっている状態を現すバッドステータス。











　　　　ＣＬＩＭＡＸ ＰＨＡＳＥ




◆Climax01◆オーヴァード


Scene Player ─── 鷺乃宮キョウ






　目の前に巨大な怪物が迫せまる。だが、今のキョウと凛々花は無力な高校生ではない。

　己おのれの中に侵蝕してくる〝何か〟を感じながら、ふたりは怪物に対たい峙じした──。




ＧＭ：では次のシーンですが、まず侵蝕率を上げてください。

凛々花：うわぁぁぁ、ついに！（笑）

キョウ：ど、どういうことなのだ？

ＧＭ：覚醒してオーヴァードになったあなた方は、これからどんどんレネゲイドに侵蝕されていきます。なので、今後シーンに登場するごとに侵蝕率が１Ｄ10点上昇します。

キョウ：なるほどのう。では、早速振ってみるか。……うむ、上がったのは６だな！

凛々花：…………え、えへへ。……10上がっちゃった（笑）。

ＧＭ：では、目の前、三メートルほどの位置に巨大な怪物がいます。コートの男はあなた方にそれ以上の怪物が押おし寄よせないように戦っていますが、目の前に来た怪物は、黒い粘液を滴したたらせながら大きな咆ほう哮こうを上げる。

キョウ：こ、これはかなり来るものがあるのう……。

凛々花：（不安げに）怖い……。

ＧＭ：その咆哮が、ふたたびあなた方の体内にある何か──レネゲイドをざわめかせます。では、ここでふたたび衝動判定を行ってください！　なお、今度の難易度は７です。




　ふたたび、キョウと凛々花の体内でレネゲイドが暴あばれ、衝動を搔かき立たてる。

　そして──凛々花はなんとかその衝動を抑おさえ込こむが、キョウは再び暴走してしまう。




キョウ：り、凛々花……血をください（笑）。

凛々花：キョウくん、しっかりして（笑）。

ＧＭ：では、また侵蝕率を２Ｄ10上昇させてください。それが終われば戦せん闘とうに入ります！




◆第一ラウンド

ＧＭ：では、ここからはラウンド進行になります。まずはセットアップです。

[image: ]




『ＤＸ３』の戦闘はラウンドという単位で処理され、ラウンドは更さらに四つのプロセスで分けられる。最初のセットアッププロセスではシーンに登場しているキャラクターを確かく認にんし、ここで「タイミング：セットアッププロセス」のエフェクトを使用することもできる。




ＧＭ：怪物は《フルパワーアタック》を使用。行動が遅おそくなるかわりにグンと攻こう撃げき力りよくを上げる、キュマイラのエフェクトです。大地を踏ふみしめ、雄叫おたけびを上げて力を溜ためる！

キョウ：それは恐ろしいのう……。

ＧＭ：では、次はイニシアチブプロセス。




　イニシアチブプロセスでは、誰だれが次のメインプロセスでアクションを行うかを決める。未行動のキャラクターの中で、もっとも行こう動どう値ちの高いものがイニシアチブキャラクターとなり、アクションを行う。




ＧＭ：怪物の行動値は３ですが、《フルパワーアタック》を宣せん言げんして０になっています。

凛々花：キョウくんもわたしも行動値が７ですけど、同じ場合はどうするんでしたっけ？

ＧＭ：ＰＣとＮＰＣの行動値が同じ場合はＰＣが優ゆう先せんですが、ＰＣ同士で同じ場合は好きなほうが先に行動して構いません。

キョウ：（すすっと順番を譲ゆずる仕草）

凛々花：わかりました、じゃあわたしがキョウくんを支し援えんします！




　イニシアチブキャラクターは、判定を必要としない簡かん単たんな動作であるマイナーアクションと、攻こう撃げきやエフェクトの使用などの能のう動どう的てきなアクションであるメジャーアクションを一回ずつ行う。メジャーアクションを行い、処理を終えると、キャラクターは行動済ずみとなる。




凛々花：マイナーはなし。メジャーは《導みちびきの花》でキョウくんを支援します。地べたに座すわり込こんでいるんですけど、その地面から周囲の状況が何故なぜかわたしに知覚できるんです。

ＧＭ：おお、オルクスっぽい演出だ。

凛々花：この中なら、相手の弱点がわかる……。白い花びらが舞まい、怪物の装甲の脆もろい部分に張はり付つきます。キョウくん、あそこ！　キョウくんの次の行動の達たつ成せい値ちが14上昇します！

キョウ：う、うむ……！　しかしどうすればいいのだ？（笑）

ＧＭ：はい。まずはマイナーアクションが行えます。キョウは《骨ほねの剣けん》と言うエフェクトを使って腕を武器に変えることができるんですが、実はそれだと移い動どうができません。

キョウ：おお、それは困こまる。余は近くの相手しか攻撃できぬからな。

ＧＭ：なので、マイナーアクションでまず戦闘移動を行う必要があるでしょう。

キョウ：ふうむ、少し攻撃力は下がるが止むを得ん。マイナーで移動、怪物に近づくぞ！

ＧＭ：では、これでキョウと怪物はエンゲージした状態になります。次に、メジャーアクションで今度は攻撃を行うことができますね。

キョウ：うむ！　このエフェクトを組み合わせればいいのだな！　では《コンセントレイト：ブラム＝ストーカー》＋《渇かわきの主》＋《爪そう剣けん》！

ＧＭ：では、【肉体】に侵蝕率のボーナスを足した数だけダイスを振ふることができます。その中で８以上が出れば、その出目を10とみなして振り足すことができますね。

キョウ：うむ、９がひとつだけだな。これを振り足して……おや、低い。技ぎ能のうレベルも足して17であったわ。

凛々花：キョウくん、そこにさっきのわたしの支援、14を足して。

キョウ：おお、17が一気に31に！　倍近くになったぞ（笑）。

ＧＭ：こちらは《イベイジョン》で、回かい避ひの達成値は16。命中です。




「……おおおおおおっ！」

　キョウの右手が鋭えい利りな爪つめを宿し、白い花か弁べんが指し示した怪物の腹ふく部ぶを抉えぐる。飛び散る鮮せん血けつと共に、キョウはその掌てのひらから怪物の血けつ液えきを奪うばい取とっていく。




キョウ：ダメージは25点！

ＧＭ：装そう甲こう値ちは５ですが、《渇きの主》で装甲値は無視ですね。結構痛いたい！

キョウ：指先から血を奪い取る。……これは甘かん露ろだのう。だが、侵蝕率も９点上がった。

凛々花：だんだんウィルスに侵蝕されてくるんですよね……。

キョウ：う、うむ。だが振ふれるダイスも増ふえた！　力が高まるぞ！（笑）

ＧＭ：では、こちらの行動です。マイナーは《完全獣じゆう化か》＋《破は壊かいの爪》。キョウの目の前で怪物は一回り身体が大きくなり、角や牙きばもぐいと伸のびる。

凛々花：こ、こわい……。

ＧＭ：メジャーは《コンセントレイト：キュマイラ》＋《獣けものの力》！　巨大な牙でキョウを嚙かみ砕くだこうとする。……達成値は32！

キョウ：はっはっは、余は暴走状態だ！　避さけたりできんぞ！

ＧＭ：グシャア、と鮮血が迸ほとばしる。ダメージは53点です。

キョウ：53点か。うむ、粉々だのう。

凛々花：キョウくん！　思わず目を覆おおってしまう。

ＧＭ：ですが、キョウはまだ侵蝕率が[image: 100]％未満なので《リザレクト》というエフェクトが使えます。使用すると１Ｄ10を振って、出た目だけＨＰが回かい復ふくし、同じだけ侵蝕率が上昇します。致ち命めい傷しようを負ってもレネゲイドが侵蝕して傷きずを治してしまうんですね。

キョウ：なるほどのう。では《リザレクト》を使うとしよう。なるべく低いほうがよさそうだな……１出ろ１出ろ。（ダイスを振る）出た！　１！（笑）

ＧＭ：おお、すばらしい（笑）。

キョウ：ふう、あぶないところであった。牙に嚙み砕かれ、血を流しながら立ち上がるぞ。

凛々花：キョウくん……っ！

ＧＭ：では、全員が行動済みになったのでクリンナッププロセスになりますが、特に処理するものはないのでラウンド終しゆう了りようです。




　初めての戦い、初めての能力、そして初めての攻こう防ぼうを終え──ふたりは確かく信しんしていた。

　この力ならば──勝てる！




◆第二ラウンド

ＧＭ：では次のラウンド。こちらはやはり《フルパワーアタック》。

凛々花：続けていこう、キョウくん！　わたしはまた《導きの華はな》！

キョウ：うむ！　喰くらうがいい、化け物！　今度は移動は不要ゆえ、《骨の剣》を使って攻撃力を上げる。手の甲から肘辺りにかけて、骨でできた翼つばさのような刃が生えるのだ！




　鋭利な刃と化した右腕を振ふるい、キョウが怪物にさらなる一いち撃げきを加える。倒たおすまでには至いたらぬものの、変化した腕は大ダメージを叩たたき出だす。だが続く怪物の反撃を暴走したままのキョウに避さける術すべはなく、再び《リザレクト》を使用して立ち上がる。

　そして続く第三ラウンド、力が足りないと見た凛々花は、ジェネシフトを宣言する。

　ジェネシフトとは、体内のレネゲイドを自分の意志で活性化させて侵蝕率を引き上げることだ。オーヴァードにとって侵蝕率の上昇はジャーム化の危き険けんを伴ともなうが、戦せん闘とう力りよくを上昇させるもっとも簡単な手段でもある。




凛々花：侵蝕率は82まで上がりました。湧き上がってくる衝動──恐怖に抗あらがいながら、メジャーアクションは《導きの花》！　キョウくん、お願い。わたしにはこれしか……！

キョウ：うむ！　では余もジェネシフトを行うぞ！　……30上昇して、侵蝕率は[image: 106]！　先さき程ほどまでの組み合わせに《ブラッドバーン》も追加だ！　……おお、出目は46だ！

凛々花：そこに《妖よう精せいの手》を使います！　最後の出目を10にしてください！

キョウ：おお！　では最終的な達成値は71だ！　ダメージは66点、装甲値無視！

ＧＭ：こちらの最大ＨＰは[image: 100]……！　それは耐たえられない！




　右腕に現れた翼が、キョウの血を吸すって真しん紅くに染そまりながら巨きよ大だい化かする。それはまるでジェット噴ふん射しやのように血を噴ふん出しゆつしながら加速──。

「うおおおおおおおッ!!」

　雄叫おたけびとともに、放たれる一いつ閃せん。羽根の一いち枚まい一枚が鋭利な骨の刃でできたキョウの翼は、すれ違ちがいざまに怪物の巨体を両断していた。




凛々花：やっつけた……の？

キョウ：そのようだ、な……。

ＧＭ：では、ここで戦闘は終了です！








《フルパワーアタック》　全身の力を集約し、一撃で大ダメージを与えるキュマイラのエフェクト。

キュマイラ　常人離れした筋力を持ち、獣の姿に変化して戦うシンドローム。

《コンセントレイト：●●》　集中力を発揮してクリティカル値を下げるエフェクト。●●にはシンドロームの名前が入り、シンドロームごとに別のエフェクトとなる。

《渇きの主》　敵から水分を奪い、ダメージを与えながら自身を回復させるブラム＝ストーカーのエフェクト。

《爪剣》　硬質化させた爪により攻撃するエグザイルのエフェクト。

《イベイジョン》　常に安定した回避性能を発揮することを表すエフェクト。エネミーのみが取得できる。

《完全獣化》　自らの身体を完全な戦闘形態へと変化させるキュマイラのエフェクト。

《破壊の爪》　腕を鋭い鉤爪へと変化させるキュマイラのエフェクト。

《獣の力》　人間には不可能な巨大な力で攻撃するキュマイラのエフェクト。

《導きの華》　領域を調整し、他者の行動の手助けをするオルクスのエフェクト。

《骨の剣》　骨の形状を変化させて武器にするエグザイルのエフェクト。

《ブラッドバーン》　全身の血液をエネルギーに変えて攻撃するブラム＝ストーカーのエフェクト。

《妖精の手》　対象の行動を助けるように領域を調整するオルクスのエフェクト。











　　　　ＥＮＤＩＮＧ ＰＨＡＳＥ




ＧＭ：それでは、最後のシーンの前にバックトラックを行います。上昇した侵蝕率を引き下げて、日常に帰ってこられるかを決める作業です。基本的には残ったロイスの数だけダイスを振り、合計を現在の侵蝕率から引きます。

キョウ：ということは、余は今ロイスが６つあるから、ダイスを６個振れるわけだな。侵蝕率が今[image: 119]％だから……うむ、27下がって92％だぞ。

ＧＭ：では、帰き還かんですね。次に凛々花ちゃんどうぞ。

凛々花：わたしは88％で、ダイスは４つ。……あれ、低い。17下がって71％です。

ＧＭ：では、ふたりとも理性を失うことなく、日常へと帰還できますが──その前に、最後のシーンを演出しましょう！

キョウ＆凛々花：はーい！







◆Ending01◆脱だつ出しゆつ


Scene Player ─── 鷺乃宮香






　キョウと凛々花にとって、初めての戦いが終わった。

　だが──それは、ふたりの運命の急変をも意味していた。




ＧＭ：戦いを終え、レネゲイドの侵蝕も落ち着いた頃ころ、向こうで戦っていたコートの男も周囲の怪物をすべて倒し、あなた方のもとに歩いてきます。「……助けられた。感謝する」

凛々花：あ……。いえ。最初に助けられたのは、わたしたちですし。

キョウ：余は……まだ暴走がおさまらんので、血をくれ……と言いながら、歩いてくるコートの男に斬きりかかる。……やってもいいです？（笑）

ＧＭ：おお、それはむしろカッコイイ。では、男は爪の生えた腕でその攻撃を受け止めます。キョウの翼が男の腕に食くい込こみ、血が滴り落ちる。

凛々花：キョウくん!!

ＧＭ：「戦いは終わった。落ち着け、少年」

凛々花：キョウくん、もう終わったんだよ！　その人は敵じゃないんだよ！

キョウ：り、りか……？　余は、一体……。

凛々花：キョウくん、正気に戻った……？

キョウ：う、うむ。だが身体がメチャクチャ痛い。それに血だらけなのだな……。周囲にも血だの黒いシミだのが散さん乱らんしておるし……。

凛々花：怖い……よね。

キョウ：こう……まるで現実感がないので、暴走が解とけたとたんに混乱してしまいそうだ。どうして余は血だらけなのだ？　たくさん怪我もしておるし……痛いし……怖いぞ。

凛々花：キョウくんのそばに行って、きゅっと抱だきつく。……何も言えないけど。

ＧＭ：そんなあなた方を見て、コートの男はすまなさそうな顔をしながら、先程斬り飛ばされた左腕を拾い上げ、無理矢理くっつける。

キョウ：くっつくのか！

凛々花：うう、痛そう……。

ＧＭ：「……理性をなくしてはいないようだな。それなら、ひとまずは安心だろう」

凛々花：ひとまず……？

キョウ：（震ふるえる声で）……余と凛々花は、いったいどうなってしまったのだ？　化け物に──なってしまったのか？

ＧＭ：「まだ完全な化け物、というわけではない。だが、この力──オーヴァードの力の呪じゆ縛ばくに囚とらわれてしまった以上、どうなるかの保ほ障しようはできん」

キョウ：どうすれば治る？　……金ならあるぞ!!

凛々花：キョウくん……。




　悲ひ痛つうな叫びだった。

　金ならある──いつもと同じ言葉でありながら、そこに篭もった気持ちはまったく違う。




ＧＭ：「……今はここから出ることが先決だ。ついてくるがいい」

キョウ：（力なく）ああ……。

凛々花：……おじさん。今いま更さらだけど、名前を聞いていい？

ＧＭ：「東雲しののめと呼よべ。他の名は捨すてた」そう言うと、彼はあなた方についてくるよう言って歩き始めます。

凛々花：しののめ……さん。

キョウ：余は立てない。座り込んで、金ならあるのだ……と繰くり返かえしておる。

凛々花：キョウくん……。

キョウ：金なら……。

凛々花：……キョウくんの前に座り込んで、手を握にぎる。

キョウ：り、りか……。

凛々花：（涙声で）……帰ろう、キョウくん。送っていってくれるんでしょ？

キョウ：……う、む。涙をぐしぐしと拭ふいて、手を握にぎったままゆっくり立ち上がろう。




　オーヴァードとは何か。この場所は、あの怪物たちはなんなのか。

　そして、東雲と名乗った男は何者なのか。

　様々な疑ぎ問もんが渦うず巻まく中、ひとつだけ確かく実じつなことがあった。

　──鷺乃宮香と藤堂凛々花は、この瞬間から非日常の世界に足を踏み入れたのだ。
















　　　　ＰＲＥＰＬＡＹ




　鷺乃宮香さぎのみや・きようと藤堂凛々花とうどう・りりか。運命の導みちびきから、彼かれらは非ひ日にち常じようの世界へと足を踏ふみ入いれた。

　だが、それは物語のプロローグに過すぎない。本当の始まりはここからなのだ。




　前回の収しゆう録ろく後、筆者はキョウと凛々花というＰＣたち、そして前回のセッションの結果を踏ふまえ、当初考えていたシナリオ案にキョウや凛々花の設せつ定ていを織おり込こみながら第一話となるシナリオの作成に勤いそしんだ。

　──そして、瞬またたく間まに数日が過すぎ、セッション当日。Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社の会議室には、筆者を含ふくめた五人の男女が集まっていた。

　そう、今回から岡おか本もと・渋しぶ沢さわの両名に加え、ふたりのプレイヤーが参加するのである。

　まずは新たなプレイヤーとなるふたりを紹しよう介かいしよう。





▼矢野俊策やの・しゆんさく（以下、矢野）



『ＤＸ３』のデザインや小説を手がけるゲームデザイナーにして作家。風ふう貌ぼうと立たち居い振ふる舞まいを評ひようし、〝王子〟と呼よばれることがあるが、その穏おだやかなマスクの下には勝つか負けるかわからない限げん界かいギリギリのゲームを好む修しゆ羅らの顔が隠かくされている。

　なお、二〇一一年一一月には本書と対ついになるリプレイ『ナイツ』を刊かん行こう予定。ぜひとも併あわせてご覧らんになっていただきたい。





▼中村やにお（以下、やにお）



　トーキョーＮ◎ＶＡやエンゼルギアなど数々のゲームの記事を手がけ、二〇一一年一二月には巨きよ大だい学園「オーヴァードアカデミア」を舞ぶ台たいにしたリプレイの刊行を控ひかえるライター。その不思議な筆名は、愛あい煙えん家かであり、煙草たばこ（＝ヤニ）を好むことに由来する。

　突とつ飛ぴな発言やエロネタを好むが、場の空気を読むことに長たけているので不思議と顰ひん蹙しゆくを買わないという人じん徳とくの持ち主。ゲームにおいてもその特とく性せいは遺い憾かんなく発はつ揮きされる。




　両者とも筆者にとっては偉い大だいな先せん輩ぱいライターであり、頼たよれる先輩ゲーマーである。彼らを加えた五人でのセッションに、筆者は心躍おどらせていた。




ＧＭ：というわけで、今回から矢野さんとやにおさんのおふたりに参加していただきます！

矢野＆やにお：よろしくお願いしまーす！

岡本：よろしくお願いします！

渋沢：今回からプレイヤー四人なんですね！　楽しみです！

ＧＭ：なお、今回のセッションに備そなえ、矢野さんとやにおさんにはあらかじめ前回のセッション内ない容ようや、キョウと凛々花がどんなキャラクターかというのを説明してあります。

岡本：お、なるほど。なんか照れますね（笑）。

渋沢：キョウくんはすごいインパクトでした……。

矢野：うん、俺おれもやにおも聞いて爆ばく笑しようした。凄すごくいいキャラです（笑）。

やにお：おもしろいよねー。

岡本：ありがとうございます！

やにお：俺もインパクトでなら負けないようにしたいと思ってる。

矢野：やにお……インパクトだけ考えて、他が全部適てき当とうとかはナシだぞ？

やにお：大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。出オチには自信がある。

渋沢：それ何ひとつ大丈夫じゃないですよ！（笑）

岡本：いやあ、みなさん愉ゆ快かいな人ですね。

ＧＭ：大丈夫です、岡本さんも大分愉快です。

岡本：えっ。

ＧＭ：というわけで、そろそろセッションを始めましょう。まずはトレーラーから！




●トレーラー

　王の指した一手。それは少年の立つ盤ばん上じように、試練という名の激げき変へんをもたらす。

　時を同じくして、少女の身にも忌いまわしい災さい厄やくが降ふりかかろうとしていた。

　変へん容ようしていく生活。脅おびやかされる日にち常じよう。

　すべては少年が手に入れた力を欲ほつさんがため。

　──そして、運命は更さらにふたりの少年たちを巻まき込こむ。

　これこそが真のはじまり。

　神を殺す力を手に入れた少年の、戦いのはじまりだ。

『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・デイズ』Episode.1

「Invasion　─侵しん略りやく─」

　ダブルクロス──それは裏うら切ぎりを意味する言葉。




岡本：脅かされてしまうのか！

渋沢：少年はキョウくんで、少女って凛々花……ですよね？（笑）

矢野：他に考えられないなあ。

渋沢：ううう、不安が煽あおられていく。

岡本：しかし、色々と気になるキーワードが散ってますね。

やにお：王に災厄に神殺しか。加か納のうくん、ちょっと盛もり過ぎじゃね？（笑）

ＧＭ：パフェと同じで具はたっぷり盛ったほうがいいんですよ！

渋沢：どんな理り屈くつやねん！

ＧＭ：それでは、次にハンドアウトを順番に読み上げていきますねー。




ＰＣ①：鷺乃宮キョウ用ハンドアウト


ロイス：〝御ご前ぜん〟鷺乃宮玉皇　　　推すい奨しよう感かん情じよう　Ｐ：感服／Ｎ：脅きよう威い



　キミは世界有数の資し産さん家かである鷺乃宮家の若わか君ぎみだ。何不自由なく高校生活をエンジョイしているキミに、ある日突とつ然ぜん試練が訪おとずれた。

　──お金が無くなったのだ！




岡本：か、金が─────ッ!!（一同爆笑）

渋沢：し、試練ってこれなの!?　ねえこれなの!?（笑）

やにお：確たしかにこれ以上ない試練だよ！　これ以上ないけども!!（笑）

矢野：いいのか加納くん！　これ、第一話だぞ!?　いきなり金なくなるの!?

やにお：まさか最初っからなくなるとは思わないよなー……。

岡本：お、おお……一体何があったんだろう……。

ＧＭ：ふふふ、では続きを読み上げます。




　メイド長は送そう迎げいを拒きよ否ひし、口こう座ざは凍とう結けつされ、キミは突然文もん無なしになる。これはすべてキミの祖そ父ふであり、鷺乃宮の長である〝御前〟の差し金らしい。一体何事なのだろうか？




岡本：御前！　すべて御前の差し金か！　……って、早速設定がシナリオに拾われてる。

やにお：しかもなんかすごい名前がついてるな……『玉皇』って……（笑）。

矢野：鷺乃宮家の当主につく名前なのかもしれん。「玉」だし。

岡本：本当だ……！　やっぱり将しよう棋ぎの駒こまでランクが決まるんだ！（笑）

ＧＭ：は、そこも拾わせていただきました。

渋沢：でも、本当に何があったんだろう（笑）。

岡本：あんなに順じゆん風ぷう満まん帆ぱんだったのに。あ、キョウと御前は会ったことはあるんでしょうか？

ＧＭ：幼おさない頃ころに会ったことがあるかどうか、ですね。会ったとしても御み簾す越ごしであるとか、そんな感じ。中々お目どおりのかなう人物ではないのです。

岡本：そ、そうなのか。すごいなぁ、御前。で、でも、金ならあるぞ……って、言えなくなった！　どうしよう！（笑）

矢野：まさに急転直下だなあ（笑）。




ＰＣ②：藤堂凛々花用ハンドアウト


ロイス：東雲しののめ　　　推奨感情　Ｐ：信しん頼らい／Ｎ：不安



　キミはとある事じ件けんに偶ぐう然ぜん巻まき込こまれたことから、不思議な力を手に入れた。使い方を誤あやまれば自分自身が化ばけ物ものとなり、二度と戻もどれない恐おそろしい力だ。

　東雲と名乗った男は、この力を周りから隠かくせと言った。確かに、こんな力のことをもしも兄が知ったら、どう思うかわからない。兄や周りの人から力を隠し通す方法や、力の使い方をきちんと東雲に聞かなければならないとキミは決心した。




渋沢：東雲……前回出てきたコートの人ですね。

ＧＭ：そうです。キョウと凛々花を助けたり、逆ぎやくに助けられたりした人ですね。

岡本：お互たがいに命の恩おん人じん！

渋沢：なるほどー。そしてわたしのハンドアウトも「お兄ちゃんがいる」って設定が拾われてる。……一いち応おう聞くんですけど、お兄ちゃんは一いつ般ぱん人じんですよね？

ＧＭ：もちろんです。

渋沢：そっかー。じゃあ、こんな力のことは言えませんよね。

やにお：授じゆ業ぎよう中に力が疼うずいたりしないようにしなきゃね。「右手が……！」とか。

渋沢：やりません（笑）。

ＧＭ：それでは、次にＰＣ③のハンドアウトを読み上げますね。これは矢野さんにやっていただこうと思っております。

矢野：（頷うなずいて）うむ。




ＰＣ③用ハンドアウト


ロイス：藤堂凛々花　　　推奨感情　Ｐ：庇ひ護ご／Ｎ：不安



　キミには凛々花という大切な妹がいる。しかし、昨夜遅おそくに帰き宅たくしてから彼かの女じよの様子がどこかおかしい。何か隠し事でもあるのだろうか？

　どうも昨日の帰り道、彼女は同級生の鷺乃宮香と一いつ緒しよだったらしい。それに、校内でのことなら生徒会長のＰＣ④が詳くわしいだろう。キミはひとまず彼らに話を聞いてみることにした。




渋沢：お兄ちゃん────ッ!?（爆笑）

ＧＭ：ふっふっふ。実は前回の凛々花の設定を聞いた後、これはＰＣに兄を入れるべきだと思ったのですよ。で、矢野さんには事前にハンドアウトをお見せして相談済ずみです。

矢野：実はそうだったのだ。お兄ちゃん頑がん張ばるぞう（笑）。

渋沢：ま、まさかお兄ちゃんがＰＣにいるだなんて……（笑）。

ＧＭ：くっくっくっく。

やにお：……しかし、それはそれとして平和なハンドアウトだね（笑）。

矢野：うん。妹が不良になってしまった……。悪い虫がつかないようにしないと。

岡本：任まかせてください。妹さんは責せき任にん持ってキョウが送おくり届とどけます（笑）。

矢野：兄として、それが一番心配なのだ（笑）。

渋沢：でも、矢野さんのＰＣと兄妹って面白そうです。

ＧＭ：うん、渋沢さんがいい反はん応のうをしてくれたところで、最後にＰＣ④のハンドアウトです。こちらも既すでにやにおさんには相談済みです。




ＰＣ④用ハンドアウト


ロイス：鷺乃宮家　　　推奨感情　Ｐ：好こう奇き心しん／Ｎ：恐きよう怖ふ



　キミは禊みそぎ原はら高校に通う高校生だ。学校では生徒会長を務つとめており、女の子にもモテる。

　そんなキミの目下の興きよう味みは、古くからこの街を支し配はいするという世界有数の財ざい閥ばつ、鷺乃宮家にある。深入りは禁きん忌きとされる鷺乃宮だが、キミにとっては好奇心が勝っていた。

　そんな時、キミは同じ学校に通う鷺乃宮の若君が神かみ隠かくしにあったという話を聞く。これは一度話を聞いてみるのも面白いかもしれない。




やにお：禁忌を調べ、女の子にモテる生徒会長か。素す晴ばらしい。じゃあ、存ぞん分ぶんにモテるよ。

渋沢：モテることが重要なんですか。

やにお：うん、とっても重要。……しかしすごいね、鷺乃宮家！　禁忌って！（笑）

岡本：どんどん強大な家になってる気がします（笑）。

やにお：まあこのハンドアウトなら考えていたキャラでいけそうだ（と、ほくそ笑えむ）。

矢野：なんかやにおが悪いことたくらんでる顔になってるな。

やにお：誤ご解かいだよ矢野くん。俺はいつでも卓たくのみんなのことを考えたキャラクターを作って演えんじているじゃないか。今回もかなり考えてきたんですよ。

ＧＭ：やにおさんの実力は信しん頼らいしているんですが。

岡本：「が」？（笑）

やにお：なんで逆ぎやく接せつで止めるのさ。

ＧＭ：いえ、信頼しています。お任せします。

やにお：うむ、それでよい。で、キョウくんと凛々花ちゃんが前回変な空間に迷まよい込こんで、結けつ構こう時間が経たっちゃったんだね？

ＧＭ：そうですね。くわしくはプレイ中に説明しますが。

渋沢：そりゃ、お兄ちゃんも心配するよね。

岡本：鷺乃宮の家の者など、何をするかわからないぞ（笑）。

やにお：オーケーオーケー、任まかせてください。この生徒会長に！

ＧＭ：では、これを踏まえて矢野さんとやにおさんにはキャラクターの作成を、岡本さんと渋沢さんはキャラクターの成長を行いましょう！

一同：はーい！




　第〇話のセッションで、岡本さんと渋沢さんはそれぞれ15点の経けい験けん点てんを獲かく得とくしている。この経験点を消費することで、キャラクターは取得しているエフェクトのレベルアップ、新しいエフェクトの取得、技ぎ能のうや能のう力りよく値ちの上じよう昇しようなどを行うことができる。

　また、新しくキャラクターを作成することになる矢野さんとやにおさんには、今回に限かぎり自分の持っている経験点を15点まで使用することを許きよ可かしている。




　そして、いくらかの時間が過ぎ──各自それぞれの作業を終しゆう了りようさせた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




▼鷺乃宮キョウ　───岡本信のぶ彦ひこ

ＧＭ：では、まずはキョウの成長報ほう告こくをお願いします！

岡本（以下、キョウ）：うむ、まずは余よだな。前回、移い動どうすると武ぶ器きが作れなくて苦しんだので、《異形の転進》というエフェクトを取ったぞ。

矢野：イニシアチブプロセスで移動できるエフェクトですね。なるほど、それは便利だ。

キョウ：うむ。だが、前回のことは夢ゆめだと思っている。

渋沢：……それだけショックが大きいってことなんだろうなあ。

キョウ：現げん実じつの認にん識しきに時間がかかるのだ（笑）。そして、金もなくなるらしい。……あれ、ひょっとして大変？　余、何も残らない？

渋沢：そんな悲しいこと言わないでー！（笑）

ＧＭ：なお、どういう状じよう況きようでお金がなくなるかは最初に演えん出しゆつしようと思っております。

キョウ：おお、では存分に打ちひしがれるとしよう（笑）。

やにお：気のせいだろうか、岡本さんはひどい目にあうのが嬉うれしそうだ。

キョウ：うむ、とても楽しい。これぞプレイヤーの求めていた逆ぎやつ境きよう！（笑）

渋沢：折って欲ほしい、って言ってましたもんね……。顔がイキイキしてる……（笑）。

矢野：なんてＴＲＰＧ向きの人なんだろう……。




▼藤堂凛々花　───渋沢佳か奈な

ＧＭ：では、次に渋沢さんお願いします。

渋沢（以下、凛々花）：はーい。まず成長ですが、《要かなめの陣じん形けい》を２レベルに、《妖よう精せいの手》を３レベルにしました。相変わらず自分ひとりでは何もできません（笑）。

ＧＭ：着実に支し援えん能のう力りよくが上がっていますね（笑）。

凛々花：ウジウジ悩なやむのは性しように合わないし、手に入れちゃったものは仕方ないので、この力をどうにかしなきゃな、と考えてます。

矢野：前向きな妹だなあ。

キョウ：さすがは余の嫁よめだ。

凛々花：だから違ちがうって！（笑）

矢野：なにか悩なやみがあるならお兄ちゃんに相談するんだよ。

凛々花：わーい（笑）。でも、この力のことは家族、特にお兄ちゃんには絶ぜつ対たい内ない緒しよ。

ＧＭ：了りよう解かいしました。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、次に矢野さんとやにおさんに新たなキャラクターの自じ己こ紹しよう介かいをしてもらおうと思いますが……。

キョウ：が？

ＧＭ：ふたりとも、まだオーヴァードではないので、能力などは自覚していません。というわけで、シンドロームやエフェクトについてはまだ説明は結構です。

凛々花：そ、そうだった……。お兄ちゃんも生徒会長も一般人なのね。

矢野：実はそうなのだ。

ＧＭ：今回の話では、全員が何も知らない状じよう態たいから始まります。

やにお：『ＤＸ３』のシナリオとしては珍めずらしいけど、お話としては王道だよね。

キョウ：では、オーヴァードとしては余と凛々花が先輩ということだな？（笑）

ＧＭ：そういうことになります（笑）。では、まずは矢野さんから。

矢野：うむ。




▼藤堂斗と月げつ　───矢野俊策

　……俺には、母がいない。父は仕事が忙しく、殆ど家に帰ってこない。家に帰って待っているのは──妹だけだ。ひとつ下の妹は身体が弱く、満足に学校に通えるようになったのも、ほんの最近のことだ。妹は、凛々花は俺が護らねばならない。その為に武術を習い、身体を鍛えた。妹を護ることが、この俺、藤堂斗月の、すべてだ。




矢野（以下、斗月）：名前は藤堂斗月。凛々花のひとつ上の兄だ。父は留守がちで母も居ないので、自分が凛々花の保護者であるという責任感を持っている。

凛々花：お母さんが亡くなってて、お父さんは留守がち、ってわたしが言った設定だった。

斗月：うん、それを拾わせてもらった。妹は俺がきちんと育てるんだ、と思っている。ちなみに自宅には道場があり、そこで古武術の師範代をしている。

凛々花：古武術！

斗月：うん。ずっと道場をやっていた祖父が少し前に亡くなり、母は居らず、父は武術をしてないので、結果として俺が継ぐことになった。

ＧＭ：なるほど。お父さんの設定は何か考えがありますか？

斗月：政せい治じ家かとか警けい察さつのお偉えらいさんとか、そういう権けん力りよくを持った人間だろう。

凛々花：あ、わたしもそんなイメージでした。家や家族の設定も問題ないです！

斗月：それはよかった。ちなみに身長一九〇センチ、体重九〇キロのがっしりした体たい格かく。

キョウ：でかいのう！

凛々花：さすが格かく闘とう家か！

やにお：こりゃ中々妹に手は出せないね。キョウくんくらいだ（笑）。

キョウ：うむ、一いつ刻こくも早く認みとめてもらわねばな！（笑）

斗月：口下手で感情表ひよう現げんは苦にが手てだが、義ぎ理り人にん情じように厚あつく、また妹のことは溺でき愛あいしている。

凛々花：すっごい甘あまえちゃおう。

キョウ：凛々花は余にも甘えてよいのだぞ？

斗月：……ム。（キョウをねめつけ）凛々花は、俺が守る。兄あに貴きだからな。

キョウ：怖こわいぞ！（笑）

ＧＭ：では最後にやにおさん、お願いします。

やにお：ほーい。




▼雲雀ひばり風かざ見み　───中村やにお

　今日も聞こえる「かわいい」コール。だって仕方ない、会長はかわいいんだもの。笑顔を向けてあげればみんな喜ぶし、たいていのことは丸く収まる。かわいいって、強い。

　みんな会長みたいに楽しく生きればいいねって思うけど、世の中なかなかそうはいかないみたい。会長のかわいさは人生の難易度を下げてるね。

　楽しく生きる。それが会長のモットー。さてさて、今日は何か愉快なことが起こるかな。




やにお（以下、風見）：名前は雲雀風見、高校二年生で生徒会長をつとめています。男だん性せいですが、外見は凄すごい美少女です。

ＧＭ：は？

凛々花：え？

斗月：……ム。

キョウ：それはいわゆる……男の娘こ、という奴やつであろうか？（笑）

風見：ううん、違うよ。単に自分が余あまりにも可か愛わいかっただけ（一同爆笑）。

ＧＭ：またけったいなキャラが出てきたなあ（笑）。

風見：女子の制せい服ふくを着てるのは、単に一番似に合あうから。会長、あまりにもかわいいからね。誰だれからも文もん句くは出ないし、支し持じ率りつは一〇〇％なんだよ（断だん言げん）。

キョウ：……一いち人にん称しようが「会長」なのか？

風見：そうだよ。だって会長は生徒会長だもん。

凛々花：ていうか、可愛ければ許ゆるされるんだ、女子の制服……。

斗月：……大だい丈じよう夫ぶなのか、この学校。

キョウ：このくらい変わっておらぬときっと支し持じは得られんのだろう。

凛々花：キョウくんが言うと説得力があるなあ……（笑）。

風見：というわけで、カヴァーは「生徒会長」。メンタルは完全に男で、特に女言葉だったりもしない。単にかわいいから女の子の格かつ好こうをしてるだけ。

ＧＭ：わ、わかりました。キーワードは「かわいい」なんですね。

風見：だって会長こんなにかわいいんだし、かわいい格好したほうが世の中のためだよ？

凛々花：すごいキャラだ……（笑）。

風見：あ、ちなみに男女問わず人気あるよ。かわいいから。これで「女の子にモテる」というハンドアウトも噓うそじゃない！（笑）

斗月：……ム。筋すじは通っている。

凛々花：それでいいの……？（笑）

ＧＭ：わ、わかりました、問題ないでしょう。

風見：はっはっはっ。で、会長の行動理念はぜんぶ「興味」です。興味と好奇心だけで動く。あんまり他人に興味はなくて、徹底的な個人主義者です。快楽主義者と言ってもいい。

凛々花：……楽しければそれでいい、ってこと？（笑）

風見：はっはっはっ、会長にはそれがすべてだよ。あ、それと初期ロイスで「友人」として斗月くんを取っていい？

ＧＭ：は、それは問題ないですよ。

斗月：……ム。そうだな。そのほうが、こちらも話しやすい。

風見：んじゃ、そういうことで。感情はポジティブが〝友ゆう情じよう〟、ネガティブは怒おこると怖こわそうなので〝脅きよう威い〟。ポジティブが表だよ。

ＧＭ：了解です。同じクラスとかでもいいかもしれませんね。

風見：そうだね。比ひ較かく的てき仲が良くて、斗月くんが何か言いたそうにしているの通つう訳やくしてあげたりする。何か言いたそうにしてるよー？　って。

斗月：…………ム。助かる。

凛々花：仲いいなあ（笑）。

ＧＭ：わかりました。それにしても、鷺乃宮に、凛々花、それに斗月と、風見。花か鳥ちよう風ふう月げつが揃そろったことになりますね。

凛々花：あ、ホントだ！

キョウ：おお、これは偶ぐう然ぜん……なのか？

斗月：実はそこだけやにおと相談したんだ。鳥と花がいるんだから、月と風にしようって。

風見：そういうこと。

キョウ＆凛々花：ほー。

ＧＭ：なるほど、わかりました。これは中々個こ性せい的てきな面めん子つが揃そろいましたね！




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、次にＰＣ間ロイスを決めましょう。キョウ[image: ]凛々花[image: ]斗月[image: ]風見[image: ]キョウ、という順番でロイスを取得してください。




　ＰＣ間ロイスを取得することで、セッション開始前にＰＣたちの人間関係がある程てい度ど決まることとなる。これにより、ＰＣ同士のコミュニケーションを容よう易いにし、セッションの進行を円えん滑かつにすることができるのだ。




キョウ：では、余よは凛々花のロイスということだな。これはもう、前回取った〝幸福感〟と〝恥ち辱じよく〟がそのまま残っておる。表にしているのは〝幸福感〟だぞ。

ＧＭ：了解です。キョウから凛々花への感情はまだ変わりそうにありませんしね。

キョウ：うむ。求きゆう婚こんを受け入れてくれれば変わるであろう。

凛々花：イヤだって言ってるでしょ！（笑）

ＧＭ：では、そんな凛々花は斗月お兄ちゃんにロイスを取ってください。

凛々花：はーい。ポジティブが〝幸福感〟。一いつ緒しよにいると安心します。お兄ちゃん大好き。

キョウ：むう……ひょっとしたらこの兄上が一番のライバルなのやもしれん（笑）。

凛々花：案外そうかも（笑）。で、ネガティブは〝厭いや気け〟。たぶん、口うるさいよね？

斗月：すごく。病弱だったこともあるし、いちいち心配して構かまう。けど寡か黙もくなので、何か言いたげな目でじっと見てるだけ。

風見：はっはっはっ、こりゃ鬱うつ陶とうしい（笑）。

斗月：夏だからって肩かたを出した服とか着てると、「それで行くのか」とだけ聞いて、あとはじーっと何か言いたげに見ている。

凛々花：ちゃんとアウター着るから、そんな目で見ないでお兄ちゃん（笑）。……うん、やっぱりネガティブは〝厭気〟だね（笑）。でも表に出てるのは〝幸福感〟のほうね。

風見：ちょっと鬱陶しいけど、基き本ほんはお兄ちゃん大好きなんだね。

凛々花：もちろんっ！

斗月：…………ム（満足げ）。

キョウ：やはり、最大の強きよう敵てきという気がしてきたぞ（笑）。

ＧＭ：では、その斗月から風見への感情ですね。

斗月：……ム。会長には、ポジティブは〝感服〟、ネガティブは〝隔かく意い〟。すごい奴だと思っているが、その趣しゆ味みは理り解かいできん。表は、ポジティブのほうだ。

風見：会長、ガールズトークとかしてるからね。秋の新作コスメ試したけど、結構いいんだー、とかクラスの女子と話してる。

キョウ：完全に女子の会話に聞こえるぞ（笑）。

凛々花：不思議な人だなあ。

ＧＭ：は、了解です。では最後に、風見からキョウくんへ。

風見：表に出てるのはポジティブの〝好奇心〟かな。なんたって鷺乃宮の若君だしね。

キョウ：はっはっはっ、褒ほめられてしまったぞ。やはり金か！（爆笑）

凛々花：でも、なくなっちゃうんだよね……。

キョウ：おお、そうだ……なくなるんだ……。

風見：じゃあ興味を失った（一同爆笑）。

キョウ：うおおおお、一いつ瞬しゆんで!?　やはりこの世界は金かー!!（笑）

風見：うそうそ、人間として興味を持ってるよ。で、ネガティブは〝不安〟にしとこう。

凛々花：見てて不安、ってのはなんとなくわかる気がするわ。

風見：さすがにずっと近くで見てると違うねー。

キョウ：嫁だからな！

斗月：…………むう。

凛々花：ち、ちがーう!!

ＧＭ：それ以上はメインプレイでやってください（笑）。それと、今回からは〝Ｓロイス〟のルールを使用したいと思います。

キョウ：Ｓロイス？




　Ｓロイス（スペリオルロイス）とは、そのキャラクターにとって「最も大切なロイス」を表すルールだ。プレイヤーはいつでも、所持しているロイスの中からひとつだけを選び、Ｓロイスに指定して構かまわない。Ｓロイスを複ふく数すう持つことはできないが、最も大切な日常の象しよう徴ちようであるをタイタスにせずに守り抜ぬいた場合、より多くの経験点を得ることができる。また、もしタイタスにして昇しよう華かした場合、より強力な効こう果かを得ることができるのだ。




キョウ：なるほど。余はもう決まったようなものだな！（笑）

ＧＭ：わはは（笑）。Ｓロイスはいつでも決められますが、セッション中は変へん更こうできないので、慎しん重ちように決めてくださいね。それでは、そろそろセッションを始めましょう！

一同：はーい！




　こうして、禊原高校に通う四人の高校生が集まった。

　一体彼らを待ち受けるのはどのような運命なのだろうか──？




















《異形の転進》　肉体を変化させ、隙を突いて移動するエグザイルのエフェクト。

《要の陣形》　領域を利用し、複数の対象にエフェクトの効果を及ぼすオルクスのエフェクト。











　　　　ＯＰＥＮＩＮＧ ＰＨＡＳＥ




◆Opening01◆帰き還かん


Scene Player ─── 藤堂凛々花






　まるで悪あく夢むのような出来事だった。

　見知らぬ場所、異い様ような怪かい物ぶつ、謎なぞの男。そして──怪物との命いのち懸がけの戦い。

　だが、それが夢ゆめなどではないことは、自分たちの現げん状じようが何よりも雄ゆう弁べんに語っていた。




ＧＭ：それでは、オープニング最初です。シーンプレイヤーは凛々花、キョウは自動登場。第〇話の直後、ヨミと呼ばれる謎なぞの場所から脱だつ出しゆつしてすぐということになります。

凛々花：キョウくん……戻もどってこれたよ、わたしたち。まだ胸むねが痛いたむので、押おさえてます。

キョウ：お、おお……。しかし、凛々花は大丈夫なのか？　ずいぶん苦しそうだぞ。

凛々花：うん……。少し疲つかれただけだから。それより、ここはどこなのかな。

ＧＭ：出てきたのは学校からそう離はなれていない路ろ地じです。あたりはすっかり真まっ暗くらですね。「……怪け我がは大丈夫か」と、コートの男──東雲が声をかけます。

凛々花：な、なんとか……。で、でも真っ暗って……今何時なんだろう。時計を見ます。

ＧＭ：あなた方がヨミにいたのは二時間ほどだったという感覚なのですが、時計を見るとすでに六時間過ぎています。もう日付が変わりそうです。

キョウ：……朝帰りになってしまう！（笑）

凛々花：ほんとだ、怒おこられちゃう……って、それどころじゃないよ！

ＧＭ：「その様子なら、ひとまずは安心のようだ。だが──」と、東雲はキョウを見る。「……少年、君に聞きたいことがある」

キョウ：「余に……？　なんだ？」

ＧＭ：「さっきの力のことだ。……触れただけで私と同じ力を得るなど、本来は有り得ん。何か心当たりはないのか」




　怪物と戦うキョウの右手には、東雲の背に輝いていたものと同じ日輪の紋章が輝いていた。本来は有り得ない、と彼は言うが──。




キョウ：……わからん！

凛々花：だよね……（笑）。

ＧＭ：「……そうか。それも止むを得まい」と、東雲はそれ以上は追及しません。

キョウ：ふむ？　おかしな奴だのう。

凛々花：変わってるっていうならキョウくんもだけどね。……そうだ、あの、東雲さん。

ＧＭ：「なんだ？」

凛々花：その……もう大丈夫なんだったら、いくつか聞きたいことがあるんですけど……。

キョウ：うむ。話してくれたら余からも謝しや礼れいを手配しよう。

ＧＭ：「──今日はもう遅おそい、ひとまず帰って休め。話なら──そうだな、明日の一七時に白しら鷺さぎロイヤルホテルのロビーに来い」この街で一番高級なホテルの名前を出します。

凛々花：……わかりました。キョウくん、今日はひとまず帰ろう。

キョウ：うむ、凛々花がそう言うならば。

ＧＭ：「それでいい、今日は帰って休め。──それと、この力のことは誰だれにも言うな。親友や家族であろうともな」

凛々花：……はい。そうだよね、こんな力、誰にも話せないよ。……お兄ちゃんにも。

キョウ：余はまだ現実感がないので、曖あい昧まいに頷く。

ＧＭ：「では、明日十七時に」そう言って東雲はあなた方に背せを向けます。

凛々花：あ、あの！　……あなたも怪け我がしてたんだし、ちゃんと休んでね？

ＧＭ：「……ああ」とだけ答えて、彼は歩いていく。




　キョウと凛々花に背を向けて歩き去ろうとする東雲がふと立ち止まる。

「──今日は、助かった」

　振ふり返かえらずにそれだけ言うと、彼は再ふたたび歩き始めた。




凛々花：……それは嬉うれしいな。うんって頷いておこう。

キョウ：余も誇ほこらしげな顔をしておく。いわゆるドヤ顔だがな！（笑）

凛々花：わたしたちも帰ろう、キョウくん。

キョウ：そうだな。家のものもさぞかし心配しておろう。

凛々花：はっ、そうだった、お兄ちゃん……！　あわてて携けい帯たいを見てみる（笑）。

斗月：……もちろん、大量の着信履り歴れきがある。

凛々花：あ、あわわ……。

ＧＭ：なお、鷺乃宮家の若君が六時間も帰宅していないので、街中で警けい官かん隊たいなどが動員されて一いつ斉せい捜そう索さくが始まっています（一同爆笑）。

斗月：サーチライトが照らされてたり、サイレンが鳴ってたりするな（笑）。

風見：「若君ー！」「若君、どこにおわしますかー！」ってメイドや執しつ事じが探さがしてるね。

キョウ：おお、これはいかん。早く帰って家のものを安心させねば。

凛々花：そ、そうだね……。




　まだどこか現げん実じつ味みのないキョウと、これからのことについて悩む凛々花。

　だが、ひとまずは帰宅して家族に謝あやまるのが、ふたりの最さい優ゆう先せん事じ項こうであった。

「はぁ……。わたし、不良になっちゃった」

　遅い帰宅に心配する兄の顔を思い出しながら、凛々花は深い溜ため息いきをついた。







◆Opening02◆お兄ちゃんは心しん配ぱい性しよう


Scene Player ─── 藤堂斗月






　その日、藤堂斗月の胸きよう中ちゆうは『心配』の二文字で埋うめ尽つくされていた。

　深夜〇時を過すぎたというのに、妹が帰宅しない。何の連れん絡らくもなく、携けい帯たいも繫つながらない。こんなことはかつて一度としてなかった。大切な、たったひとりの妹に何かあったら──と、斗月は気が気でなかった。




ＧＭ：では、次は斗月のシーンです。凛々花は自動登場。で、登場の際さいの侵しん蝕しよく率りつは凛々花だけが上げてください。

斗月：……ム。お兄ちゃんは、普ふ通つうの人間だからな（笑）。

凛々花：いいなー。えっと、時間はどのくらいですか？

ＧＭ：先ほどのシーンの直後です。日付が変わった頃、凛々花が帰宅する。

斗月：…………ム。随ずい分ぶん、遅おそいな。

ＧＭ：ちなみに、鷺乃宮の若君も一緒に居いなくなっていた、という情じよう報ほうが入ってきます。

キョウ：さすが余の家のものは手て際ぎわがいいのう。

ＧＭ：連れん絡らく網もうが回ってきたり、スピーカーで「若君がまだご帰宅されていません！」って緊きん急きゆう放送が流れたりしています（笑）。

凛々花：すごいなー、鷺乃宮家（笑）。そうだ、東雲さんと別れたら、真っ先にお兄ちゃんに今から帰るって連絡を入れよう。

斗月：……ム。家の前に仁に王おう立だちして、腕うでを組んで、待ってる。ずっと。

凛々花：こ、怖こわい…………。




　無言無む表ひよう情じようで門もん扉ぴの前に仁王立ちする巨きよ漢かん。これは怖い。




凛々花：こ、怖いけど帰らないわけにも行かないし……怯おびえながらトボトボ帰ろう。

斗月：凛々花の姿すがたが見えると、無言で見続ける。

凛々花：沈ちん黙もくが痛いたいよう。お、お兄ちゃん、た、ただいま……。

斗月：………………おかえり（じっと凛々花を見る）。
















凛々花：……怒ど鳴なりつけたりしないのが、怖いというか……申もうし訳わけない気持ちになるよ。

斗月：……怪我がないか、凛々花を上から下までじっと見る。

凛々花：怪我はないけど、髪かみが乱みだれてたり、服が汚よごれたり擦すり切きれたりはしてると思う。

斗月：…………何か、あったのか？

凛々花：（言いよどんで）えと……こ、転んだの。えっと、あの、文化祭の準じゆん備びで遅くなっちゃって、急いだら帰り道で転んじゃって……。

斗月：…………ム。転んだ。

凛々花：う、うん……。

斗月：ＧＭ、これは何らかの荒あら事ごとに巻まき込こまれたっぽい、くらいはわかっていい？

ＧＭ：そのくらいは構わないでしょう。ワークスが「格かく闘とう家か」ですし。

斗月：……ム。本当に、転んだのか？

凛々花：ううっ……。




　兄の表ひよう情じようから窺うかがえるのは、怒いかりよりも心配だ。じっと見つめられていると、凛々花は思わず本当のことを言いそうになる。小さい頃からべったりだった凛々花は、兄に噓うそをついたり、隠し事をすることに慣なれていないのだ。




斗月：…………凛々花。

凛々花：……転んだの。本当だよ。

斗月：……そうか。少ししょんぼりするが、それ以上は触ふれずにおこう。

凛々花：罪ざい悪あく感かんが……。

斗月：……鷺乃宮の若君も、帰っていなかったそうだ。一いつ緒しよだったのか。

凛々花：うん、最後まで一緒に残ってたから。

斗月：…………そうか。とだけ言うんだが、「明日、キョウに話を聞こう」と思っているのが表情に出ている。少なくとも、妹にはわかる（笑）。

凛々花：あー、明日キョウくんところに行くんだろうな……（笑）。

キョウ：お義兄にいさんに挨あい拶さつをせねば。

凛々花：違うでしょ！（笑）

斗月：まあ、それは後の話だ。背を向けて家の戸をガラガラと開ける。……メシは？

凛々花：あ……まだ。

斗月：……温めなおす。着き替がえて来い。

凛々花：うん。……お兄ちゃん、（泣きそうな表情で）遅くなって──ごめんなさい。




「────心配した」

　それだけ告げて、斗月は台所へと歩いていった。その大きな背せ中なかからは様々な感情が窺えたが、なにより強く感じられるのは、妹が無事帰宅したことに対する安あん堵どだった。







◆Opening03◆お金がない！


Scene Player ─── 鷺乃宮キョウ






　一夜明け、翌よく朝あさ。キョウは自室のベッドですっきりとした目覚めを迎むかえた。

　伸のびとあくびをし、豪ごう奢しやな装そう飾しよくと天てん蓋がいつきのベッドから出る。いつもと同じ朝だ。

　だがこの日、彼は人生最大の試練に直面することになる──。




ＧＭ：次はキョウのシーン。一夜明けて翌朝になります。

キョウ：うむ……もう朝か。朝はいつもどおりでよいのかな？

ＧＭ：はい。いつもと変わらず、メイドたちが着替えや歯は磨みがきをしてくれます。

キョウ：そうか、苦しゅうないぞ。

凛々花：や、やってもらってるんだ……（笑）。

斗月：……予想以上だった。

キョウ：歩いているだけで全部してくれるのだ。ごはんも食べさせてもらってるかもしれん。

凛々花：この環かん境きようで育ったわりには、キョウくんは性せい格かく自体はいい子に育ってますね。

キョウ：パパの教育がしっかりしているのだ。

斗月：……真っ当なお父さん。素す晴ばららしい。

キョウ：というわけで、朝食や身み支じ度たくを済すませて玄げん関かんに行くぞ。

ＧＭ：わかりました。では、異い変へんはそこで起こります。

キョウ：異変？




　玄関を出たとき、キョウはいつもと同じはずの風景に違い和わ感かんを覚えた。

　キョウを見送るために居い並ならぶメイドたちと、そのメイドを統とう括かつするメイド長にしてキョウ専せん属ぞくのリムジン運転手、美み津ず濃のアンナ。彼女たちの姿はいつもと変わらない。

　だが──決定的に欠けているものが、ひとつあった。

　リムジンが、ないのだ。




キョウ：きょろきょろしてしまうぞ。車はどうしたのだ？

ＧＭ：「おはようございます、若君」と、メイド長のアンナが深々と一礼してから言います。「アンナが申し上げます。お車はお出しできません」

キョウ：えぇぇぇぇぇ!?

ＧＭ：「くわえて、本日ただいまより若君の口座は凍とう結けつされておいでです。したがって、タクシーを呼よぶこともおできになりません」

キョウ：な、なにゆえでＷｈｙ？

凛々花：なんで英語……（笑）。

ＧＭ：「……御前からのお達たつしでございます」と、彼女は辛つらそうに言う。




　鷺乃宮家の頂ちよう点てんに立つ存そん在ざいである御前の命令であれば、キョウからお金を取り上げることなど造ぞう作さもないだろう。だが、何故なぜ御前が──？




キョウ：ご、御前はなぜそんなことを……？

ＧＭ：「アンナには御前のご意思を知ることはできません。ご理解くださいませ、若君」

キョウ：そ、そうか。

ＧＭ：「それと──神かん無な月づきの二四日に恒こう例れいとなっておりました、若君のご生せい誕たんを祝しゆくすパーティーも──今年は中止とのことでございます」

キョウ：ま、またまた……そのような噓を余は信じぬぞ？（笑）

ＧＭ：「アンナが若君に偽いつわりを申し上げることなど、どうしてできましょう。いいえ、いっそ噓ならどれほどよかったことか」彼女は目を伏ふせ、目じりに涙なみだを溜ためながら言います。

キョウ：そ、そうか……。じゃ、じゃあ学校まではアンナのおんぶでよいぞ？（爆笑）

凛々花：おんぶって！（笑）

ＧＭ：アンナは一いつ瞬しゆん後ろを向いてしゃがみ込こもうとする。

風見：あ、してあげたいんだね（笑）。

斗月：…………このメイド長が甘あまやかしの筆頭なんじゃないのか？

ＧＭ：「ごっ……ご理解くださいませ、若君！」

キョウ：（哀かなしげな声で）……どうしても無理か？

ＧＭ：「御前は、若君にご自分のおみ足で、歩いて登校されるようにとの仰おおせです……」

キョウ：そ、そうか……。つらいのう……。

ＧＭ：「ご理解くださいませ、若君。御前に手向かうことは敵かないません。あの方がひとつ咳せき払ばらいをするだけで、上じよう場じよう企き業ぎようが一グロスはこの世から消えてなくなります」

凛々花：グロスって……どれだけ強大なの、鷺乃宮家（笑）。

キョウ：そ、そうか、仕方ないな。歩くとするか……しかし、歩いて間に合うだろうか。

ＧＭ：「若君の身しん体たい能のう力りよくでしたら、ペースさえ落とさなければ間に合うかと存ぞんじます」

キョウ：そうか！　では行ってくるぞ！

ＧＭ：「ああ、なんて不ふ憫びんな若君……。どうぞ、せめてこれをお持ちくださいまし」

キョウ：お、すまんな。何をくれるのだ？




　アンナにそっと優やさしく手をとられ、キョウはピンク色の小さながま口を握にぎらされた。

　その中には、白銀色に輝かがやく一いち枚まいの五〇〇円玉が入っていた──。




キョウ：おお……これが五〇〇円玉か……。

凛々花：初めて見るの!?（笑）

キョウ：で、これは何を買えるのだ？　ステーキだとどのくらい食える？

ＧＭ：「……若君がいつもお召めし上あがりになるお肉ですと、ひと口の四分の一ほどかと」

斗月：…………いい肉食ってるな。

キョウ：そ、そうか。いつもは顔ひとつぶんくらい食べるのだがなあ……。

ＧＭ：「若君の学まなび舎やでしたら、学食のＡ定食四八〇円がよろしいかと存じます」

キョウ：Ａ定食……聞いたこともない食べ物だな。まあしかし、くよくよ悩なやむのは余の性しように合わぬ。歩くと決めたからには歩くぞ！　そして昼はそのＡ定食とやらを所望しよう！

凛々花：キョウくんは前向きだなあ。

ＧＭ：「いってらっしゃいませ、若君。本日も健すこやかにお過すごしくださいますよう」

キョウ：うむ、ありがとう。で、三歩目くらいで転ぶ（一同笑）。

ＧＭ：メイドたちが騒そう然ぜんとして、駆かけ寄よろうとする自分を必死で思いとどまらせています。

風見：初めてのお使いみたいになってるね……。

キョウ：しまった、手をつくのを忘わすれておった。鼻血が出たぞ（一同爆笑）。

凛々花：顔面から行ったの!?

キョウ：いつもは転ぶ前に支ささえてもらえるからのう……。

ＧＭ：では、キョウは学校までの過か酷こくな八〇〇メートルもの道のりを歩むことになります。

キョウ：なんと、八〇〇メートルもか……！

凛々花：近いよ……案外近所だよ……（笑）。

キョウ：鼻血を拭ぬぐって……おや、もう止まっておる。膝ひざもすりむいた気がしたのだが。

ＧＭ：おお、そうですね。オーヴァードなので、その程てい度どの怪我はすぐに治ります。

斗月：すばらしい。もう設定を把は握あくしてもらえてデザイナーとしては嬉しいです（笑）。

キョウ：だが、気にせず学校へ行こう（笑）。

ＧＭ：では、そこでシーンを終了しましょう。




　御前は一体何を考え、財ざい力りよくを取り上げたのであろうか。

　この過酷な試練、キョウは見事乗のり越こえることができるのであろうか？

　そして、見事歩いて学校にたどり着くことができるのだろうか……!?




凛々花：そんなご大たい層そうな問題じゃないでしょー!?（笑）







◆Opening04◆会長、登場


Scene Player ─── 雲雀風見






「会長だ！　かわいい！」「本当だ、かわいい！」「会長、かわいい！」

　生徒会長雲雀風見を見かけた生徒たちが、口々に彼の可か憐れんさを褒ほめ称たたえていた。




ＧＭ：では、風見のシーン。キョウと凛々花が行方ゆくえ不明になっていた日の翌朝です。

風見：（間かん髪はつ入いれず）会長が登校すると、あちこちから「かわいい！」「会長かわいい！」って声が上がる（一同爆笑）。あ、これいつもの風景だから（さらに爆笑）。
















凛々花：ええええええええええ、登校するだけで!?（笑）

斗月：…………毎朝、やってるのか。

キョウ：ほう、中々やるな。

凛々花：なんでキョウくんそんな普ふ通つうなの!?（笑）

ＧＭ：ええっと……じゃあ風見が登校すると、周囲からかわいいコールが……上がるの？

風見：うん、上がる。会長は自分がかわいいの知ってるから気にしないんだけどね。

ＧＭ：わ、わかりました。予想以上だった。

キョウ：しかし、会長はまるでアイドルのようだな。

風見：うん、会長はアイドルだよ。偶ぐう像ぞうだから。でも仕事は完かん璧ぺきにこなすよ。交こう渉しよう事ごととかは会長が行くと全部解かい決けつするし、揉もめ事ごとも会長が出ると止まる。

斗月：そうか、それはすごいな。

ＧＭ：じゃあ風見が教室に入ると、クラスメイトが「おはよう会長、今日もかわいいね」と。

風見：うん、知ってる（一同笑）。

凛々花：普通に返した……。本当にいつものことなんだね（笑）。

ＧＭ：「あ、そうだ。ねえねえ会長」と、ゴシップ好きのクラスメイトがテンション高めに話しかけてきます。「聞いた？　鷺乃宮の若君の話」




　クラスメイトの言葉に、風見はぴくりと反応する。鷺乃宮──この白鷺市を支配するかの一族に関する話題こそ、風見の好奇心を刺し激げきして止まないものだ。




風見：さわりていどにはね、と答えるよ。会長興きよう味み津しん々しん。

キョウ：なんと、もう広まっておるのか。

凛々花：そのくらい大々的に捜たん索さくしてたんだろうなあ（笑）。

ＧＭ：「じゃあ、神かみ隠かくしに遭あった──って話も聞いた？」

風見：へえ、そんな話も伝わってるんだ？

ＧＭ：「そうなの。昨夜、鷺乃宮の若君が何時間か行方不明になったんだって。なんでも鷺乃宮のメイド軍ぐん団だんが街中で大だい捜そう索さくしてたとか、帰り道で隣となりにいた女の子と一いつ緒しよにフッと消えたとか……」

風見：ふぅん？　やっぱり面白いね、あの家の子って。話を聞いてみたいなあ。

ＧＭ：「え？」と、風見の言葉にクラスメイトは驚おどろいた表情になる。「余よ計けいな詮せん索さくはやめたほうがいいんじゃない？　相手はあの鷺乃宮だよ？」

凛々花：どれだけ畏おそれられてるの、キョウくんのお家……。

キョウ：余にもわからん（笑）。

風見：えー？　だって、折角あんな面白い家がある街に住んでるんだよ。だったら積極的に関わった方がいいよ。

ＧＭ：「そ、そっか。会長はすごいね。かわいいし」

風見：うん、どっちも知ってる。だからね。




　ふふ、と可憐な笑えみを浮うかべ、風見は告げる。

「会長は会長の好きにするよ」




ＧＭ：「えと……がんばってね、会長」──というところで、始業のチャイムが鳴る。







　　　　ＭＩＤＤＬＥ ＰＨＡＳＥ




◆Middle01◆Ａ定食四八〇円


Scene Player ─── 鷺乃宮キョウ






　お金がない！

　自分の足で学校に行き、何かあっても金で解かい決けつはできない状じよう況きよう。果たしてそれがいかなるものなのか、今のキョウにはまったくわからなかったのである。




ＧＭ：では、ミドルフェイズ最初のシーンはお金のなくなったキョウくんのシーンです。

キョウ：どうしたらいいのかわからんのう。きっと遅ち刻こくギリギリで登校するぞ（笑）。

風見：あの鷺乃宮の若わか君ぎみが徒歩で！

凛々花：ちょっとした事じ件けんになってそう。

ＧＭ：クラスメイトは昨夜の騒そう動どうを知ってるので、「門もん限げん破やぶりのペナルティとかなんじゃねえの？」と簡かん単たんに流しております。

キョウ：余よは答える気力もないぞ。朝から歩いてへとへとなのだ（笑）。

凛々花：前回はわたしと歩いて帰ってたのに……（笑）。

キョウ：あれはほら、凛々花と一いつ緒しよだったからのう。リムジンには、アンナらがおるし。

凛々花：……要するに、ひとりがイヤなのね。

ＧＭ：そうこうしているうちにお昼休みです。キョウとよくつるんでいる友人──陸上部ホープの櫛田輝くしだ・てる、医者志し望ぼうの優ゆう等とう生せい、宮内尚志みやうち・たかし。このふたりが声をかけてきます。「キョウ、メシ食いに行こうぜ！」

キョウ：（深い溜ため息いきをつく）はぁ…………。

ＧＭ：「どうしたんだよ、キョウ？　らしくねえな」

キョウ：いやあ……それが困こまったことになってのう。実は、金がなくなってしまったのだ。それ、こんなコインしかない。そう言って五〇〇円玉を見せるぞ。

ＧＭ：「ははっ、なんだよ、つまんねえ冗じよう談だんだな！」と櫛田が笑います。

キョウ：冗談ならよかったんだがのう。

ＧＭ：「まあ待て櫛田」と、もう一人の友人・宮内が言う。「もうすぐキョウの誕たん生じよう日びパーティーだ。おそらくジョークの練習でもしているのだろう」（笑）

凛々花：優等生タイプなのに、言うことはあんまり頭良さそうじゃないよ宮内くん！（笑）

ＧＭ：「おお、そういえばもうすぐだな！　今年もやんだろ、パーティー！」

キョウ：そ、それが……な？

風見：（クラスメイトになって）「なんだよ、またあの芸げい能のう人じんの結けつ婚こん式しきみたいなパーティーやるのか？　去年の中三のときもスゴかったよな！」

斗月：（クラスメイトになって）「俺おれ、またあのメイドさんに会いたい！」

キョウ：やりたいのだがなあ……。蛇じや口ぐちをひねったらジュースが出てくる水道を造つくってもらったりしたいのだがなあ……（笑）。

ＧＭ：「ま、そんな派は手でにしなくてもいいじゃないか」とか宮内は言うんですが、ちょっと眼鏡めがねをいじりながら楽しみそうなそぶりをする。

凛々花：かわいい（笑）。

キョウ：だが、な。その──今、余は金がなくてな。

ＧＭ：「だからもうそんな冗談はいいって」

キョウ：その──御ご前ぜんからそういうお達しが出ているのだ。




　御前──。その名前が出た途と端たん、教室内の空気が凍こおったような気がした。

　途と端たんにざわつき始めるクラスメイトたち。その表ひよう情じようは、みるみるうちに同どう情じようや憐れん憫びんを含ふくんだものへと変わっていく。




キョウ：金は取り上げられるし、パーティーは中止になるし、今日なんか歩いてきたのだ。

ＧＭ：ざわ……ざわ……、と、教室中のクラスメイトがざわめきはじめる。

キョウ：あ、あれ？

風見：御前の名前が出た途端に（笑）。

凛々花：何者なのよ、御前は！（笑）

ＧＭ：「ま、まあ……元気、出せよな」「う、うん。俺らくらいなら、金なんてないのが普ふ通つうだよ……たぶん」キョウから金がなくなった、という事実を認にん識しきした瞬しゆん間かん、みんなショックが大きすぎてどう対たい応おうしていいのかわからなくなっているようです。

キョウ：ほんの一〇〇万程てい度どあればいいんだがなあ。

凛々花：要よう求きゆう額がくが多いよ（笑）。

ＧＭ：「ま、まあひとまずメシに行こうぜ。ほら、五〇〇円ならＡ定食は食えるよ」

キョウ：おお、Ａ定食。そういえば、アンナもＡ定食がよいと言っておったな！

凛々花：普ふ段だんは何を食べてたんだろう、キョウくん。

キョウ：昨日は銀ぎん座ざの一流店から寿す司し職しよく人にんを呼よんだぞ。

凛々花：出しゆつ張ちよう料理人!?　そ、そうかあ。なんか納なつ得とくしちゃった（笑）。

キョウ：ところで、Ａ定食というのは何が入っているのだ？（一同笑）

ＧＭ：「……メンチカツがメインだよ」

キョウ：メンチ……カツ……？　そ、それは一体なんなのだ？

ＧＭ：「え、ええと……安くて脂あぶらっこくて旨うまい食べ物、かなあ」

キョウ：安くて脂っこくて旨い……ふむ、ものはためし。食堂まで案内を頼たのむぞ！




　意を決して学食のＡ定食（四八〇円）を食べようとするキョウ。だが、そんな彼かれの前に新たなる難なん関かん──食しよつ券けんの券けん売ばい機きが立ちはだかっていた。




キョウ：どこを……押おせば……いいのだ……!?（一同爆ばく笑しよう）

凛々花：そのレベルなの!?　いやまあ納得はしちゃうんだけど！（笑）

ＧＭ：「ここにお金を入れて、ここを押おすんだよ」と、櫛田が買い方を教えてくれ、「水はここだ。自分で入れるんだぞ。今日は入れておいたから」と、宮内はお冷ひやを入れてくれる。

斗月：……優やさしい、な。

風見：愛されてるね、キョウくん。

ＧＭ：「次からは自分でやるんだぞ」

キョウ：うむ、わかったぞ！

ＧＭ：「後ろがつかえてるから、早くメシにしようぜ。俺たちも今日はＡ定食にするから」

凛々花：ほんとうに友達に恵めぐまれてるなあ、キョウくんは。

キョウ：うむ、このメンチカツというもの、中々うまそうではないか。金がなくても意外となんとかなるのではないか？

ＧＭ：では、昼食を取っていると、キョウの耳にぼそぼそと聞こえてくる声があります。

キョウ：……む？




「何、あれ。金がなくなったってマジなの？」

「うっそー、金のない鷺乃宮とか、ただのカスじゃん。いいとこナシだよ」

　学食の喧けん騒そうに混まじってキョウの耳に聞こえてくる揶や揄ゆや中ちゆう傷しよう。恐おそらく他クラスであろう数名の生徒が、ちらちらとキョウを見ながら呟つぶやいていた。




凛々花：ひどい……。

キョウ：ま、待たれよ！　余よにだっていいとこもちょっとはあるのだぞ!?（笑）

ＧＭ：櫛田と宮内もそれを聞いたのか、「おい！」と中傷した生徒に抗こう議ぎの声を上げる。すると、「やべっ、聞かれた」と、中傷していた連中はそそくさと去っていく。

キョウ：輝、尚志、お主ら……。

ＧＭ：「気にすんなよ。俺らは金がないからってキョウをバカにしたりしねえよ」

キョウ：そ、そうか……。しかし、周りから見たらどうなのであろうなあ……。

ＧＭ：キョウくんがそんな風に思おもい悩なやむところで、一度シーンを終しゆう了りようしましょう。







◆Middle02◆お兄ちゃんと会長


Scene Player ─── 藤堂斗月






　放課後。藤堂斗月は、やや急ぎ足で廊ろう下かを歩き、一年の教室へと向かっていた。

　──昨夜妹と一いつ緒しよにいたと思おぼしき少年、鷺乃宮家の若君に話を聞くためである。




ＧＭ：では、斗月お兄ちゃんのシーン。時間は少し進んで放課後です。

斗月：……ム。鷺乃宮に、話を聞く。

風見：それなら最初に会長と合流してから行こうよ。会長もキョウくんと話したいし。

斗月：……そのほうが、話が早いな。

風見：じゃあ、斗月くんが歩いてると、前から「会長だ！」「かわいい！」「かわいい！」って声が断だん続ぞく的てきに聞こえてくる（笑）。

斗月：では、そんな会長に気づこう。……ム。

風見：やー、斗月くん。相変わらずデカいね。どうしたの？　不ふ機き嫌げんそうな顔だね。

斗月：…………ム。数秒沈ちん黙もくしてから、妹が……昨日、帰ってこなかった。

風見：ふんふん。つまりキミの妹さんが文化祭の準じゆん備びで遅おそくなって、鷺乃宮のキョウくんと一緒に帰った。で、帰ってきたのが真夜中で、キミはとても心配した、ってことね。

凛々花：な、なんで今のでそこまでわかるの？（笑）

斗月：………ム。その通りだ。これから、話を聞きに行く。

風見：そのキョウくんに会って、何があったか詳くわしく聞きたいってことだね。うん、ちょうどいい。実は会長もそのキョウくんに会って話を聞いてみたいと思ってたんだ。

斗月：……ム。何故なぜだ。

風見：面白そうだからだよ。鷺乃宮の若君が神かみ隠かくしにあったって、今噂うわさになってるし。

斗月：ふむ…………。鷺乃宮家は何があるのかわからんな。

風見：斗月くんは妹さんのことが聞きたいんでしょ？　会長が一緒に行ってあげるよ。

斗月：…………ム。助かる。




　風見と斗月。傍はたから見れば美少女と巨きよ獣じゆうといった風ふ情ぜいのふたりは、否いや応おうなく生徒たちの注目を浴びながら、一年生の教室へと向かう。




ＧＭ：では、一年の教室です。キョウくんは自動登場、凛々花も登場は可か能のうです。

風見：かわいいのとデカいのが訪たずねてくるよ。ばばーん、会長登場。

ＧＭ：「会長だ！」「かわいい！」「かわいい！」「なんかデカいの連れてる！」（笑）

凛々花：デカいの扱あつかい（笑）。

斗月：適てき当とうな一年生に聞こう。……鷺乃宮キョウはいるか？　話がしたい。

ＧＭ：「あ、わかりました。おーい、キョウー。上級生が呼んでるぞー」

キョウ：余に何か用か？　金ならないぞ？（爆笑）

斗月：（眉まゆを顰しかめて）なん……だと……。

風見：鷺乃宮の若君がお金を持っていないなんて、会長驚きよう愕がくー。まぁ別に会長お金が欲ほしいわけじゃないけど。まあいいや、とりあえず話がしたいし、生徒会室にでも来てくれない？

キョウ：カツアゲされても無い袖そでは振ふれぬぞ？　よもや余の身体からだが目当てか!?（一同笑）

風見：はっはっはっ。斗月くん、面めん倒どうだから持ってっちゃおう。

斗月：…………ム。頷うなずいて、キョウを担かつぎ上あげよう。

風見：クラスメイト諸しよ君くん、ちょっとこのお金持ちくんを借りるね。

ＧＭ：「あ、はい。会長が言うならどうぞ」（笑）

キョウ：（泣きそうな声で）凛々花ぁ[image: ～][image: ～]っ！

凛々花：わたし、資し材ざい取りに行ってていないことにしよう（笑）。

ＧＭ：では、シーンは変えずに生徒会室に視し点てんを移うつしましょう。凛々花が登場する場合は話を聞きつけてきたということで。




　暴あばれるキョウを担かつぎ上あげ、生徒会室へと運はこび込こむ風見と斗月。

　クッションの効きいた椅い子すにキョウを座すわらせ、質しつ問もんタイムが始まった。




風見：というわけで、生徒会室に着きました。とりあえずキョウくんを椅子に座らせよう。

斗月：そのキョウを見下ろして言おう。……昨日、妹と、何かあったのか。

キョウ：断だん片ぺん的てきにしか覚えておらぬぞ。まず、帰りに一緒に暗いところに入った（爆ばく笑しよう）。

斗月：暗い、ところ…………。

凛々花：なんで誤ご解かいを招まねく言い方するの!?（笑）

キョウ：で……すったもんだ、してな？

斗月：すった……！　もんだ……!?（一同爆笑）

風見：ふんふん、それで？　ドキドキの展てん開かいだね？

凛々花：煽あおらないで会長！（笑）　っていうかこのシーン、ツッコミがいないわ！（笑）

キョウ：で……、服がボロボロになったのだ。

斗月：…………凛々花に一体何が…………。

風見：ふむふむ、なるほどね。で、その妙みような異い世せ界かいに入ったときのことを会長は聞きたい。

凛々花：わ、わたし、そこで登場します！（笑）




「ちょっと待ってください！　なんでその説明でそこまで理り解かいできるんですか!?」

　凛々花の鋭するどいツッコミとともに、生徒会室の扉とびらがいきおいよく開け放たれた。




風見：お、来たね。ここで凛々花くんにロイスを取って、会長は凛々花くんを知ってることにしよう。友達の妹なんだし。はっはっはっ、凛々花くんは今日も元気だね。

斗月：…………ム。凛々花。

凛々花：キョウくんがお兄ちゃんと生徒会長に拉ら致ちされたって聞いて何事かと思えば……！

キョウ：うう、助けに来てくれたのだな、凛々花。

斗月：…………凛々花。すった、とか、もんだ、とか……一体……。

凛々花：お兄ちゃん、何か誤解してるよ！　キョウくんの言葉が足りてないというか…………。

キョウ：いやぁ、実はあんまり覚えておらぬのだ。

ＧＭ：暴ぼう走そうしてましたしね。ていうか、言葉が足りててもまずい気はしますが（笑）。

凛々花：あ、あのねキョウくん。そのことは話しちゃダメって言われたでしょ……？　と、迂う闊かつなことを口走ります（一同爆笑）。

風見：ふぅん？　会長、興きよう味みしんしーん。

凛々花：あ……。えと、その、会長は今日もかわいいなー……。

風見：うん、会長は今日もかわいいよ。で、誰だれに口止めされたの？

凛々花：あの、なんでもないんです、ほんとに。

斗月：凛々花、すった、もんだ…………（一同笑）。

凛々花：ええと、あのー……色々あったの。

斗月：色々…………。

ＧＭ：ところで、あと二〇分ほどで一七時だと凛々花は気づきますが。

凛々花：約束の時間だ……。仕方ない、強ごう引いんに連れ出しちゃおう。あの、わたしたち文化祭実行委員の仕事があるんで失礼します。そう言って、キョウくんの手を引ひっ張ぱっていく。

キョウ：（照れた様子で）り、凛々花は大だい胆たんなところがあるのだな。

凛々花：ち、ちがうでしょ。もう。

風見：はっはっは、会長とっても愉ゆ快かい。斗月くん、仕事だそうだし行かせてあげなよ。

斗月：…………ム。しかし。

凛々花：じゃあ、その間に退たい場じようしちゃいます。

キョウ：余は凛々花に手を握にぎられているので、嬉うれしくてついていくぞ（笑）。




　パタパタと足音を響ひびかせ、凛々花はキョウを引っ張って逃にげるように去っていった。

　その後うしろ姿すがたを見ながら、生徒会長雲雀風見は楽しそうに笑みを浮うかべる。




斗月：……会長、何故なぜ行かせた？

風見：あの様子だと、誰だれか事じ情じように詳くわしい人間が別に居いるね。で、慌あわてて出て行った──ってことは、これからその人に会いに行くと見て間ま違ちがいない。

斗月：…………ム。

凛々花：さすが会長……。

キョウ：なんという知ち将しようであろうか……。

風見：まぁハンドアウトにも書いてあったし（一同笑）。後をつけてみようよ。詳くわしい人がいるなら、もっときちんとした話を聞けるかもしれないよ。

斗月：…………ム。追いかけるのか？

風見：もちろん、追いかけよう。こっそり、こっそりね。

斗月：…………わかった。こっそり、だな。そう言って、ヌッと立ち上がる。

風見：はっはっはっ、斗月くんはデカいねえ。

ＧＭ：では、風見と斗月が尾び行こうを始めたところでシーンを切りましょう。







◆Middle03◆待ち人来たらず


Scene Player ─── 藤堂凛々花






　白しら鷺さぎロイヤルホテル。この白鷺市でもっとも大きく、高級な宿しゆく泊はく施し設せつだ。

　そこで一七時に東雲と落ち合い、話を聞くことになっている。

　しっかりとキョウの手を摑つかんだまま、凛々花は早足でホテルへと向かっていた。




ＧＭ：次は凛々花のシーン、キョウは自動登場。風見と斗月も登場可能です。

キョウ：侵しん蝕しよく率りつが10点も上がった。凛々花に手を握にぎられてドキドキしすぎたか（笑）。

凛々花：……ねぇキョウくん、一いち応おう聞くけど、どこに向かってるかわかってるよね？

キョウ：ずっと手を握りっぱなしはちょっと大だい胆たんすぎはせぬか？（笑）

凛々花：そ、そうじゃなくてっ！　……ほら、白鷺ロイヤルホテルに行くんだよ？

キョウ：なんと!?　これは愛の逃とう避ひ行こうであったか……。

凛々花：そうじゃなくて……ほら、東雲さんが「話を聞きたかったら一七時に白鷺ロイヤルホテルのロビーに来い」って言ってたでしょ？

キョウ：……そんな夢ゆめを見たような気もするぞ。

風見：そろそろ出てきてこっそり尾行しておこう。何を話してるのかな～？

斗月：電柱の陰かげから巨きよ体たいをはみ出させながら、じっと見ている。凛々花……。

凛々花：とりあえずお兄ちゃんたちには気づかない（笑）。……ねえ、キョウくん。昨日のこと、全部夢ゆめだと思ってるの？

キョウ：無む論ろんだ。あんな怪かい物ぶつが現げん実じつに居るわけがなかろう！

凛々花：そっか。……わたしはね──随ずい分ぶん現実感があったから、どうしても夢とは思えないの。怪け我がはなかったけど血はついてたし、スカートが破やぶけたりしてたし。




　昨夜のことは本当に現実だったのだろうか。未だはっきりと確かく信しんがもてないまま、真実を知る手がかりとなる唯ゆい一いつの存そん在ざい──東雲と話をするため、ふたりはホテルへと入っていく。

　その様子を、風見と斗月はしっかりと目もく撃げきしていた。




風見：（手を叩たたいて）あっはっはっはっ！　斗月くん、ホテルに入っちゃったよ！（笑）

斗月：すっくと立ち上がり、全身からヤバいオーラを立ち昇のぼらせて近づいていく。

凛々花：お兄ちゃん、怖い……（笑）。

風見：はっはっはっ。待ちたまえ斗月くん、ここで揉もめ事ごとはよくない。ＧＭ、こっそりホテルに入って見み張はってもいい？

ＧＭ：は、それは構かまいません。

風見：だってさ。行こうよ、斗月くん。ほら、隠かくれて隠れて。

斗月：（眉まゆを顰しかめて）…………ム。だが。

風見：まだ何しに行くかもわかんないでしょ？　ここは大人しく様子を見ようよ。

斗月：………………ム。

ＧＭ：斗月が暴あばれださないうちに話を進めよう。キョウと凛々花はロビーを見み渡わたしますが、東雲の姿すがたはありません。

凛々花：まだ来てないのかな……。

キョウ：やっぱり夢だったのかのう。

ＧＭ：ホテルのフロントがふたりに「いらっしゃいませ」と会え釈しやくし、顔を上げるんですが、その瞬しゆん間かんに顔色を変え、フロントの下にあるボタンをバンと押おします。

凛々花：はい？

キョウ：む？　なんなのだ、その強ごう盗とうを見たような対応は。




　フロントがボタンを押した瞬間──ロビーに流れていたＢＧＭがアップテンポのジャズ・ナンバーから、ピアノがメインのクラシックに切きり替かわる。ほどなくして、身なりのよい壮そう年ねんの男だん性せいが顔中に汗あせをかいた状じよう態たいで駆かけ込こんできた。男はキョウと凛々花の前に立ち、満面の笑顔で完かん璧ぺきなスタイルのお辞じ儀ぎをする。

「よくお越こしくださいました、鷺乃宮の若君。わたくし当ホテルの総そう支し配はい人にんでございます」




キョウ：うむ、苦しゅうないぞ。

凛々花：支配人さん……？（笑）

ＧＭ：総支配人に続き、次々と人が並ならび始めます。「副支配人でございます」「コンシェルジュでございます」「ベルキャプテンでございます」「総そう料りよう理り長ちようでございます」「パティシエでございます」「バーテンダーでございます」（一同笑）

キョウ：苦しゅうない、苦しゅうないぞー。

凛々花：このホテル、鷺乃宮の系けい列れつだったのね……。

ＧＭ：……などと言っていると、顔色を変えたコンシェルジュが総支配人に耳打ちをする。

キョウ：ふむ？




「あの、支配人……。その……御前様が……ごにょごにょ」

「え？　すまん、もう一度。……ふむ。あ、うん。……ああ、うん。……へ？」

　耳打ちを聞いた総支配人の顔色が変わり、彼は驚きよう愕がくの表情でキョウを見つめた。




キョウ：どうしたのだ？

ＧＭ：「あ、いえ、ちょっとその、御前様からお話が来たそうで……」

キョウ：ほう、御前から。それはちょうどよい、聞きたいことがあるのだが。

ＧＭ：「も、申もうし訳わけございません。御前様から何も話すな、協力するなとお達たつしが……」

キョウ＆凛々花：ええええええ!?（笑）

ＧＭ：「その、わたくしここで失礼させていただきますね」と、総支配人はそそくさと立ち去り、続けて従じゆう業ぎよう員いんたちが蜘蛛くもの子を散らすように去っていく。

キョウ：行ってしまった。そうか、金がないだけでは済すまぬのか……。

凛々花：……げ、元気出して。

キョウ：（肩かたを落として）うむ……。しかし余の手持ちは残り二〇円しかない。明日から昼はどうすればよいのであろう。

凛々花：あー…………。

キョウ：はぁ………。

凛々花：………お弁べん当とうくらいなら、作ってあげるけど。

キョウ：（目を輝かがやかせて）本当か!?

凛々花：うん……そのくらいならたいした手間じゃないし。

キョウ：おおお……！　これから一生、余のために飯を作ってくれるのか!?（一同爆笑）

凛々花：そ、そういう意味じゃないってば。それより、なんでそんなことになったの？

キョウ：よくわからぬのだが、御前の言いつけでな。結けつ構こう大変な人生を歩みそうなのだ。

凛々花：……そうなんだ。

ＧＭ：ところで、気づくと既すでに一七時を一五分過すぎています。

キョウ：おや、もうそんな時間か。東雲はルーズな奴やつなのか？

凛々花：そんな風には見えなかったけど……。




　約束の時間を三〇分過ぎても、東雲が姿を現あらわす気配はなかった。ただ、刻こつ々こくと時計の針はりだけが動き、時を刻きざんでいく。




凛々花：……フロントで聞いてみよう、かな。えっと、キョウくんはここで待ってて。

キョウ：うむ、ではゆるりと待とう。

凛々花：じゃあ、フロントに行ってホテルの人に聞くね。すみません、東雲という方がこちらに宿しゆく泊はくされてると思うんですが。

ＧＭ：「東雲様……ですか？　申し訳ございません、お客様のプライベートになりますので、お名前をお伺うかがいしてもよろしいでしょうか」

凛々花：藤堂凛々花です。

ＧＭ：「藤堂凛々花様……」と、フロントの女じよ性せいはしばらく確かく認にんしてから、「……東雲様は昨夜からお戻もどりではないようですが」と答えます。

凛々花：え？　昨夜……？

ＧＭ：はい、と彼かの女じよは頷うなずきます。恐おそらく滞たい在ざい費ひは前まえ払ばらいで払はらい込こまれているのでしょう、特に気にした様子もありません。

凛々花：あ、ありがとうございます。じゃあキョウくんのところに戻もどって……ねえ、昨夜から帰ってきてないんだって。

キョウ：なんと。どこをほっつき歩いておるのかのう。

凛々花：わかんない……。何か、あったのかな。

キョウ：そうだな。何かこういう調べものに強い奴やつがおればのう（と、風見を見る）。

凛々花：そんなに都合のいい人が……。




　キョウと凛々花が顔を見合わせる。その瞬間──視し界かいの端はしにある観葉植物の陰かげに、見覚えのある姿が映うつった。その姿は、とても──かわいい。




風見：はっはっはっ。ここで会長、ふたりと目を合わせるよ。にっこり。会長笑顔。

キョウ：おお、お主は会長ではないか！

凛々花：……え、か、会長!?　尾つけてたんですか!?（笑）

風見：会長だけじゃないよ？

凛々花：…………え？




　風見がロビーのガラス窓まどから見える庭へと視し線せんを向ける。釣つられてそちらを向いた凛々花の目の前で、池の水面が大きく波打った。



















斗月：庭の池から、水みず飛沫しぶきをあげて俺が出てくる。ザバーッ（一同爆笑）。

凛々花：お、お、お、お兄ちゃん───ッ!?（笑）

キョウ：むう、あれはなんなのだ!?　海うみ坊ぼう主ずか!?（笑）

風見：どう？　面白かったでしょ？

凛々花：なんにも面白くない！　……お兄ちゃん、こんなにびしょ濡ぬれになっちゃって。

斗月：……ム。俺は兄あに貴きだ。凛々花のためならどうということはない。

凛々花：そういう問題じゃないでしょ、もう。

斗月：……ところで、凛々花。ホテルで、一体何を…………？

凛々花：はっ！　あ、あの、えーっと……。

キョウ：今から別の男と合流して、三人で色々しようと思っておったのだ（爆笑）。

凛々花：キョウく────ん!?

斗月：（カッと目を見開いて）いろ……いろ……？

凛々花：ま、待って、ちょっと待って……（笑）。

キョウ：何をするかは言えんのだったな？

凛々花：そ、そうだけど、そうなんだけど……お願い、わたしに説明させて……（笑）。

風見：こりゃ面白い。あっはっはっは。

キョウ：本当のことを言ったまでだぞ？

凛々花：何がタチ悪いって、キョウくんが噓うそをついてるわけじゃないのが一番タチ悪い。もうツッコミ過ぎて疲れちゃうよ。ぜえぜえ（笑）。

風見：まあ落ち着いて、お水でも飲んで。

凛々花：あ、ありがとう。……それにしても、なんかもう隠かくしきれる自信がないし、喋しやべっちゃおうかなあ。東雲さんには怒おこられちゃう気もするけど……。




　すでに時じ刻こくは一八時三〇分をまわり、外は暗くなり始めている。

　だが、東雲がやってくる気配は一向になかった。




凛々花：……うん。ねえ、お兄ちゃん。わたし、昨日遅おそかったでしょ？

斗月：…………うむ。

凛々花：その──ちょっとトラブルに巻まき込こまれてたの。で、その時に助けてくれた人がいて、今日はその人とお話しようと思って来たのよ。東雲さん、って言うんだけど。

風見：なるほどねー、会長納なつ得とく。で、キョウくんも一いつ緒しよに巻まき込こまれたってことかな？

キョウ：うむ、夢ゆめでなければその通りだ。

斗月：…………だが、その男は来ていないようだが。

凛々花：うん……。昨夜から、ホテル自体に帰ってきてないみたい。

キョウ：ひとまずその東雲という男を捜さがしたいのだが、連れん絡らく先さきも聞いておらぬのでな。

凛々花：……わたしたちじゃ調べようがなくて。

キョウ：御前が何かしておらねば、余が鷺乃宮の力でなんとかするのだがのう。

風見：お金がないのは仕方ないよねー。で、昨夜のことについてもう少しくわしく。

凛々花：どのくらい話しちゃおうかな……。

キョウ：余は覚えていることは断片的に話そう。だが、自分の妙な力については一切話さぬ。そもそも、あれを自分の力だとは思いたくないのだ。

凛々花：……わたしも、理由は違ちがうけどキョウくんと同じかな。自分の力については伏ふせて、妙みような空間と怪かい物ぶつについてだけ話します。




　キョウも凛々花も自らがオーヴァードとなったことは伏せ、ただヨミと呼よばれる異い界かいに迷まよい込み、そこで怪物に襲おそわれ、東雲に救われたという事実だけを話す。それは、自分が化ばけ物ものじみた力を手にしたことを認みとめたくないという思いが働いたゆえなのだろうか。




風見：ふ～ん、面白そうな話だね。その東雲くんってのは、怪物ハンターか何か？

斗月：……ム。納得はする。まさか凛々花やキョウまで力に目覚めたとは思いもしない。

凛々花：昨日はそういう事情で遅おそくなったの。……噓うそついてごめんなさい、お兄ちゃん。

斗月：…………ム。大きな手で凛々花の頭をぽんぽんと撫なでる。無事で、よかった。

凛々花：……はぁ、安心する。さっきまでツッコミばっかりだったから（一同笑）。

キョウ：余も、余もぽんぽんしてやるぞ！（笑）

凛々花：う、うん。撫でられるのは嫌きらいじゃないよ（笑）。

風見：で、その東雲くんは約束を破りそうな人だったの？

キョウ：そんな風には見えなかったと思うぞ。

凛々花：うん、少し怖こわいけど、生き真面目まじめそうな人だった。

風見：ふむふむ……。東雲くんに、妙な世界に怪物。戻ってきたらキョウくんはお金がなくなってる、かあ。なんか調べてみたら面白そうだね？

凛々花：あの……会長？　危あぶないですし、あんまり首を突つっ込まない方が……。




　風見は頼たよりにはなるがオーヴァードではない。凛々花は不安げに制せいするが、当の風見は好こう奇き心しんを抑おさえられそうにはなかった。




風見：心配してくれるのは嬉しいけど、会長を止めることは誰にもできないんだよ。

凛々花：でも……。

風見：はっはっはっ、危あぶなくなったら逃にげちゃうよ。ま、ここは好きにさせてもらうよ！

凛々花：……はい。でも、十分気をつけてくださいね。

斗月：……凛々花、今日はもう遅い。そろそろ帰るぞ。

キョウ：まだ七時にもなっておらぬぞ。

斗月：…………遅い。

キョウ：そ、そうか。

凛々花：あ、うん……。わかったよ、お兄ちゃん。じゃあキョウくん、また明日学校で。

キョウ：うむ、弁当楽しみにしておるぞ。

ＧＭ：では、この日はひとまず解かい散さんということでシーンが終了します。







◆Middle04◆やっぱりお金がない！


Scene Player ─── 鷺乃宮キョウ






　東雲には会えず、聞きたいことも聞けないままに一日が過すぎた。

　そして──キョウにはまだ、金も送そう迎げい車しやもない。突とつ然ぜん激げき変へんした環かん境きように、さしものキョウも疲ひ労ろうの色を隠かくすことができなかった。




ＧＭ：では、次のシーンです。まずは翌よく日じつの昼休み、キョウと凛々花が自動登場。

キョウ：凛々花……その、昼飯は……（と、縋すがるような目で凛々花を見る）。

凛々花：昨日言ったし……ひとりぶん、お弁べん当とうを余よ分ぶんに作ってくるよ。きっと食事はお兄ちゃんと交代で作ってると思うし。……どうぞ、召めし上あがれ。

キョウ：おお……！　美味い、美味いぞ凛々花！　この米は魚うお沼ぬま産さんの最高級コシヒカリか!?

凛々花：スーパーで五キロ一二〇〇円で売ってたお米だよ。

キョウ：このソーセージはイベリコ豚ぶたであろう!?　なんと、タコの形をしておる！　いずれ名のある職しよく人にんが作ったに違ちがいないな！（一同笑）

凛々花：スーパーの特売品に包丁を入れただけなんだけど……嬉うれしそうだからいっか。

キョウ：うう、美味い、美味いぞ。これが愛あい妻さい弁当というものなのだなあ。

ＧＭ：「よかったなあ」「幸せな奴やつだな」と、櫛田や宮内は少し羨うらやましそうにしている。

凛々花：愛妻じゃないってば。ひとりぶん増ふやすくらいたいした手間じゃないだけだもの。

ＧＭ：とまあ、そんなこんなでなんとか放課後まで乗り切ります。今は教室にあなた方ふたりだけが残っていて、文化祭の準じゆん備びを進めているところです。

凛々花：他の子たちはもう帰っちゃったのかな。

ＧＭ：帰ったり、部活だったり、委員会だったり、色々ですね。

凛々花：そっか。じゃあキョウくん、ふたりでがんばろ。

キョウ：（かすれた声で）……ふう、はあ。もうすっかり疲ひ労ろう困こん憊ぱいだぞ。

斗月：疲つかれ切きってるな…………（笑）。

キョウ：制せい服ふくも自分で着たので、うまく着れずに裏うら表おもてが逆ぎやくなのだ。

凛々花：ひ、ひとりじゃ着き替がえもできなかったのね……。でも反はん抗こうせずに自分でやろうとする努力は認みとめてあげるべきなんじゃないか、って思い始めてる、わたし。

風見：多分それ、基き準じゆんが下がってるよ（笑）。

キョウ：もうずっと溜ため息いきを零こぼしておる。はぁ、御前は何を考えておるのかのう……。

凛々花：わたし、御前がキョウくんを自立させようとしてるように見えてきたよ（笑）。

キョウ：そうなのかのう。ふらふら。

ＧＭ：そんなやりとりをしていると、キョウはうっかり工具箱に躓つまずいて、できかけの大道具に突っ込んでしまいます。

凛々花：あっ、キョウくん危あぶない！

キョウ：なんと！　ではまた手をつくのを忘わすれ、顔面から突っ込む（笑）。




　疲ひ労ろうで足元がおぼつかないのか、注意力が散さん漫まんになっていたのか、あるいは両方か。工具箱に躓き、キョウは完成間近のお化ばけ屋や敷しきの書かき割わりに顔面から突っ込んでしまう。




ＧＭ：大道具にボコッと、キョウの顔面くらいのサイズの穴あなが開きます。

キョウ：……い、痛いたい。

凛々花：だ、大だい丈じよう夫ぶ……？　助け起こしてあげよう。

キョウ：い、痛いが、余はへっちゃらだ。それよりセットが……。

凛々花：セットより、まずはキョウくんだよ。大丈夫？　血とか出てない？

キョウ：それは大丈夫なのだが……セットを壊こわしてしまった。

凛々花：……うん。直すしかないね。

キョウ：（肩かたを落として）そうかぁ……。まあ、金もないし、買かい換かえたりはできんしな。余のせいだしな。頑がん張ばるか……。

凛々花：う、うん。わたしも手伝うから……ね？

ＧＭ：まあ凛々花もいますし、ふたりでやればすぐに補ほ修しゆうできます。

キョウ：凛々花、手が糊のりでベタベタになってしまったぞ。

凛々花：あ、ちょっと待ってね、ウェットティッシュが……。

ＧＭ：そこで教室の戸がガラガラッと開きます。入ってくるのは、部活帰りの櫛田です。彼かれはキョウを見ると、やれやれ、というような表ひよう情じようでウェットティッシュを渡わたしてくれる。

キョウ：輝は優やさしいのう。拭ふいてもらってよいか？（笑）

ＧＭ：「仕方ねえなあ」と笑いながら拭いてくれます。

凛々花：いい人だ！

ＧＭ：「ほい、次は自分でやれよ。しっかし、本当に金なくなっちまったんだなあ」

キョウ：……そうなのだ。もう余には何も残っておらぬのかもしれぬ。

ＧＭ：「んなことないだろ？」

キョウ：……そうなのか？

凛々花：そうだよ。今だって、お金がなくても大道具を直せたでしょ？

ＧＭ：「そういうことだよ」と櫛田がにかっと笑います。そうすると、また教室の戸が開く。

キョウ＆凛々花：お？




「おー、やってるやってる」「凛々花、キョウくんうまくできてる？」「セットぶっ壊こわしたりしてねーだろうな？」

　ひとり、またひとりと、用事を済すませたクラスメイトたちが教室に入ってくる。彼らは自分の担たん当とうする準備に戻もどったり、また差し入れを持ってきてくれたりと、様々な形でキョウと凛々花を気き遣づかってくれていた。




凛々花：……みんな、来てくれたんだ。

ＧＭ：「おお、これキョウが直したのか!?」「スゲエじゃん！　やりゃできんじゃん！」

キョウ：う、うむ。教えてもらったのだ。……金がなくとも、なんとかなるのだな。

凛々花：なんでもお金で解かい決けつしなくたって、工夫すれば色々できるでしょ？

キョウ：……本当だな！　さすが凛々花、余の嫁よめだけあって含がん蓄ちくがある！

凛々花：もう、嫁じゃないって言ってるでしょ（笑）。

ＧＭ：いつものやりとりに笑い声が上がりますが、ふと、好こう奇き心しんのうずいたクラスメイトが聞いてきます。「しかしキョウ、お前なんでそんなことになっちまったんだよ？」

キョウ：それが……余にもさっぱりわからん（笑）。

凛々花：おうちの人からは何も言われてないの？

キョウ：御前の命令でそうなった、としか言われておらぬのだ。とはいえ、直ちよく接せつ御前と話をすることも余にはできぬしなあ。

凛々花：そうなんだ……。

ＧＭ：御前、という名前を聞くと、クラスメイトたちも納なつ得とくした顔になります。「あー……御前かあ」「御前じゃ仕方ないよなあ」

キョウ：おぬしらもやはりそう思うか!?

ＧＭ：クラスメイトたちが「うちの親父おやじも、御前にゃビビってるなあ」「仕方ないよ、あたしのパパ、鷺乃宮系けい列れつの航空会社に勤つとめてるもん」「俺おれの親父が働いてるホテルも鷺乃宮の系列だぜ！」「僕ぼくの父さん、鷺乃宮グループのオモチャ会社勤きん務むだ」と、口々に。

凛々花：…………もう、この街まるごと御前の手の中なんじゃないかって気がしてきた。

キョウ：御前はすごいのだなあ……。

風見：さすが鷺乃宮だね。

ＧＭ：「あのさ、キョウ。こういうこと言うの、青春ドラマっぽくて嫌いやなんだけどさ」

キョウ：……む？




「金が無いから友達じゃなくなるってわけじゃないだろ」

　少しはにかみながら、陸上部一年・櫛田輝はそんなことを口にした。その言葉に合わせて、他のクラスメイトたちも口々に同意したり、頷うなずいたりする。




キョウ：輝……！　お前、マジか……!!

ＧＭ：「だって、キョウくん面白いし」「むしろ金がないと見み限かぎるとか思われてるほうがショックだぜ」「そうそう、関係ねーよな」

キョウ：う、うう……余は嬉うれしいぞぉ！　余もお前たちが大好きだぁ！　と、泣きながらひとりひとりにハグしていくぞ！

凛々花：ふふ。みんなお金とか関係なく、キョウくんが好きなんだよ。

キョウ：……凛々花もか？

凛々花：え？　うん、まあ……好きか嫌きらいかで言うと、好きだよ。

キョウ：……今なら結けつ婚こんできるということか!?（笑）

凛々花：言うと思った（笑）。それとこれとは話が別だからね。

ＧＭ：「おーい、イチャついてないでさっさと準備進めちゃおうぜ」

凛々花：い、イチャついてないよう！




　不器用ながら、教えられたことを素す直なおに実行しようとするキョウ。

　そんなキョウを面白がりながらも、優やさしく接せつするクラスメイトたち。

　お金だけではない、別の大切なもの──今のキョウには、それがわかる気がしていた。







◆Middle05◆暗雲


Scene Player ─── 雲雀風見






　キョウと凛々花が謎なぞの空間に迷まよい込こんだ時、彼らを助けてくれたという男・東雲。謎だらけのこの男に迫せまるため、禊みそぎ原はら高校創そう立りつ以来もっともかわいい生徒会長・風見が動き出す。




ＧＭ：では、風見のシーン。やはり侵しん蝕しよく率りつは上げなくて構かまいません。

風見：侵蝕率上がらないって気楽でいいなー。んじゃ、会長は色々調べものをしようっと。

斗月：俺も登場する。妹が怪かい物ぶつに襲おそわれたとか、そんな話を聞いてしまったしな。生徒会室を訪たずねて、無言で会長を見る。

風見：一いつ緒しよに来るの？　危き険けんかも、だよ？　鷺乃宮に関かかわる話かもしれないし。

斗月：……ム。それは会長も同じことだろう。

風見：会長は面白そうなことは見み過すごせないんだよ。

斗月：……妹が関わっている。兄あに貴きの俺が護らなくてどうする。

風見：ふむ、なるほどね。じゃ、好きにしたらいい。会長もそうするし。

斗月：……ム（頷うなずく）。

風見：というわけでＧＭ、まずは東雲くんって謎の人物から探さぐりたいんだけど、ＯＫ？

ＧＭ：ＯＫです。ちなみにどこで調べますか？

風見：会長は「コネ：要人への貸かし」がある。死んだお祖母ばあちゃんはむかしとても偉えらかったので、色んなコネがあるんだよ。今回は警けい察さつに協力を仰あおいじゃうかな。

斗月：………ム。さすがに、こういうことは頼たよれるな。

ＧＭ：了りよう解かいです。東雲について調べるための技ぎ能のうは〈情じよう報ほう：裏うら社会〉。難なん易い度どは13です。

斗月：それはかなり難むずかしいな！

風見：ダイスは８個こ振ふれるから、なんとかなるかも。……あ、クリティカル！




　判はん定ていの際さいに振ったダイスの目が10だった場合はクリティカルとなり、そのダイスをもう一度振って出目を足すことができる。これはクリティカルが出続ける限かぎり行う。




風見：おー、達たつ成せい値ちは19だよ。

斗月：素す晴ばらしい。いや、かわいい。

ＧＭ：では、まず東雲についての情報を提てい示じしましょう。




・本名不ふ詳しよう。様々な国の政せい府ふや軍隊と繫つながりがあり、その多くで危き険けん人物とされている。国によっては特Ａ級のテロリストとしてその足取りを追っている。




風見：わーお、そんなにヤバイ人だったんだ？　会長驚きよう愕がく。

ＧＭ：「……これは本ほん庁ちようの公安から聞いた話なんだがな」と、知り合いの警けい察さつ署しよ長ちようが危険人物であることを強調して、これ以上首を突つっ込こまないように釘くぎを刺さします。

風見：なるほどねー。で、この東雲くんは何してる人なの？

ＧＭ：「目的まではわからん。だがこの東雲という男、鷺乃宮家と敵てき対たい関係にあるらしい」

風見：ほう、鷺乃宮……ね。それも敵対関係ときた。

斗月：…………ム。

キョウ：ど、どういうことなのだ……？　御前の行動もそれが原げん因いんだったりするのか？

凛々花：……もしわたしたちがこの話を聞いたら、そう思っちゃうよね。

ＧＭ：「その鷺乃宮家でも、東雲について決定的な情報はつかめていない。わかるのは彼がどこにも属ぞくさない完全なフリーランスであること、とにかく危険人物だということだけだ」

風見：ふーん。会長はこの東雲くんに会いたいんだけど。なんかこの街にいるらしくて。

ＧＭ：「やめておけ。お前の愛あい嬌きようが通用する相手じゃない」

風見：そっか。まあ怖こわい人だったらこの斗月くんがなんとかしてくれるよ。

斗月：……その男には、俺の妹と──その友人が世話になった、らしい。鷺乃宮であることは伏ふせておく。

ＧＭ：「……そこまで突つっ込こんだことがわかるわけでもない。これ以上首を突っ込みたい話でもない。俺にも家族がいるからな」

風見：成なる程ほどねぇ。会長はレネゲイドのこともオーヴァードのことも知らないから、大たい抵ていのことは斗月くんで何とかなると思ってる。ヤクザとかでも勝てるよね、多分。

斗月：…………ム。ひとりやふたりなら、な。

ＧＭ：「とにかく、今日は帰れ。暗くならないうちにな」と、半ば追い出されるようにしてあなた方は警察署を出ます。

風見：そうするよ。ありがとー、おじさん。

斗月：…………感かん謝しやします。

ＧＭ：外に出てしばらくすると、不意にあたりから人の気配が消える。……ここで〈知覚〉の判定をお願いします。難易度は９。失敗すると、何者かの不意打ちを受けます！

斗月＆風見：え!?




　東雲という男は、どうやら風見や斗月が思った以上に危険な人物であるらしい。

　これからどうするか──今後のことを話しながら歩いていた時、不意にふたりは背せ筋すじが凍こおるような感覚に襲おそわれた。




風見：ちょ、ちょっと早すぎない？　会長驚愕！　んで判定は失敗しちゃった！

斗月：……ム、一回クリティカルして、達成値16。成功！

ＧＭ：では、斗月は執しつ事じ服ふくの男が襲おそい掛かかってくるのに気づきます。彼は手て袋ぶくろをしたまま、貫ぬき手てであなたを貫つらぬこうとする。

斗月：…………ム。反はん射しや的てきに身み構がまえ、応おう戦せんしよう。

ＧＭ：では──〈白兵〉で、難易度13の判定を行ってください。成功すれば、彼の攻こう撃げきを凌しのぎ、撤てつ退たいのチャンスをつくることができます。

斗月：……ム。〈白兵〉なら、大分成功の目があるな。……よし、９が出たのでぴたり13。貫手を捌さばきつつ、足を払はらって投げ飛ばす。




　斗月は咄とつ嗟さに体を開き、古こ武ぶ術じゆつ特有の流りゆう麗れいな動きで襲しゆう撃げき者しやの一いち撃げきをいなす。後方に投げ飛ばされた襲撃者だったが、彼もまた見事な体術で受身を取り、ふたりに向き直った。




ＧＭ：「ほう……思ったより、やる」と、襲撃者は感かん嘆たんの声を漏もらす。

斗月：……ム。俺ひとりなら応戦するが──と、会長を見る。

風見：今のうちに逃にげよう、斗月くん。

斗月：（頷うなずいて）……ム。

ＧＭ：「──逃にがさん」そう言って、襲撃者は《ワーディング》を展開します！

一同：えええええええええええええ!?




《ワーディング》とはオーヴァードであれば必ず持っている能のう力りよくのひとつであり、オーヴァード以外の存そん在ざいを無力化することができるエフェクトだ。

　──オーヴァードではない斗月と風見は、《ワーディング》の影えい響きよう下かにおいて、なす術すべなく無力化されてしまうのである。




斗月：…………そ、れは、どうしようも、ない。

風見：し、侵蝕率を上げなくていいのは気楽だなあ、とか、言ってたら……。

凛々花：そうだよね。相手がオーヴァードなら、一いつ般ぱん人じんが敵かなうはずないよ……。

キョウ：ど、どうなってしまうのだ？

ＧＭ：斗月と風見は、全身がマヒしたように動かなくなります。そして、襲撃者──執事服の男はゆっくりと歩あゆみ寄よってくる。

斗月：…………ッ！

風見：やばい、ね……。

ＧＭ：男はすっと貫手を構かまえる。「首を突っ込みすぎたな。あの男のことなど、忘れてしまえばよかったものを」

斗月：……あの、男……？

風見：それってまさか、東雲──。

ＧＭ：男の貫手は、あなた方ふたりの胸むな板いたを易やす々やすと貫つらぬく。




　男の貫手は、まるで刃やいばそのもののようにふたりを貫いた。鮮せん血けつが噴ふん出しゆつする。背せ中なかまで突つき抜ぬけたその手は、重要な臓ぞう器きをいくつも損そん傷しようせしめている。致ち命めい傷しようだ。

　意い識しきが途と切ぎれていく中、風見が最さい期ごに見たものは、男の服に着けられた特とく徴ちよう的てきなバッジ。

　──王おう冠かんに鷺をあしらった、この街で知らぬもののない意い匠しようの家か紋もんだった。




風見：さぎの、みや……。そう呟つぶやいて倒たおれる。

斗月：ごぼっと血を吐はいて、空を仰あおぐ。…………り、りか。




　風見が意識を手放した時、斗月もまた死の淵ふちにあった。手刀は確かく実じつに彼の肺はいを貫いており、最早その命はわずか。最期に彼は、声にならない声で、妹の名前を呼よんだ。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、ここでシーン終しゆう了りようです。

一同：死んだぁぁぁぁぁぁぁッ!?

斗月：ここで退たい場じようかー（笑）。

風見：いやあ、早かったね。ホラーやサスペンスで最初に殺される役のよう（笑）。

凛々花：お、お兄ちゃん……会長……。

キョウ：死んじゃった……。しかも鷺乃宮の関係者っぽい。余はどうしたらいいのだ……。

ＧＭ：ですが、物語は容よう赦しやなく続きます。








コネ　情報収集の判定の際、ダイスにボーナスを得るアイテム。技能ごとに別のコネが用意されている。











◆Middle06◆悪意の胎たい動どう


─── Master Scene






　黒い粘ねん液えきの滴したたり蠢うごめく、深い鍾しよう乳にゆう洞どうのような場所──ヨミ。

　その最深部で、今まさにひとつの巨きよ大だいな悪意が発動しようとしていた。




ＧＭ：では、次のシーンはマスターシーンです。ＰＣは今回登場できません。キャラクターにはわからないけどプレイヤーには公開されるシーン、ということになります。

キョウ：ほほう、なるほど。

ＧＭ：場所は黒い粘液の滴る鍾乳洞のような場所、ヨミです。その最深部には地ち底てい湖こがあり、そこには直径一〇メートルほどの黒い粘液がたゆたっている。

風見：うわぁ、不気味な光景だね。

ＧＭ：粘液の中央には燐りん光こうを漏もらす切れ目のようなものがあり、それはじわりじわりと開き始めています。──どうやら、直径二メートルほどの巨きよ大だいな単たん眼がんのようです。

凛々花：ほ、ほんとに気持ち悪い……。




　その地底湖の前に、ひとり佇たたずむ老人の姿すがたがある。仕立てのよいスーツを着、アスコットタイを締しめた老ろう紳しん士しだ。綺き麗れいに撫なで付つけた真っ白な髪かみ、そして顔に刻きざまれた年輪は隠かくせないが、ピンと伸のびた背筋は年ねん齢れいを感じさせず、猛もう禽きんを思わせる精せい悍かんな顔立ちは活力に満ちている。

　──鷺乃宮家当主、鷺乃宮玉皇。人呼んで、御前。




キョウ：……御前!!　とうとう出てきた！　し、しかし一体何を……!?




ＧＭ：「マガツヒよ、エサをくれてやるぞ。ワシのために精せい々ぜい肥こえ太ふとるがいい」御前は低く笑いながら、黒い粘液に手をかざします。ここで彼はＥロイス〝衝しよう動どう侵しん蝕しよく〟を使用する。




　Ｅロイス──エグゾーストロイスとは、衝動に飲のみ込こまれて理り性せいを失い、怪かい物ぶつとなったオーヴァード──即すなわちジャームの持つ妄もう執しゆうが生み出す、凶きよう悪あくな力だ。それはまるでジャームの歪ゆがんだ精せい神しんそのものを具ぐ現げん化かするかように、様々な──そして人知を超こえた影えい響きようを及およぼす。




ＧＭ：黒い粘液──マガツヒは衝動を刺し激げきされ、《失われた隣りん人じん》＋《神速の鼓こ動どう》を使用。開きかけたその目から、普ふ通つうの人には見えない、細かい黒い雪のような粒りゆう子しを放つ。

キョウ：な、何が起こるのだ……？

ＧＭ：黒い雪は白しら鷺さぎ市全体に降ふり注そそぎはじめる。




　ちょうど白鷺市は夕ゆう刻こく──沈しずみゆく陽ひに照らされて、街ゆく人々の影かげは長く伸のびていた。その影に、マガツヒから放たれ、降り注ぐ黒い雪が触ふれたとたん、その部分の影だけが水すい滴てきを落としたように、消えた。それは建物や木々をすりぬけ、屋内や物もの陰かげに居いる人にも平等に降り注いでいく。

　ぽつ、ぽつ。黒い雪は街中に降り注ぎ、人々の影に穴あなを穿うがってゆく。

　やがて、黒い雪は禊原高校にも降り始める。

　校内の人たちの影が、少しずつ、少しずつ、削けずられてゆく──。




「そうだ、その調子だ。力を──もっと力を！」

　その光景をどこかから見ながら、御前は哄こう笑しようしていた。








〝衝動侵[image: 蝕]〟　《ワーディング》を通じて狂気を周囲に伝染させ、対象に衝動判定を行わせるＥロイス。

《失われた隣人》　対象に指定したキャラクターを認識できなくさせるオルクスのエネミーエフェクト。

《神速の鼓動》　振動波を利用し、エフェクトを拡大するハヌマーンのエフェクト。











◆Middle07◆黒い雪


Scene Player ─── 鷺乃宮キョウ






　友達にお金の有う無むは関係ない。当たり前だが、とても素す晴ばらしい言葉だ。

　放課後の教室で、キョウはそのことをひしひしと実感していた。

　──異い変へんが起こったのは、ちょうどその時である。




ＧＭ：では、シーンは変わって放課後の教室です。キョウと凛々花は自動登場。

凛々花：はーい。さっきのシーンから直接続いてるのかな？

ＧＭ：そういうことです。キョウが友人の大切さを学んだ直後（笑）。

キョウ：うおー、余はお前らが大好きだぞ！

ＧＭ：そうしていると、キョウと凛々花には妙みようなものが見え始めます。それはまるで黒い雪のようで、教室の中だというのに構かまわずぱらぱらと降っています。

キョウ：な、なんだこれは。

凛々花：わたしたちには見えるの？

キョウ：ふうむ。輝、これはなんであろうな？

ＧＭ：「は？　どれ？」輝はきょとんとしています。彼には見えていないようです。

キョウ：なんと、見えておらぬのか。

凛々花：どういうことかしら……。

ＧＭ：その雪が輝の影に触ふれた瞬しゆん間かん、触れた部分の影が欠け落ちます。

凛々花：な、なにこれ……？

キョウ：輝……だ、大丈夫なのか？　なにか変なことになっておるぞ？

ＧＭ：キョウに声を掛かけられて振ふり返かえるのですが、輝はきょとんとした顔をしています。

キョウ：……て、輝？

ＧＭ：「……は？」と、櫛田は怪け訝げんそうな顔をする。

キョウ：輝よ、身体に何か不調はないか？

ＧＭ：「……いや、誰だれだよ、お前」

キョウ：…………え？




　冗じよう談だんかと思った。だが、その表情は完全に、見知らぬ人を見る目だ。

　先ほどまで笑いあっていたはずの友達が、今、自分を誰何すいかしている──。




凛々花：く、櫛田くん？

キョウ：何を……言っているのだ？　余の顔を見忘わすれたのか？　尚志、なんとか言うてやれ。なんだか輝がおかしいぞ？

ＧＭ：宮内も怪訝そうな顔をし、櫛田を指差して言います。「……キョウ、そいつ誰だ？」

キョウ＆凛々花：えええええええ!?




　異変は、櫛田と宮内のふたりだけに留とどまらなかった。

「あなた……誰だったかしら」「凛々花、隣となりの男の子だあれ？」「──ここ、一体どこ？」




凛々花：や、やだよ……。なにこれ……。

キョウ：一体何が起こってるのか見当もつかんぞ！

ＧＭ：様子のおかしいクラスメイトたちの影かげは、輝と同じように不自然に欠けています。丸く、水すい滴てきを落としたような形に穿うがたれている感じです。

キョウ：……この黒い雪か。

ＧＭ：そうです。雪が影に触れると、その部分がぽぅ、と消える。

凛々花：だ、だって、さっきまで、「キョウは仕方ないなあ」とか、「お金なんか関係なく友達だよね」とか、そんな風に……。

キョウ：は、はは……。これは、なんの、サプライズ、なのだ……？

凛々花：……そうだ、わたしとキョウくんの影は？

ＧＭ：正せい常じようです。黒い雪が触れても、あなた方には何の影えい響きようもありません。

凛々花：……それって、オーヴァードだから、だよね。多分。

ＧＭ：はい。ですが、身体からだの中で何かがザワザワと蠢うごめくような感覚があります。

キョウ：……眼めが、痒かゆいのう。そう言って眼をこすると、血が流れている。

凛々花：キョウくん！

キョウ：手についた血を見ながら、怪かい物ぶつとの戦いを思い出し始める。……あれは、夢ゆめではないとでも言うのか……？

凛々花：ど、どうしよう……。

ＧＭ：そこで、今度は凛々花に異い変へんが起こります。

凛々花：わ、わたし？

ＧＭ：はい。……胸むねに──心しん臓ぞうに、強い痛いたみを感じます。それは激はげしい運動をしたあと、などの比ひではなく、移い植しよくを受ける前、学校に行くことさえままならなかったころの痛みです。

凛々花：────ッ!!




　クラスメイトたちの異変に続き、凛々花は激しい痛みに襲おそわれた。

　心臓が、締しめ付つけられるように痛み、苦しい。立っていられないほどの苦く痛つうを覚え、たまらず凛々花はしゃがみ込こんだ。

　否いや応おうなく、凛々花の胸きよう中ちゆうを恐きよう怖ふが埋うめ尽つくす。それは、かつて味わっていた恐怖。

　心臓が弱く、いつ死ぬかわからない難なん病びようを抱かかえていた頃ころの記き憶おくだ。




凛々花：（涙なみだ声ごえで）やだよお、怖こわいよお……。なんで、どうして今いま頃ごろ……？

キョウ：凛々花、どうした……!?　大丈夫か、凛々花……！　両目が凄すごく痛くて、血を流しているのだが、お構かまいなしに凛々花を助け起こすぞ。

ＧＭ：そんなあなた方を気き遣づかう余よ裕ゆうもないのか、クラスメイトたちもそれぞれパニックを起こしています。あるものは隣りん人じんが誰だかわからず、あるものはここがどこだかわからない。

風見：携けい帯たいをいじりながら、「これ何だっけ、何だっけ……」って言ってるとか。

斗月：……これはホラーだな。

凛々花：胸を押おさえて苦しみながら、周りのそんな様子を見てる。でも何もできなくて、息を殺すように泣き続ける。

キョウ：凛々花……大丈夫か、凛々花……。

凛々花：キョウ、くん……。

ＧＭ：クラスメイトたちは、影が欠けるごとに混こん乱らんを深めていきます。奇き声せいを上げながら喉のどを搔かき毟むしったり、わけもわからず暴あばれ始める奴やつもいる。

キョウ：皆みな落ち着くのだ！　余は怖がっておるぞ！　このままでは泣くぞ！（一同笑）

ＧＭ：しかし、あなたの目の前に、もっと怖がって泣いている女の子がいます。

キョウ：り、凛々花……。待っておれ、今医者を呼んでくるからな。

凛々花：い、行っちゃやだ。怖いの、ひとりにしちゃやだよ……。

キョウ：しかし、このままでは……！　余は、余は皆を救いたいのに……！




「やはり、金がなくては救えぬのか？　ヒーローになど……なれぬのか？」

　拳こぶしを握にぎり締しめ、煩はん悶もんするキョウ。──その時、窓まどの外から異い音おんが聞こえてきた。




ＧＭ：では、その瞬しゆん間かんに窓の外からヘリのローターが回転する音が聞こえます。

キョウ＆凛々花：ヘリ!?

ＧＭ：「よくぞ言った、キョウよ。それでこそ我が孫だ！」

キョウ＆凛々花：えええええええええ、御前───ッ!?




　突とつ如じよ聞こえたローター音。それは、教室の窓のすぐ外に滞たい空くうする輸ゆ送そう用ヘリのものだ。機体には大きく鷺乃宮の家か紋もんが刻きざまれ、開いたドアからひとりの老人が身を乗り出している。

　この老人こそ、御前こと鷺乃宮玉皇──。




ＧＭ：「久ひさしいなあ、キョウよ」

キョウ：御前！　もう誰でもよい、凛々花を、みんなを助けて欲しいのだ!!

ＧＭ：「フム……。そうだな、お前の抱かかえているその子は専せん門もん医いでないと処しよ置ちは難むずかしいだろうねえ。鷺乃宮の病院に連れて行こう。他の子も一いつ緒しよにね」

凛々花：怖い……。

キョウ：人手が足りぬ！　人を寄よ越こしてくれ！

ＧＭ：「うむうむ。すべてお祖父じいちゃんに任まかせておきなさい」そう言うと、鷺乃宮のメイド軍ぐん団だんが教室に現あらわれ、クラスメイトたちをヘリに乗せていく。なお、御前もメイドたちも、影が欠けることも、異変が起こることもありません。

凛々花：この人たちもオーヴァードなの……？

キョウ：すまぬ、御前。助かるぞ。

ＧＭ：「だが、この子たちを本当に助けるには──お前の力が必要だ、キョウ」

キョウ：友達を助けられるなら、余は何でもするぞ！

ＧＭ：「いい答えだ」キョウの答えを聞いて、御前は我が意を得たりとばかりに笑います。「では、彼かの女じよと一緒にこちらに乗のり込こむがいい」

キョウ：すまぬ。学校のみんなも頼たのむ。そう言って、凛々花を抱だいてヘリに乗り込むぞ。




　キョウと凛々花、そしてクラスメイトを乗せたヘリが飛び立つ。

　苦しむ凛々花を抱かかえるキョウの真向かいで、御前は満足そうに微笑ほほえんでいた。




ＧＭ：「大分苦労をしたようだな、キョウ。だがそのおかげか、いい表情になっている」

キョウ：……きっと皆のおかげだ。余は金がないと、皆がおらねば何もできなんだ。

ＧＭ：「フム。……キョウ、お前から金を取り上げたのには三つの理由がある」

キョウ：三つもあるのか！

ＧＭ：「ひとつはお前の自立心を養やしなうこと。よくくじけずにいたね」

斗月：何で最初からやらなかったんだろう……（笑）。

ＧＭ：「もうひとつは、金など関係ない、きちんと信しん頼らいに足る仲間を作れているかどうか」

キョウ：それはいっぱいいるぞ！

ＧＭ：「うむ。お祖父ちゃんは嬉うれしい。そして最後に、何故なぜ今になってそうしたのか──」

キョウ：それが一番聞きたいぞ！

ＧＭ：御前はニタァと笑います。「お前にはもう金とは関係ない力があるだろう？」

キョウ：……咄とつ嗟さに血を流す眼を押さえてしまうぞ。

ＧＭ：「そう、それだ」




　歓かん喜きや愉ゆ悦えつさえ感じられる笑顔を浮うかべ、御前はキョウに指を突つきつける。

「その力だ。レネゲイド──超人オーヴアードの力だよ、キョウ」




キョウ：……御前よ。余の身体はいったいどうなってしまったのだ？　血を操あやつったり、骨ほねを刃にしたり……夢ゆめではないのか？

ＧＭ：「それがお前の力なのだよ、キョウ。血を操るブラム＝ストーカー・シンドローム、そして肉体を自じ在ざいに変化させるエグザイル・シンドローム、このふたつがね」

凛々花：わたし、喋しやべれないけど胸を押さえながら話は聞いておきたい。

ＧＭ：それは構いません。御前は更さらに説明を続けます。「その能のう力りよくは、レネゲイドと呼よばれる特とく殊しゆなウィルスに感かん染せんして得るものだ。たとえばそう、その少女」と、凛々花を指す。

凛々花：わ…………た、し……？

キョウ：凛々花、無理はいかんぞ。

ＧＭ：「ウム。彼女は己おのれの因いん子しを周囲に散さん布ぷして現げん象しようを操るオルクス・シンドロームだ」

キョウ：ウィルスとかシンドロームとか、余や凛々花は病気なのか？

ＧＭ：「いいや。レネゲイドはウィルスだが、病気ではない。ありていに言えば、お前はヒーローになったのだよ、キョウ。それはヒーローのための力だ」

キョウ：ヒーロー……。この力で、余は凛々花や皆を守れるのか……？

ＧＭ：「そのとおり。お祖父ちゃんはお前をヒーローにするために来たのだからね」

凛々花：何も言えない……けど、苦しそうに胸を押さえて、お兄ちゃん、と呟つぶやく。

キョウ：凛々花…………。うむ。余は御前を信じる！　ヒーローになって皆を助けるぞ！

ＧＭ：「──それでよい」




　夕焼けの中、ヘリは鷺乃宮が経けい営えいする総そう合ごう病院に向かって飛んでいく。

　果たして御前の思おも惑わくはどのようなものなのだろうか……？




　　　　＊　　　＊　　　＊




凛々花：連れてかれちゃった……。

風見：いやー、今のは仕方ないね。あれは御前を信じちゃうよ。

キョウ：余の聞きたいことを全部教えてくれたからのう……。

ＧＭ：では、キョウと凛々花が連れて行かれたところでシーンを終了します！







◆Middle08◆新たなる覚かく醒せい


Scene Player ─── 雲雀風見






　鷺乃宮の紋もん章しようをつけた執しつ事じ服ふくの男に襲おそわれ、斗月と風見は血の海に沈しずんだ。

　男は、血のりを拭ぬぐいながらふたりにとどめを刺さそうとする。

　その時──彼かれらの身体に、マガツヒから放たれた黒い雪が降ふり注そそいだ。




ＧＭ：では、視し点てんが変わって風見と斗月のシーンです。

斗月：…………ム。

風見：あれ、斗月くんと会長は死んじゃったんじゃないの？（笑）

ＧＭ：いえ、まだ死んでいません。あくまでも「まだ」ですが。




　降り注ぐ黒い雪は、斗月と風見の影かげと身体に溶とけ込こむようにして消えていった。──それは、彼らふたりの奥おく底そこにある衝しよう動どうを刺し激げきする。

　──レネゲイド。

　人間を超人オーヴアードにするウィルスが、ふたりの身体の中に侵しん蝕しよくを始めた。




風見：これは、会長たちもここでオーヴァードに覚醒するってことかな？

ＧＭ：さあ、それはどうでしょう。オーヴァードとして死の淵ふちから這はい上あがるか、このまま命を落とすか、今から判はん定ていしてもらおうと思います。

一同：えええええええええ!?

ＧＭ：「生きたい」という強い意い志しがあれば立ち上がることもできるでしょう。しかし痛いたみや死の恐きよう怖ふに屈くつしてしまえばそれまでです。というわけで、ふたりとも〈意志〉で難なん易い度ど12の判定をしてください。成功すれば、オーヴァードとしてこの場で即そく座ざに蘇よみがえります。

風見：な、難易度高いね。……ちなみに、失敗したらどうなるの？

ＧＭ：（きっぱり）即座にジャーム化します。

一同：えええええええええええ!?

風見：うわー、失敗したら終わりか。随ずい分ぶん苛か烈れつだった。

凛々花：が、がんばって、ふたりとも！

キョウ：ここでふたりまでいなくなってしまったら、余は絶対泣くぞ（笑）。

斗月：…………俺おれがここでいなくなったら、妹は──凛々花はどうなる。俺はあいつの兄あに貴きだ。あいつを守る義ぎ務むがある。

風見：会長もこんな所で終わりたくないねえ。まだ鷺乃宮について、何も知らないも同じだし。それにこんなにかわいい会長が失われるなんて、人類の損そん失しつだよ？（笑）

ＧＭ：では、判定をどうぞ！




　斗月は只管ひたすらに妹のため。風見はその好こう奇き心しんと強い自じ我がのため。死ぬわけには行かないと、意志の力で起き上がろうとする。

　ワンチャンスの賭かけ。その結果は──。




風見：……お、クリティカル！　出目が25で、思い出の一品があるので達たつ成せい値ちは26！

斗月：俺もクリティカルだ。出目は24で、〈意志〉が３レベル。達成値は27！

キョウ＆凛々花：おおー！

ＧＭ：では、ふたりとも立ち上がることができます！　目の前にはほんのわずか、驚きよう愕がくに眉まゆを動かす執事服の男。そして、周囲には黒い雪のようなものが降り注いでいる。

凛々花：そっか、オーヴァードになったから見えるんだ。

斗月：……ム。どうやら、凛々花を悲しませずに済すんだか。

風見：こんなところで何も知らないまま退たい場じようなんてゾッとしないもんね。会長ふっかつ！　それにしても、この黒いのはなんだろね。

斗月：さぁな。それより──と、執事服の男を睨にらむ。

ＧＭ：「……ほう」と、あなた方が起き上がるのを見て執事服の男が眉を動かします。「まさかふたりとも覚醒するとは。こういうこともあるのだな」

風見：覚醒、ねえ。なんか色々聞きたいことが増ふえちゃったかも。

ＧＭ：「何も言うつもりはない。もっとも、生かして帰すつもりもない」

斗月：………ム。あちらはやる気だ、会長。

風見：みたいだね。……ＧＭ、ひょっとして戦せん闘とう？

ＧＭ：はい。ですが、ここからはふたりともキャラクター作成時に設定したシンドロームやエフェクトを使用可能です。また、当然ながら《ワーディング》の影響も受けません。

斗月：……ム。構かまえを取るとしよう。

風見：会長はかわいく微笑ほほえむよ。




　構かまえた斗月の両りよう腕うでに、戦せん国ごく武む者しやが着けていたような籠こ手てが顕あらわれ、その足元が重力によってわずかに陥かん没ぼつする。また、風見はいつしか甘あまい芳ほう香こうを漂ただよわせる風をまとっていた。




ＧＭ：「バロールとモルフェウスのクロスブリード、それにハヌマーンとソラリスのクロスブリードか。……少し面めん倒どうだな」そう呟つぶやいた執事服の男が指を鳴らすと、どこからともなく武ぶ装そうしたメイド軍ぐん団だんが現あらわれる。

斗月：……後れを取るなよ、会長。

風見：任まかせてよ。会長はなんたって会長だからね！

ＧＭ：というわけで戦闘に入ります！　敵てきは執事服の男と、武装メイドトループ１体！




　力に目覚めて間もなく実戦を強いられる斗月と風見。だがふたりの秘めていた力は、鷺乃宮の執事と武装メイドが思った以上に強力なものだった──！




























ＧＭ：それでは、第一ラウンドです。行動値は執事服の男が８、武装メイドが９。セットアップは特に何もありません。

斗月：……ム。こちらも特にない。

風見：会長もないよー。

ＧＭ：では、まず武装メイドが重力弾を斗月に放つ。《黒の鉄槌》＋《パラライズ》で、達成値は17！

斗月：……ム、一度クリティカル。達成値19で回避成功だ。古武術で鍛えた見切りで、その攻撃をいなす。

風見：ひゅう、やるねえ。

斗月：……俺の番だな。マイナーでエンゲージし、《コンセントレイト》＋《インスタントボム》その他でまずはメイド軍団を攻撃する。……達成値は22だ。

ＧＭ：こちらは《イベイジョン》なので回避失敗！

斗月：ダメージは……うむ、出目がいい。31点、装甲無視。

ＧＭ：くっ、それで武装メイドは全滅！

斗月：掌打を腹に打ち込み、打突の勢いそのままに投げを打つ。




「藤堂流──〝弧月〟！」

　宙を舞う敵の身体が、まるで三日月のような軌道を描いて放り投げられる。藤堂流古武術の妙技が、オーヴァードとしての力を得て更に研ぎ澄まされ、瞬時に武装メイドたちを無力化していた。




ＧＭ：くっ……では次は執事服の男です。彼は近づいた斗月に貫手を放つ。《コンセントレイト：ブラックドッグ》＋《アームズリンク》で、達成値は25！

斗月：ム……！　ドッジは失敗。

ＧＭ：ダメージは……くっ、低い。27点！

斗月：……ム。それでは俺は倒れん。

風見：ひゅう、やるねえ斗月くん。んじゃ、会長もいこうかな。《絶対の恐怖》中心に組み合わせた精神攻撃を執事に撃つよ。達成値は26。

ＧＭ：く……それは《球電の盾》を使用してガード！

風見：おっと、ならダメージはかわいく23点。これじゃ倒せないかな。

ＧＭ：ガード値を引いたらかすり傷ですね。しかし、予想外に斗月たちが強いことにわずかに動揺を見せます。──本来なら次のラウンドですが、ここで彼のすぐ傍で空間が歪む。

斗月：……ム？

風見：何が起こるの？

ＧＭ：空間を裂さくようにして、そこからコートを着た眼鏡めがねの男が現あらわれる。

キョウ＆凛々花：!!




　突とつ如じよとして現れた男は、その右みぎ腕うでを異形の鉤かぎ爪づめへと変え、執事服の男に一いち撃げきを繰くり出だす。吹ふき飛とばされながら、執事服の男は喉のどから声を絞しぼり出した。

「貴き様さま……東雲！」




風見：……この人が東雲くん？　会長たちを助けてくれたわけ？

斗月：……ム。

ＧＭ：「……くっ、不覚！」形けい勢せい不利と見たか、執事服の男は《瞬間退場》でその場を撤てつ退たいします。戦闘はここで終しゆう了りようです。

風見：おー。でも侵しん蝕しよく率りつは54まで上がっちゃった。いきなり追いつきそう（笑）。

斗月：…………ム、俺も55まで上がった。しかし──。




　窮きゆう地ちを脱だつした斗月と風見の視し線せんが、東雲と呼よばれた男に注がれる。彼は右腕を人のそれへと戻もどすと、ふたりに向き直った。




斗月：…………あんた、東雲──か？

ＧＭ：「そうだ。──お前たちは鷺乃宮香と藤堂凛々花の関係者だったな」

斗月：…………ム。頷うなずく。

風見：関係者っていえばそうかもね。ここにいる斗月くんは凛々花くんのお兄さんだし、会長はまあ、会長だから。

凛々花：それ、説明なの……？（笑）

斗月：……だが、ちょうどいい。あんたには聞きたいことがある。

風見：会長もー。この変な力とか、今降ふってる黒い雪とか、それに、鷺乃宮に関してとかね。

ＧＭ：「……わかった。ひとつずつ話そう。まずは、その力──レネゲイドについてだ」




　東雲は、レネゲイドの基き本ほん的てきな知ち識しき──いくつかのシンドロームに分かれ、発はつ症しようするシンドロームによって能のう力りよくが変わることや、侵蝕され、ジャームとなってしまう恐おそれを搔かい摘つまんで斗月と風見に伝える。




ＧＭ：「──そして、レネゲイドの力を得たものをオーヴァードと呼よぶ。お前たちや私わたし、そして──鷺乃宮香、藤堂凛々花のようにな」

斗月：…………凛々花も、か。

ＧＭ：「肯こう定ていだ。私は彼らに一度命を救われている」

風見：なるほどねー。……で、さっきから散ってるこの黒いのはなに？

ＧＭ：「この街に古くから存そん在ざいする強力なレネゲイドが散さん布ぷし、人々に禍わざわいを与あたえるものだ。──その性せい質しつから、穢けがれを撒まき散ちらす日本神話の神と同じ名、マガツヒと呼ばれている」

風見：会長オカルト好きだから知ってる。でもそんな神様みたいなの、本当にいるんだ。

斗月：…………ム。ひとまず黙だまって聞いている。

ＧＭ：「この黒い雪は、いわば黄泉ヨミの穢れだ。人が触ふれると、影と記き憶おくを失い──最終的にはヨミに引ひきずり込こまれ、マガツヒに喰くわれ、ジャームとなる。捨すて置おけば──」




「この白鷺市だけではない、日本が、否いな、最終的にはこの世すべてが穢れに覆おおい尽つくされ、ジャームの跋ばつ扈こする地じ獄ごくそのものとなる」




斗月：………ムゥ。

風見：うっわー、レネゲイドってそんなにすごいんだ。思わず自分の手を見ちゃうよ。

ＧＭ：「マガツヒは特別だ。通つう常じようのレネゲイドにそこまでの力はない」

風見：そうなんだ？　じゃあ、何でこんなことが起こってるわけ？

ＧＭ：「鷺乃宮玉皇だ。奴やつはマガツヒの力を無理矢理引き出し、手に入れようとしている」

キョウ：ここでも御前が！

斗月：…………なぜ、そんなマネを。

ＧＭ：「マガツヒ──神の名を冠かんされるほどのレネゲイドの力を手にすれば、その戦せん闘とう力りよく、影えい響きよう力りよくは計り知れん。手に入れようとする輩やからが現れても不思議ではない」

風見：アレだけお金持っててまだそんな力が欲ほしいのかー。つくづく鷺乃宮家はすごいね。

キョウ：むむむむ……。

斗月：……で、あんたの目的はなんだ？

ＧＭ：「私の目的はマガツヒを滅ほろぼすことだ。……もうそろそろお喋しやべりは良いだろう。これ以上はお前たちには関係ない。早々に街を離はなれることだ」

斗月：…………ム。それは、できん。妹を置いてはいけない。

ＧＭ：「──鷺乃宮香と藤堂凛々花は、鷺乃宮玉皇の手に落ちた」

斗月：無言で息を吞のむ。

ＧＭ：「街から出ろと言ったはずだ。みすみす危き険けんに飛とび込こむ必要はない」

斗月：……妹は、身体が弱い。

ＧＭ：「…………だが、相手は非ひ常じように危険だ」

斗月：……危険だろうがなんだろうが、関係ない。凛々花は──俺のたったひとりの、妹だ。（いつになく語気を強め）凛々花の居い場ば所しよは？　見当がついているのか？

ＧＭ：「……言ってどうする。行くつもりなのか」

斗月：居場所を、聞いているんだ。

ＧＭ：「……妹を悲しませるようなことをするな。彼らは私が助ける」

斗月：俺は、兄貴だ。




「兄貴は、妹を助けるものだ。三度目だ、東雲。凛々花の居場所はどこだ」

　強い、とても強い眼まな差ざしと語気。それは、斗月の妹への思いをなにより示しめしている。

　──数秒の沈ちん黙もくのあと、東雲は口を開いた。




ＧＭ：「妹の──家族のために命を捨すてる覚かく悟ごか」

斗月：ああ。だがそれだけじゃない。俺はあんたに助けられた。借りを返すのは当然だ。

ＧＭ：「……………」東雲はしばし口をつぐむ。

風見：ねえ、東雲くん。鷺乃宮の御前くんは、キョウくんや凛々花ちゃんを使って一体何をしようとしてるの？

ＧＭ：「少年には特別な力がある。彼から拠より所どころを奪うばい、ジャームへと堕おとすことで、鷺乃宮玉皇はその力をフルに使おうとしている」

斗月：……拠り所、か。つまり──凛々花も危あぶない、ってことか。

風見：なるほどねー。んじゃ、キョウくんを追っかければ自動的に鷺乃宮の謎なぞに近づける、ってわけだ。会長納なつ得とく！

ＧＭ：「……だが危険だ。好こう奇き心しんだけで関かかわっていいものではない」

風見：止めても好きにするよ？　会長から好奇心をなくしちゃ、会長じゃなくなるもの。

斗月：…………ム。俺も、行くぞ。兄貴として、妹を見み捨すてることなどできん。

ＧＭ：「………………」




　数秒の沈ちん黙もくを経へて、東雲は小さな嘆たん息そくと共に呟いた。

「……名前を聞いていなかった。共に行動するなら、知らないのは不便だ」




斗月：…………藤堂、斗月だ。

風見：会長は雲雀風見だよ。……一いつ緒しよに行ってくれる気になったんだね？

ＧＭ：「止めても無む駄だなのだろう。ならば、協力した方が生せい存ぞん率りつは上がる。──行くぞ。目的地は鷺乃宮総そう合ごう病院だ」

風見：おっけー、それじゃよろしくね、東雲くん！

斗月：…………よろしく頼たのむ。

ＧＭ：では、そこでシーンを終了しましょう。








バロール　魔眼と呼ばれる球体を生み出し、重力を操作するシンドローム。

モルフェウス　物質をまったく別の物に変化させることのできるシンドローム。

ハヌマーン　超スピードを発揮し、それによって波や振動を操るシンドローム。

ソラリス　体内で特殊な化学薬品を生成し、様々な効果を得るシンドローム。

《黒の鉄槌》　局所的に重力を発生させて押しつぶすバロールのエフェクト。

《パラライズ》　相手の足を石化させて動きを止めるモルフェウスのエフェクト。

《インスタントボム》　触れた箇所を爆発物に変え、爆発させるモルフェウスのエフェクト。

《アームズリンク》　武器と神経を結線することで攻撃の精度を上げるブラックドッグのエフェクト。

《絶対の恐怖》　対象に幻覚を見せるソラリスのエフェクト。

《球電の盾》　対象を球電で包み、攻撃から守るブラックドッグのエフェクト。

《瞬間退場》　その場から瞬時に退場するエネミー専用のエフェクト。











◆Middle09◆藤堂凛々花救出作戦


Scene Player ─── 藤堂斗月






　鷺乃宮総合病院。ここに運はこび込こまれた凛々花は、キョウと引ひき離はなされ、最上階にある個こ室しつのベッドに寝ねかされていた。一いつ旦たん症しよう状じようは落ち着き、今は静かに寝ね息いきを立てている。

　その凛々花を奪うばい返かえすため、正面から乗のり込こもうとする三人の姿すがたがあった。




ＧＭ：では、斗月と風見、そして東雲が乗り込んでくるシーン。鷺乃宮総合病院に三人が突とつ入にゆうするところからシーンを開始します。




　鷺乃宮総合病院。大きな大学病院がすっぽり四つは入ってしまいそうな巨きよ大だい病院である。

　玄げん関かんロビーには歴代院長の写真が飾かざられ、そのすぐ横に巨大な──二メートルほどもある鷺乃宮玉皇の肖しよう像ぞう画がが飾られている。




凛々花：大きいなあ……病院も肖像画も（笑）。

キョウ：院長よりデカいのかー。お祖父じいちゃん、ぐいぐい前に出るなぁ（笑）。

風見：さて、どうするの？　正面から乗り込んで大だい丈じよう夫ぶ？

斗月：…………ム。俺はもうそのつもりだった。

ＧＭ：「鷺乃宮の病院なら、何が出てきてもおかしくはない。──乗り込むぞ」そう言うと、東雲は両腕を武ぶ器きに変化させる。その瞬しゆん間かん、あなた方の周囲を殺気が取とり巻まきます。

風見：……お、なんか出てくる？

ＧＭ：はい。病院を守る鷺乃宮の私し兵へいです。ここを突とつ破ぱするには、なんらかのエフェクトを使った判定に成功する必要があります。難なん易い度どは12です。

風見：私兵までいるのかー。すごいね鷺乃宮家！（笑）

斗月：失敗したらどうなる？

ＧＭ：成功するまで判定して構かまいませんが、失敗するたびに侵しん蝕しよく率りつが１Ｄ10上じよう昇しようします。また、失敗の回数でシナリオの展てん開かいが少し変化します。

風見：了りよう解かい。まぁせっかくだから《コンセントレイト：ソラリス》＋《絶対の恐怖》で判定するよ。達たつ成せい値ちは……お、すごい。50！




　襲しゆう撃げきしてくるオーヴァードの兵士たちに、風見は普ふ段だん学校でファンと接せつする時のようの笑顔やウインク、あるいは投げキッスで対たい応おうする。

　その魅み力りよくに中あてられたのか、風見を狙ねらった兵士たちは、すべて恍こう惚こつの表情で気き絶ぜつする。



















ＧＭ：「……かわいい」と言って倒たおれる感じですね（笑）。

斗月：俺は向かってくる連中を相手に、投げ飛ばしたり吹ふき飛とばしたりする。《インスタントボム》＋《コンセントレイト：モルフェウス》で、達成値は26だ。




　自分を狙ねらう兵士たちの攻こう撃げきの隙すきを突つき、斗月が懐ふところに潜もぐり込こむ。古こ武ぶ術じゆつで鍛きたえた体たい捌さばきで相手の姿し勢せいを崩くずすと同時に、掌てのひら、あるいは肩かたからの打だ突とつなどを繰くり出すや、鈍にぶい破は裂れつ音おんと共に重い装そう備びを着き込こんだ兵士の体が吹き飛ぶ。




斗月：……ム。あの執事服の男と戦ったときにも思ったが──大した力だ。

風見：やっぱ斗月くん強いよね。会長、感心。

ＧＭ：東雲も兵士を蹴け散ちらし、やがてあなた方は凛々花のいる病室へとたどり着きます。

凛々花：わたし、治ち療りようとかはしてもらってるのかな……？

ＧＭ：一いち応おうの治療はされているようです。痛みはありますが、行動できないほどではありません。斗月たちが入ってくる少し前に目を覚まします。




　最上階の個室で凛々花は目を覚ました。あたりを見回してもキョウの姿はなく、それどころか、病室には自分ひとりだ。動けなくなるほどの痛みはないものの、まだ胸むねは苦しい。

　そして──この苦しみは、凛々花にとってとても覚えのあるものだった。




凛々花：……制せい服ふくのまま、なのかな？

ＧＭ：はい。特に着き替がえたりはしていません。

凛々花：深しん呼こ吸きゆうして、心しん臓ぞうの辺りをそっと押おさえます。どうして、今になって……。

ＧＭ：というあたりで、病室に斗月たちがやってきます。

凛々花：あ、わたし《地じ獄ごく耳みみ》を持ってるので、やってくるのはわかります。これは……お兄ちゃんと会長、それに──東雲さん？　どうして……。

斗月：面めん倒どうなので扉とびらを吹き飛ばして入ってくる。……凛々花、無事か。

凛々花：お兄ちゃん！　……お兄ちゃん、お兄ちゃん、お兄ちゃん!!




　ベッドから飛び出し、凛々花は斗月に抱だきついた。ずっと押おし殺ころしていた不安や恐きよう怖ふが、兄の顔を見た途と端たんに堰せきを切ったように溢あふれ出だしたのだ。

　ぎゅっとしがみついたまま、凛々花はしばらくしゃくりあげていた。




キョウ：……どうしよう、この湧わき上あがるジェラシー。

ＧＭ：キョウくんは今いないので、大人しくしててください（笑）。

キョウ：くぅ！

風見：キョウくんの最大のライバルはお兄ちゃんだなー（笑）。

斗月：…………ム。頭を撫なでてやろう。無事だったか、凛々花。

凛々花：うん……って言おうとするけど、胸が痛いたむんだよね。

ＧＭ：はい。ズキン、と刺さすような痛みが断だん続ぞく的てきにあります。

斗月：……どうした、凛々花。

凛々花：じゃあ、手しゆ術じゆつしたはずの胸を押おさえながら。──痛いたいの。治ったはずなのに、お母さんが治してくれたのに、さっきから、ずっと……。

斗月：…………どういう、ことだ。

ＧＭ：凛々花の様子を見て、東雲はわずかに眉まゆを顰ひそめる。「藤堂斗月。彼かの女じよは何か病やまいを得ていたことはあるか？」

斗月：…………うむ。心臓移い植しよくを受けて、一年と少しになる。

ＧＭ：「そうか」と言って、東雲は目を伏ふせる。「──すまない、藤堂凛々花。お前のその苦しみは、私に原げん因いんがある」

凛々花：……どういうこと？　お兄ちゃんに抱きついたまま首を傾かしげる。

ＧＭ：「藤堂凛々花、お前はあの時見たはずだ。少年がその手に、私の紋もん章しようを宿すのを」




　凛々花の脳のう裏りに、ヨミでの初めての戦いがフラッシュバックする。確たしかにあの時、キョウの右手には東雲の背せ中なかに浮うかぶものと同じ紋章が輝かがやいていた。




凛々花：でも、それが一体……？

ＧＭ：「私から受うけ継つがれたのは、力だけではない。私の呪のろいも受け継がれたのだ。力は少年に、そして私の呪い──肉体の時を巻まき戻もどす呪いは、藤堂凛々花、お前にだ」

凛々花：時を……巻き戻す……？

ＧＭ：「そうだ。……質しつ問もんをしよう。私は一体何歳に見える？」

凛々花：えっと……二五歳……くらい？

風見：会長も東雲くんはそのくらいに見えるよ。

斗月：…………うむ。

ＧＭ：「────私は、今年で五五歳になる」

一同：えええええええええ!?

ＧＭ：「私の身体は呪いによって若わか返がえり続けている。お前の心臓の痛みもその所為せいだ。お前の身体が、心臓移植をした時点まで戻もどってしまえば──」

凛々花：（かぶりを振ふる）い、いや……せっかく、せっかくお母さんが治してくれたのに。

斗月：凛々花をぎゅっと抱だきしめる。……東雲、何か方法はないのか。

ＧＭ：「方法はふたつある。まずこの呪いは、『遺い産さん』と呼ばれる、強力なレネゲイドに接せつしたことが原因で発生する」

凛々花：……『遺産』？

ＧＭ：「そうだ。この街にあるマガツヒも『遺産』のひとつだ。そして──私から鷺乃宮香に受け継がれた、神殺しの力なら、『遺産』を滅ぼすことが可能だ」

凛々花＆斗月＆風見：神殺し……。

ＧＭ：「そうだ。──私から少年に受け継がれた力は、『遺産』を滅ほろぼし、その力を喰くらうことができる。『遺産』を喰らえば、呪いの進行は止まる」

風見：……なーるほど。その力をキョウくんが手に入れちゃったから、御前くんに狙ねらわれたってわけかな、ひょっとして。

ＧＭ：「──肯こう定ていだ。少年が狙われたのも、藤堂凛々花の症状も、私に責せきがある」

凛々花：そんな……！

斗月：…………なら、あんたかキョウがマガツヒを倒たおせばいいってことか。

ＧＭ：「そういうことになる。──だが、藤堂凛々花に関してはその必要はない」

斗月：……ム。どういうことだ。

ＧＭ：「『遺産』から遠く離はなれてしまえば、その時点で呪いの進行は止まる──お前たち三人、今すぐこの街から遠く離れろ」

凛々花：…………。

斗月：…………ム。

風見：……ふむ。




　この街を離れてしまえばひとまずの危き険けんは去り、凛々花の命も助かる。

　沈黙する三人。だが──彼らには、どうしても捨すて置おけない問題があった。




凛々花：……でも、それじゃキョウくんはどうなるんですか？　お祖父じいさん──御前は、キョウくんの力が必要だ、って言ってました。

ＧＭ：「少年は私が責せき任にんを持って救い出す。──彼には借りがあるからな」

斗月：……東雲。あんたに任まかせたとして、この街は、どうなる？

ＧＭ：「私がマガツヒを倒せばこの現げん象しようは止まる。今取とり込こまれつつある人々は助かる」

斗月：……あんたは二日前から宿に戻っていなかったという話を聞いた。ひょっとして、それは鷺乃宮の連中と戦っていたからか？

ＧＭ：「肯定だ。この街に来て二週間──鷺乃宮の手勢と戦い続けている。おそらく、私にマガツヒの情報を流したのも鷺乃宮玉皇だろう」

風見：そんな時点から暗あん闘とうしてたんだ!?（笑）

凛々花：でも、だったらなんで鷺乃宮系列のホテルに……？

ＧＭ：「この街に鷺乃宮の息がかかっていない場所などない。それなら、設備の整った宿のほうが便利なことも多い」

風見：ほえー。鷺乃宮もすごいけど、東雲くんもすごいね。会長感服ー。

斗月：だがあんたが如何いかに強かろうと、何日も戦い続ければ消しよう耗もうするぐらいはわかる。あんたが助けられた義ぎ理りでキョウを助けに行くなら、俺はあんたに助けられた義理を返したい。

ＧＭ：「…………」少し黙だまってから、東雲はふう、と息を吐はく。「少年は鷺乃宮の本家に居るだろう。そこの防ぼう備びはこの病院の比ひではない」

キョウ：我が一族ながらすごいのう、鷺乃宮家は（笑）。

斗月：……ム。俺は、恩おん人じんを見捨てるような無ぶ様ざまを、妹に見せたくない。

凛々花：お兄、ちゃん……。

風見：会長は相変わらず好きにさせてもらおうかな。鷺乃宮のことはもう少し知りたいし、そのためには協力した方がよさそうだしね。

凛々花：……わたしは、一いつ緒しよに行ってキョウくんを助けたい。大切な友達なんだもん。キョウくんを、化ばけ物ものになんてさせたくないよ。




　三人の少年少女は、強い決意を込こめたまなざしで東雲を見つめる。

　──数秒の沈黙のあと、東雲は深く息を吐はいた。




ＧＭ：「……逆ぎやくに私から頼たのもう。少年を──鷺乃宮香を助けたい。それに協力して欲しい」

斗月：…………ム。もとよりそのつもりだ。

風見：商談成立だね。

凛々花：うんっ！　キョウくんは、わたしたちが助ける！

ＧＭ：うむ、と東雲は頷うなずきます。「──では、作戦を決めておく」

風見：作戦？

ＧＭ：「そもそも、鷺乃宮玉皇の目的は少年だ。それに少年自身が騙だまされている可か能のう性せいもある。彼を守り、あるいは説得しながら戦せん闘とうを行うのは不ふ可か能のうに等しい」

斗月：…………ム。

凛々花：キョウくん、付つけ込こまれちゃった感じだったものね。

ＧＭ：「少年を見つけたら、彼を連れてすぐその場を離れろ。そのための道は用意する」

凛々花：……あなたはどうするの？

ＧＭ：「少年さえ引ひき離はなせば、あとはどうとでもなる」

凛々花：……わかった。とにかく、キョウくんを連れて逃にげるのが先決、それでいいのね。

ＧＭ：「ああ」頷くと、東雲はコートをはためかせる。「では──鷺乃宮の本家に向かう」








《地獄耳》　領域を広範囲に拡大し、その中の出来事をすべて見聞きするオルクスのイージーエフェクト。











◆Middle10◆ヒーローの役目


Scene Player ─── 鷺乃宮キョウ






　関かん東とう近きん郊こう某ぼう所しよの山中に聳そびえる巨きよ大だいな洋風建けん築ちくの城しろ。それこそが、鷺乃宮本家の邸てい宅たくだ。

　そしてその地下深くには、鷺乃宮の当主が管理する実じつ験けん施し設せつがあった──。




ＧＭ：ではキョウのシーン。場所は鷺乃宮本家の地下深くにある実験施設です（一同笑）。

キョウ：さ、流石さすがは本家だのう。きっと「香きよう車しや」の余の家より大きいのだな（笑）。

ＧＭ：キョウくんの家は街にある、それでもかなり大きなお屋や敷しきですが、本家は山の中にあるお城なのでスケールから既すでに違ちがいます。というわけで、その実験施設。




　キョウは全身に計けい測そく器具をつけられ、殺風景な部屋の中に居た。フロア上方には強化ガラスで仕切りがあり、その向こうでは何人かの研究員がモニターからデータを確かく認にんしている。

　これでクラスメイトは、そして凛々花は救われるのだろうか？

　疑ぎ問もん符ふを浮うかべたキョウに、御ご前ぜんがそっと声をかける。




ＧＭ：「よし、こちらは準じゆん備びＯＫだ。さあキョウ、今からお友達を助けるぞ」

キョウ：凛々花はどうしたのだ？

ＧＭ：「彼女はこの鷺乃宮が誇ほこるスタッフが総そう力りよくを挙げて治ち療りようしている。安心しろ」

キョウ：助かるのだな？

ＧＭ：「勿もち論ろん。さぁ──そろそろ始めよう、キョウ」そう言うと、キョウの目の前の扉とびらが開き──そこから櫛田が歩いてきます。

キョウ：て、輝!?

ＧＭ：「ここはどこだ……？　何だ、あれは？」ぼんやりした様子の櫛田。その影かげは大分欠けていて、ボコボコの虫食いのようになっている。

キョウ：御前、輝は大だい丈じよう夫ぶなのか？

ＧＭ：「もう少しで危あぶない。彼が自分の名前を忘わすれてしまった時、その存在はこの世から完全に消えてしまうだろうね。──そんなことは、させたくないだろう？」

キョウ：絶対に、そのようなことはさせぬ！　助ける方法を教えてくれ、御前！

ＧＭ：御前は、キョウの右手の甲こう──東雲から受うけ継ついだ日にち輪りんの紋もん章しようを指差します。




「お前の力が彼を助ける。さぁ、あの子の影に欠けた部分があるね？　お前の手で──そう、この神殺しの紋章を持つ手で、そこを撫なでてあげなさい………」




キョウ：神殺しの、紋章……？　よくわからんが、これで撫でればいいのだな？

ＧＭ：「助けたければ、心を込こめて、な。ク、クククククク……」

キョウ：……輝、今助けてやるぞ！

ＧＭ：「お前、誰だれだ？　見た事あるような……いや、無い、誰だ、誰なんだ……！」

キョウ：すぐに思い出せる、と言いながら、とにかく、さすってみるぞ！




　友達を助けるという思いを込めて、キョウは影の欠けた部分を右手で触ふれた。その瞬しゆん間かん、紋章が淡あわい光を放ち、キョウが触れた部分の影はどんどんもとへと戻もどっていく──。




凛々花：戻るんだ……。

キョウ：御前は正しかったのだな……！　がんばって輝の影を全部治すぞ！

ＧＭ：そうすると、櫛田は不思議そうな表情で「あれ、キョウ……？」と言い、糸が切れたように意い識しきを失います。

キョウ：もとに、もどった……。助けられたのか！

ＧＭ：はい、見事に櫛田は助かりました。そしてその力を使ったことにより、キョウの侵蝕率が１Ｄ10上昇します。

一同：えええええええええ!?

キョウ：ちょ、ちょっと待て！　その、クラス全員分だと……さ、30Ｄ10？

ＧＭ：ええっ!?　クラスメイトだけしか助けないんですか!?（笑）

凛々花：街中やれって言ってるの……？　そんなの、絶対ジャーム化しちゃうじゃない！

キョウ：い、いやいやいや！　と、とりあえず今回は振るが……９も上がったぞ!?　（上ずった声で）あのぅ……お祖父じい、さまぁ？

ＧＭ：「いいぞ、キョウ！　その調子でどんどん救うのだ！」

凛々花：ひ、ひどい……。

ＧＭ：「これが東雲と同じ力、神殺しの力か！　いいぞ、素す晴ばらしい！」

キョウ：汗あせを搔かきながら、はぁはぁと肩で息をする。




「さぁ、次は誰を助ける？　宮内くんか？　松本さんか？　それとも奥おく井いさんかね？」

　御前はすっかりキョウの力に酔よいしれていた。もっと力を使わせるため、もっとキョウを化け物へと近づけるため、危き機きに瀕ひんするクラスメイトの名前を読み上げる。

「救いたいんだろう？　ヒーローになりたいんだろう？　キョウ──!!」




キョウ：こ、これはまずいかもしれぬな……。ちょっと膝ひざをついてしまう。

ＧＭ：「休んでいる暇ひまがあるのか？　そうしている間にもクラスメイトは死んでしまうかもしれんぞ？　金が無いお前にも優やさしくしてくれた、大切な人たちじゃないのか？」

キョウ：そうなのだ……。みんな、みんな余の最高の友達なのだ……。

凛々花：ＧＭ、もう見てられない！　登場できないの!?

ＧＭ：では、ここで東雲に先せん導どうされ、あなた方が登場することができます！




　東雲が空間を歪ゆがませて開いた門をくぐり、凛々花たちは鷺乃宮本家へと辿たどりつく。そこで彼らが見たのは、苦しむクラスメイトたちの姿と、それを救おうともがくキョウの姿だ。




凛々花：キョウくん!!

キョウ：……り、凛々花!?

風見：会長も助けに来てあげたよー。

斗月：…………ム。

ＧＭ：「貴様にその少年は渡わたさん、鷺乃宮玉皇！」と、東雲が変へん異いさせた右腕の爪つめで切りかかるんですが、その爪はどこからともなく現れた執しつ事じが、ギィン、という金きん属ぞく音おんと共に素す手でで受け止めます。

風見：あの執事は……！

斗月：…………ム。俺たちを襲おそった奴やつだな。

凛々花：襲われたの!?

キョウ：ど、どういうことなのだ……？

ＧＭ：「少年を連れて逃にげろ。ここは私が食い止める」と、東雲は御前、そして執事をひとりで相手取りながら、まだ開いたままのゲートを示して言います。

キョウ：に、逃にげる？　何故なぜ余が逃げねばならぬのだ!?　余はみんなを……！

凛々花：お祖父さんはキョウくんを騙だましてるんだよ……。胸を押さえて、苦しそうな顔で言う。このままだと、キョウくんが化け物になっちゃうの。

キョウ：なんと……!?　御前、それはまことか!?

ＧＭ：「耳を貸かすな、キョウ！　こやつらはお前を利用するつもりだ！」

キョウ：で、でも、凛々花も居おるぞ？

凛々花：キョウくん、さっき聞いたでしょ？　お兄ちゃんや会長はそこの執事に襲われたんだよ。襲われて、わたしたちと同じオーヴァードになっちゃったんだよ！

ＧＭ：「そんな小こ娘むすめの戯言たわごとに耳を貸すでない！　キョウ！　ワシの話を──」

凛々花：……キョウくん、わたしたちを信じて。お願い。

キョウ：だ、だが……。

斗月：…………凛々花、余よ裕ゆうはない。

凛々花：じゃあ、キョウくんに駆かけ寄よって、手を引くよ。

キョウ：お、おお？　突とつ然ぜん手を握にぎられたのでどぎまぎするぞ（笑）。

ＧＭ：「くっ……飛ひ車しやよ、させるな！」と御前が執事に命じるが、東雲が食い止める。

斗月：あいつが飛車だったのか……（笑）。

凛々花：胸はまだ苦しいので、押おさえたままで。……来て、キョウくん。

キョウ：し、しかし……。

ＧＭ：「待て、待たぬかキョウ！　……おのれぇっ!!」

凛々花：……クラスのみんなのことは気になるけど、やっぱりキョウくんの手を引いて思い切ってゲートに飛び込む。ごめん、みんな。絶対助けに来るから……！

キョウ：凛々花、みんなを……！　と言いながら引ひっ張ぱられていく。




「東雲ぇ……。そんな死にぞこないの身体で、よくもやってくれおったわ」

　キョウたち四人が飛とび込こんだのを見み届とどけ、東雲はゲートを閉とじる。水をさされた御前こと鷺乃宮玉皇の表情は、悪あつ鬼きのごとく歪ゆがんでいた──。







◆Middle11◆内ない緒しよのビデオレター


Scene Player ─── 鷺乃宮香






　東雲のゲートを潜くぐった先は、キョウたちの通う禊原高校──それも、キョウと凛々花のクラスだった。日にち常じようの象しよう徴ちようであるこの場所も、今は誰だれひとりおらず、閑かん散さんとしている。

　──この黒い雪を止めなければ、ここにクラスメイトたちが戻ることはないのだ。




ＧＭ：東雲のゲートを潜ったあなた方は、禊原高校──キョウと凛々花のクラスに出ます。

キョウ：学校か。……でも、みんないないのだな。

凛々花：うん……。でも、どうしてここに出てきたんだろう。

ＧＭ：恐おそらく、凛々花のオルクスの力が働いて、一番強く印象に残っている場所に出てしまった、というあたりでしょう。

凛々花：そっか。それは納得かも。

斗月：黒い雪が降ってたのは学校だけじゃないんだよな？

ＧＭ：はい。白鷺市内全ぜん域いきに降り注いでおり、中には既すでに消えてしまった人もいます。

風見：……思ってたより、ひどい状じよう況きようだね。

ＧＭ：街はマガツヒの影えい響きようでシンと静まり返っています。また、校庭や道路に影の欠けた人が倒たおれていたりするんですが、それがあなた方の見ている前で搔かき消えたりする。

キョウ：……学校だけでは、済すまぬのだな。




　街は、そして学校は、マガツヒの放つ黒い雪によって崩ほう壊かいの一いつ途とを辿たどっている。

　ほんの数時間前まで、キョウも凛々花もここで笑って文化祭の準備をしていたのだ。




凛々花：そう、か。まだ……半日も経たってないんだね。

キョウ：随分経っていたような気がするのう……。

凛々花：……うん。

キョウ：しかし凛々花よ、なぜこんな早急に余を連れ出したのだ？　もしみんなの身に何かあったらと思うと……。

斗月：…………その前に、キョウ。お前、あの爺じいさんに何を聞かされた？

キョウ：御前は……全すべてを認みとめてくれたのだ。余に力があることも、その力で皆みなが助けられることも教えてくれた。輝もそれで助かったんじゃ。凄すごいであろう？

斗月：…………それで、お前はなんとも無いのか？

キョウ：な……なん、何とも、ないぞ。

凛々花：……東雲さんが言うにはね、今降ってる黒い雪は御前が仕し掛かけたんだって。で、これを解かい除じよするにはマガツヒっていう怪かい物ぶつを破は壊かいするしかない、って。

キョウ：ご……御前が!?

凛々花：東雲さんの目的は、そのマガツヒを破壊すること。御前の目的は、キョウくんをバケモノにすることだって。……キョウくん、ホントになんともない？

キョウ：…………すまん、噓うそをついておった。少し、目眩めまいがしたのだ。

凛々花：じゃあ会長の方を見る。会長が一番冷静に分ぶん析せきしてそうな気がするから。

風見：東雲くんが言っていたことが本当かな。会長の勘かんだとそんな感じ。

凛々花：あのまま助けていたら、本当に助けられるかもしれないけど……代わりに、キョウくんがレネゲイドに吞のまれて、理り性せいをなくして怪物になっちゃうんだ。

風見：で、問題はそれだけじゃない。このままだと凛々花くんも死んじゃう。

キョウ：なんだと!?　それはまことか、凛々花。なぜそんなことになっておるのだ。

凛々花：あの……ね。あの時、キョウくんは東雲さんからその紋もん章しようを受け継いだでしょ。その時に、わたしは……呪のろいを受け継いじゃったんだって。

キョウ：呪い……。




　目を見開いて驚おどろくキョウに、凛々花はゆっくりと丁てい寧ねいに説明する。肉体が若わか返がえる呪いのこと、自分のかつての病気のこと。そしてそのふたつにより、死に瀕ひんしていること。




風見：この街から逃にげれば一いつ旦たん収おさまるらしいけどね。斗月くんはそれで凛々花くんが助かるならいいんじゃないの？

斗月：……ム。本音を言えば、そうだ。だが──それで凛々花は喜ばんだろう。妹の友達を見み捨すてたら、兄貴として失しつ格かくだ。

凛々花：お兄ちゃん……。

斗月：ここまで巻まき込こまれたんだ、最後まで乗るさ。──会長はどうなんだ？

風見：会長は最後までつきあうよ？　元々、鷺乃宮家の謎なぞに迫せまるのが会長の目的だしね。

キョウ：……いや、皆みなは逃げてくれ。

凛々花：キョウくん!?

キョウ：余が頑がん張ばればみんなは救えるし、凛々花も逃げれば助かる。それでよいではないか。

凛々花：そのためにキョウくんが自分を犠ぎ牲せいにするの？　そんなのイヤだよ。クラスのみんなだって悲しむよ……。

キョウ：余ひとりの命とクラスの皆なら、迷まようことなどなかろう？　どうせもう金はないのだし……最後にヒーローになれるなら、それでよいのだ。

凛々花：わたし、そんなのやだよ。……みんなも、キョウくんも一緒じゃなきゃ、やだ。

キョウ：り、凛々花……。思わずあとずさってしまうぞ。

ＧＭ：……では、ここでイベントを挟はさみましょう。キョウが一歩下がると、その身体が近くにあった櫛田の机つくえに当たり、そこから「キョウにだけは絶対見せないこと!!」と書かれたＤＶＤが出てきます。ちなみに、凛々花も初めて見るものです。

キョウ：……なんなのだ、これは？

凛々花：なんだろう……？

斗月：………ム。「絶対に見せないこと！」か。

風見：ふむふむ。会長は興きよう味み津しん々しんだから、自分のノートパソコンに入れて再さい生せいしちゃうよ。えいっ、ポチっとな。

キョウ：か、会長！

ＧＭ：では、ＤＶＤの内ない容ようが再生されます。




　教室のテレビモニタに、謎なぞのＤＶＤを再生した映えい像ぞうが映うつり始める。

　おそらくそれは誰だれかの家で撮さつ影えいしたホームビデオだ。そして、見み慣なれた──クラスメイトたちの悪戯いたずらっぽい顔が、いくつも映っている。

「あー、映ってますか？」「おい、押おすなよー」「イエー」「ピースとかすんなよー」




キョウ：……これは、クラスのみんなだな。

凛々花：うん……。




「えー、今パーティーの準備中でーす」「凛々花に教えなくていいのー？」「あの子実行委員だからあんまタイミングないのよー」「そうねー、いっつも鷺乃宮君一緒だしね」「つきあってんのかなー」「違ちがうみたいよ？」「ちょっと、脱だつ線せんしすぎー」




　画面に映ったのは、どうやらクラスの皆がパーティーの準備をしている様子だ。何のパーティーだろうかと思っていると、櫛田がマイク代わりの筆箱を持って画面に映った。




「そんなわけで、キョウの誕たん生じよう日びは俺たちでパーティー開こうって話になりました」

「なんかおじいちゃん？　に？　小こ遣づかい止められたらしいしなー」




キョウ：みんな……余のために……。

凛々花：……黙だまってじっと見てるよ。

ＧＭ：そんなこんなで、誕生日パーティー中止にされてしまったキョウのため、クラスの皆がサプライズパーティーの準備をしている姿が映うつし出だされています。

キョウ：………………。

斗月：この映像は後でキョウに見せるための映像なのか。

風見：結けつ婚こん式しきの二次会にかかるビデオみたいな感じだね。

ＧＭ：はい。そのまま映像を流していると、最後にまた櫛田が改まった感じで言います。

キョウ：輝……。




「というわけで、今回は俺たちが！　キョウを招しよう待たいしまーす！」

　ひゅーひゅー、と、合いの手や囃はやし立たてる声が挟はさまる。




ＧＭ：「金かけなくてもさ、みんなで楽しくやろーぜ！」と映像は締しめくくられています。

キョウ：輝……。みんな……。

凛々花：……こんなこと、してくれてたんだ。

風見：……キョウくん、人気者なんだね。

斗月：………ム。人望は、あるのだな。

キョウ：（涙なみだぐんで）……っぐ。余も、馬ば鹿かだが、あやつらも馬鹿なのだな……。

ＧＭ：その彼らは今苦しんでいます。

キョウ：みんな……。

凛々花：……キョウくん。これ見てもまだ、自分だけが犠ぎ牲せいになる、って言うの？

キョウ：余は……余は……。




　ぽたり、ぽたりと、キョウの両目から涙なみだの粒つぶが零こぼれ落おちる。

　しゃくりあげながら、ゆっくり、しかしはっきりと、心からの望みを口にする。

「ば、化け物になんか、なりたくない。余は、凛々花やみんなと、助かりたい……」



















キョウ：……マガツヒとやらを、余が倒たおせば……みんな、助かるのか？

凛々花：うん。東雲さん、言ってたよ。キョウくんの力なら、マガツヒをやっつけられる、そうしたら、この黒い雪も止むし、わたしの呪いも止まるって。

キョウ：余の、力で……。

斗月：………ム。容易たやすくはないが、な。

風見：そうだね。その前に、御前くんをなんとかしないといけないだろうし。

キョウ：どうすればいい？　どうしたらマガツヒを倒せるのだ？

風見：……東雲くんか御前くんに聞くしかないんじゃない？

斗月：…………ム。戻る、か。

キョウ：戻るのか……あそこへ。

凛々花：うん。東雲さんも、一緒に助けよう？

キョウ：……できるのか、余に。

凛々花：きっとできるよ。キョウくんなら、みんなを助けて、ほんとのヒーローになれる！

キョウ：……わかった！




　ぐい、と涙なみだを拳こぶしで拭ぬぐい、キョウが顔を上げる。

　その顔から、ようやく怯おびえや迷まよいが消えたように見えた。




キョウ：皆、ついてきてくれるか？

凛々花：もちろん。

斗月：（深く頷うなずく）…………ム。

風見：会長ももちろん行くよ。

キョウ：では往ゆこう！　御前を問とい質ただし、マガツヒを倒し、皆を救うのだ！

ＧＭ：では、そこでシーンを切りたいと思います。次がクライマックスです！







　　　　ＣＬＩＭＡＸ ＰＨＡＳＥ




◆Climax01◆貫つらぬけ、香きよう車しやのごとく


Scene Player ─── 鷺乃宮キョウ






　鷺乃宮本家、地下実験施し設せつ。

　キョウたちが再ふたたびこの場に集まろうとしているとき、御ご前ぜんと東雲しののめの戦いもまたひとつの決着がつこうとしていた──。




ＧＭ：では、クライマックスです。最初はＰＣは登場していません。

凛々花：東雲さん、大だい丈じよう夫ぶかな……。

ＧＭ：息を荒げる東雲と、御前が対峙しています。周囲には東雲が倒したと思しき武装執事や武装メイドが数十人倒れている。また、御前もいくつか手傷を負っているようです。

風見：東雲くんはさすがだねえ。でも……。

斗月：……形勢は不利、だろうな。

ＧＭ：「なるほど、流石の戦闘力だ」と、御前は東雲を賞賛する。「その左腕が万全であったら、疾うにこのワシも敗れておったろう」

キョウ＆凛々花：…………!!




　哄笑する御前の前で、東雲は何の表情も浮かべない。だがその左腕は力なく垂れ下がり、何の変化も見せていなかった。




凛々花：東雲さん、わたしたちを助けてくれた時の傷がまだ……。

キョウ：そんな身体でずっと戦っておったのか……。くそ、まだ着かぬのか！

ＧＭ：「──言いたいことはそれだけか」東雲はそう吐き捨て、御前に吶喊する。




「とったぞ──！」

　東雲が渾身の一撃を御前めがけて繰り出す。──だが、その一撃は老人の身体を貫く寸前で静止する。

　東雲の鉤爪は、御前の翳した鷺乃宮の家紋を模るレリーフを打ち砕く直前で止まっていた。

「貴様、それは──」

「そう──マガツヒの封印だ」

　刹那。

　動きを止めた東雲の胸板を、御前の拳が打ち貫いた。




一同：ええええええええええ!!

ＧＭ：「賢明な判断だ、東雲。今ここで封印を砕いておれば、街の人間──そしてここにおるキョウの級友はひとたまりもなかったろうからなあ」

キョウ：おおおおおお、なんと卑劣な……！

凛々花：ひどい……。

ＧＭ：「くっ……」東雲は口元の血を拭って立ち上がろうとしますが、かなりのダメージのようで、膝を着いたままです。──というところで、ＰＣが登場可能です！

キョウ：待っておったぞ！　もうここに突とつ入にゆうしてよいのか？

ＧＭ：構かまいません。警けい護ごなどは蹴け散ちらしてくる感じで。

キョウ：どけい、怪け我がをしたくなければな！

ＧＭ：御前のそばに控ひかえていた護ご衛えい隊長の執事──通つう称しよう〝飛ひ車しや〟が耳打ちします。「御前、どうやら現あらわれたようです」




「ほう、戻もどってきたか。ならば奴やつらにも教育してやろう──この世は力だということをな」

　パンパン、と手を払はらいながら、御前は唇の端はしを歪ゆがめて邪じや悪あくな笑えみを浮うかべる。




ＧＭ：というところで、あなた方は御前と東雲の目前へと登場できます。

キョウ：東雲！　無事なのか!?

ＧＭ：「少年……っ！　なぜ……戻ってきた……」

キョウ：御前、これはどういうことか！　マガツヒとはなんなのだ！　あんなもの、余はなにも知らされておらなんだぞ！

ＧＭ：「言っておらんかったからな」

キョウ：余よは、余は除のけ者ものか!?

ＧＭ：「不要なことを言っていないだけだ。──まったく変な知ち恵えがつくとこれだから困こまる。あのままワシの言うとおり、ヒーローごっこを楽しんでおればよかったものを」

キョウ：ヒーロー……ごっこ……。

ＧＭ：「そうだ。そのまま興きようじ続けてジャームに──化ばけ物ものになっておればよかったのだ」

キョウ：余は……余は、断だんじて化け物になどならぬ！　マガツヒはどこだ、御前！　余は、マガツヒを倒たおして皆みなを助ける！

ＧＭ：その瞬しゆん間かん、東雲が口を開く。「マガツヒはヨミと呼よばれる異い世せ界かいにある。その入り口になり得るのは、鷺乃宮本家の地下──この場所だ」

斗月：…………ム。当たり、か。

ＧＭ：「きっかけがあれば──迷まよい込こむ時とは違ちがい、ヨミの最深部、マガツヒの目の前にまで辿たどり着つける」

ＧＭ：「余よ計けいなことを……死にぞこないが」と、御前が手を一いつ閃せんする。東雲が咄とつ嗟さにガードするものの、吹ふき飛とばされて壁かべに叩たたきつけられ、喀かつ血けつする。

凛々花：東雲さーん！

キョウ：東雲！　怒いかりに燃もえた目で御前を見るぞ。本家にはそのような意味もあったのか。

凛々花：どうしてそこまでして……。

ＧＭ：「……見ろ、このワシを。財ざい力りよく、権けん力りよく、知力は言うに及およばず。米べい寿じゆを間近にして体力気力も充じゆう実じつしておる。──ワシにはあらゆる力がある。暴ぼう力りよくもまた、然しかり！」




　御前が拳こぶしを握にぎり締しめ、腕を無む造ぞう作さに振ふる。轟ごうという音と共に巻まき起おこった突とつ風ぷう──御前の拳けん打だの風ふう圧あつは、それだけでコンクリートの地面をごっそりと抉えぐり取とった。




凛々花：えええええええ!?（笑）

風見：そういやさっき、素手で東雲くん貫いてたね……（笑）。

キョウ：さすがは御前……。

ＧＭ：「だが、まだ足りぬ」

斗月：…………ム。

ＧＭ：「ワシの知らぬ力がある。ワシの持たぬ力がある。そのような事実をワシは許ゆるせぬ」

凛々花：全部欲ほしいってことなのね……。

キョウ：……人は財力だけではない。そう仲間たちが言っておったのだ。

ＧＭ：「弱者の戯言たわごとだな」

キョウ：余の仲間は弱者ではないぞ、御前！

ＧＭ：「ふん、痴しれ者ものめ。よかろう、死なぬ程てい度どに教育してやる。さあ、キョウ」と、心なしか御前の全身がパンプアップする。「おしおきの時間だ！」

キョウ：御前は上に立つ立場の人間などでは……ない！




　キョウの中に、御前に対する怒いかりが燃もえ上あがる。たとえ実の祖そ父ふであろうと、このような外道を許ゆるすわけにはいかない。仲間のため、この街のため、そして自分のため──。

「余が、御前を倒たおして代わりに立つ！」




凛々花：キョウくん……。わたし、ここで御前に対して強い意い志しを見せてくれたキョウくんのロイスをＳロイスにします！

キョウ：おお……我が未来の嫁よめよ！　無む論ろん、ここで余も凛々花をＳロイスにするぞ！

凛々花：承しよう諾だくしたわけじゃないからね……？（笑）

ＧＭ：「面白い……やってみせよ！」




　御前が哄こう笑しようをあげた瞬しゆん間かん、その全身から悪意に満ちたレネゲイドが放出される。それは、飽あくことなき力を追求する飢き餓がの衝しよう動どうだ。




ＧＭ：というところで、衝動判はん定ていをどうぞ！　難なん易い度どは９！

斗月：……ム。出目は６だが〈意志〉が３、達たつ成せい値ち９。危あぶなかったが成功だ。

風見：会長も成功だよ。

凛々花：わたしも成功。それより侵しん蝕しよく値が上がっちゃうのが厳きびしいなあ。

キョウ：ぬうう……８でギリギリ失敗。暴ぼう走そう状じよう態たいになるが、余はあんまり不利にはならんのでそのまま突つっ込こむのだ！　で、上がる侵蝕値は……ぬおおおおお!?




　衝動判定では、成功失敗にかかわらず侵蝕値が２Ｄ10上じよう昇しようする。そして──ここで岡本さんが振ふったダイス目は、なんと10がふたつ!!　これでキョウの侵蝕値は一気に[image: 114]まで上昇してしまう。侵蝕値は戦せん闘とう中上がり続けるため、ここで大きな目が出ると、それだけバックトラックで日にち常じように戻ってこられる可か能のう性せいが低くなるのだ。




斗月：…………ム。大分、御前に中あてられているようだな。俺おれは85だ。

凛々花：キョウくぅん!!　わ、わたしの[image: 113]をいきなり超こえちゃったね……（笑）。

風見：20はすごいなー……。

ＧＭ：「それでよい。わかるぞキョウ、貴様の理り性せいが削けずれてゆくのが！」御前が指を鳴らすと、護衛隊長の飛車が戦せん闘とう態たい勢せいに入り、同時に武ぶ装そうメイド軍ぐん団だん『角かく行ぎよう』が集結する。

凛々花：角はメイド軍団なの!?（笑）

キョウ：そ、それはメイド長のアンナもおるのか？

ＧＭ：いえ、メイド長はここにはいません。

キョウ：そ、そうか。安心したような。

ＧＭ：というわけで、敵てきは御前と飛車、そしてその後方に角行がＡ～Ｃの三グループ。

斗月：……敵の数、結けつ構こう、多いな。

ＧＭ：御前ですからね。では、戦闘開始です！




◆第一ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では、まずはセットアップ。こちらの行こう動どう値ちは角行が９、飛車が８、御前が６。こちらはセットアップに特に何も行いません。

斗月：……ム。《サポートデバイス》で、両りよう腕うでに三み日か月づきの意い匠しようがある籠こ手てを装そう着ちやくする。

ＧＭ：では、行動値９の角行の行動。彼かの女じよらは戦闘用メイド服の力を借り、高こう密みつ度どに圧あつ縮しゆくした重力の弾だん丸がんを放ってくる。《黒の鉄てつ槌つい》＋《パラライズ》！




　二グループのメイド軍団が風見と斗月を狙ねらう。直ちよく撃げきを受けた風見は《リザレクト》の使用を強いられるが、斗月は回かい避ひに成功。重力弾だんを籠手で弾はじき飛とばし、無む傷きずに終わる。




ＧＭ：「ククク、どうだキョウ。仲間が傷つく気分は！」

キョウ：くぅっ……！　怒りが燃え上がるたびに、喉のどが、渇かわく……！

ＧＭ：「では次に貴様の一番大切な女を狙ねらってやろう」と御前が合図し、角行Ｃが凛々花を狙ねらいます。達成値は16。

凛々花：わ、わたし？　ええと……14。このままだと失敗なので、自分に《妖よう精せいの手》を使ってこの出目を10にする！　よし、24で回避成功！　白い花びらで重力弾を相そう殺さつするよ。

ＧＭ：「思ったよりもやりおるわ……」ふん、と御前が鼻を鳴らす。というところで、飛車と斗月がどちらも行動値８ですが、ＰＣ優ゆう先せんなので斗月の行動です。

斗月：……俺は待機しよう。離はなれた相手をカバーリングできるのは一回だから、先にキョウに前に出てもらってから動くほうがいい。

ＧＭ：なるほど。実は飛車も待機します。さて、では行動値７のキョウ、凛々花、風見。

凛々花：じゃあ、まずわたしが支し援えんするね。《要かなめの陣じん形けい》＋《導みちびきの華はな》をキョウくん、お兄ちゃん、会長に！　降ふり注そそいでいる黒い雪が、わたしの領りよう域いきに入ると白い華に変わる。




　人の影かげを奪うばい、記き憶おくを奪う黒い雪。それが凛々花のレネゲイドによって展てん開かいされた空間に入るたび、まるで浄じよう化かされたかのように白い花びらへと変わっていく。

　白き花びらは、三人の少年たちに次に動くべき場所を指し示すかのように領域を舞まう。




凛々花：……わたしは弱くて、自分ひとりじゃなにもできない。それでも、皆みなと一いつ緒しよに戦えるんだ。三人とも次のメジャーアクションの達成値に＋16してください！

キョウ：暴走しながらも、凛々花の……花……と呟つぶやきながら、そちらを見るのだ。

風見：すごいね凛々花くん。会長驚きよう愕がく！　んじゃ、先に会長が動くからね。

キョウ：うむ、任まかせるぞ。

風見：んじゃ、会長として、生徒のみんなを守ってみますか。──キョウくん見てるとさ、人のために戦う、ってのも悪くないって思えるね。

キョウ：会長……。

風見：で、御前くんのロイスをタイタスにして昇しよう華か。ダイスを10個こ増ふやすよー。

斗月：……ム。会長の背はい後ごに、花が（笑）。

凛々花：そのくらい用意しますよ！（笑）

風見：マイナーは一いち応おう硬こう直ちよくを解かい除じよしとくね。メジャーは《コンセントレイト：ソラリス》＋《マシラのごとく》＋《絶ぜつ対たいの恐きよう怖ふ》＋《風の渡わたし手》でダイス13個。……達成値は41！

ＧＭ：こちらは全員《イベイジョン》なのでダイスを振ふりません。ドッジ失敗！　飛車は《マグネットフォース》＋《球電の盾たて》で御前をカバーリング。さっと前に出て、素す手でで攻こう撃げきを受け止める。

凛々花：会長の攻撃に《力の法ほう則そく》を使います！　ダメージが７Ｄ増ふえますよ。

風見：７Ｄはすごいなー、会長マジ驚愕。ならダメージは……[image: 105]点、装そう甲こう無む視し！

ＧＭ：ひゃ、[image: 105]ぉぉぉぉ!?　メイド軍団はもちろん全ぜん滅めつ、飛車は……《電でん磁じ反はん応のう装甲》！　５レベルなので５回一気に使って[image: 100]点軽けい減げん……してもダメ！　機械化された腕が粉々になり、たまらず斃たおれる！

斗月：……かばわなければ耐たえていたのか。だがまあ、ある意味飛車らしい。

キョウ：敵ながら天晴れな奴だのう……。

ＧＭ：「御前……あれを見てはなりません」と言いながら飛車は御前をかばう。風見の攻撃を受けて「かわ──いい」と呟き、全身から煙けむりを噴ふいて動作停止。

凛々花：サイボーグだったのか……。

風見：ふー。あ、これで会長もう侵蝕値[image: 120]だし、攻こう撃げき力りよくもあんま出ないからね。

ＧＭ：というわけで、次はキョウの行動です。

キョウ：うむ！　だがその前にイニシアチブで《異形の転進》だ。腕から血が滴したたり、それは次第に蒸じよう発はつして紅あかい霧きりとなって余を包む。霧が晴れたら、余は御前の目の前におるぞ！

凛々花：か、かっこいい……。

ＧＭ：確たしかにこれはかっこいい。「ほう……力を使いこなしはじめておるのか」と、御前が感かん嘆たんしたように呟つぶやく。




「見えぬであろう。一〇のマイナス三五乗、素そ粒りゆう子しとなって歩みを進める余の動きが！」

　キョウはその身体からだを赤い血の霧と化し、瞬しゆん時じに間合いを詰つめる。御前に肉にく迫はくした刹せつ那な、右みぎ腕うでを振ふり上あげ──異形の武ぶ器きへと変へん異いさせる！




凛々花：す、すごい……キョウくんが知的だわ（笑）。

キョウ：最近宇う宙ちゆうの本を読んでいたのだ（笑）。マイナーで《骨ほねの剣けん》、メジャーは《渇かわきの主》や《ブラッドバーン》、その他を組み合わせて攻撃！　達成値は42！

ＧＭ：「まだ準じゆん備びが整ととのっておらぬが──止むを得ぬ！」《復ふく讐しゆうの刃やいば》で反はん撃げき！

キョウ：ぬおお、なんなのだ、そりゃ!?

斗月：……相打ち覚かく悟ごで反撃してくるエフェクトだな。

風見：ほ、ほんとに肉体派はなんだね、御前くん……。

ＧＭ：キョウの攻撃を受け止めながら、両足を踏ふん張ばって拳こぶし叩たたき込こむ。達成値は30！

キョウ：ぬぐっ!?　し、しかしこちらのダメージは55点だぞ……！

ＧＭ：その55点は喰くらいつつ……キョウにはダメージ16点。「中々よい攻撃だ、キョウ」

キョウ：……その程度の攻撃では倒たおれぬぞ。

ＧＭ：「で、あろうな。だがそれはワシも同じこと。──教えてやろう、力の使い方をな」




　御前が不気味に微笑ほほえむと、その腕が、胸むねが、腹はらが、爪つめが、牙きばが──老人の身体が、倍以上になろうかというほどに肥ひ大だい化かしていく。それは、強大なエゴを体たい現げんした怪かい物ぶつそのものだ。




ＧＭ：《完全獣じゆう化か》＋《破は壊かいの爪》＋《究極獣化》！　パァンという音と共にスーツを弾はじき飛ばしながら、御前の身体が三メートルほどにまで巨きよ大だい化かする！

凛々花：……それで、何をしてくるの？

ＧＭ：力いっぱいぶん殴なぐってきます。

キョウ：で、あろうな！（笑）

ＧＭ：「仕置きだ、キョウぅぅぅぅぅ！」《コンセントレイト：キュマイラ》＋《獣けものの力》＋《炎ほのおの刃やいば》＋《憎ぞう悪おの炎》！　燃もえ盛さかる巨きよ拳けんをキョウに振ふり下おろし、達成値60　!!

斗月：……ム、《砂すなの結界》＋《砂の祝福》だ。その攻撃は俺が引き受ける。走りこんできて、両腕の籠手を前面に掲かかげてブロックだ。

ＧＭ：「愚かな小こ僧ぞうだ！」装甲は有ゆう効こうですが……ダメージは94点！

斗月：……《リザレクト》だ。ＨＰは１回かい復ふくして侵蝕値97。ついでに、憎悪のバッドステータスだな。ま、それはいい。──おい、キョウ。

キョウ：……なにかの？

斗月：……最初は、金を振ふりかざすだけの奴やつだと思っていた。だが、案外胆たん力りよくのある奴だ。

キョウ：……そ、そうか？

斗月：……妹が、気に入る理由も、わかる。

凛々花：おっ、お兄ちゃん！　別にそういうわけじゃ……（笑）。

キョウ：まだ、こんなものではないぞ。もっと余を認みとめさせてみせよう！

斗月：……フッ。なら、手伝ってやろう。だが。

キョウ：だが？

斗月：俺は「憎悪」を受けていて御前が憎にくくてしょうがないのだ。ぶん殴なぐるぞ（爆ばく笑しよう）。

ＧＭ：は、そういえばそうでしたね（笑）。では待機していた斗月の行動。

斗月：マイナーで移い動どうして御前にエンゲージ、メジャーは《インスタントボム》と《巨きよ人じんの斧おの》その他で攻撃だ。古こ流りゆうの技わざの冴さえを見せてやる……達成値は36だ。

ＧＭ：御前は《復讐の刃》で殴なぐり返かえす。達成値は43。ダメージは56！

斗月：エフェクトの侵蝕率上昇はメインプロセスの後だから、まだ侵蝕率97なので《リザレクト》もできるのだ。こちらのダメージは36点、装甲無視。

ＧＭ：《魔ま獣じゆうの証あかし》！　筋きん肉にくで傷きずを無理矢理塞ふさぎながら踏ふん張ばる。「くっ……やるではないか、小こ僧ぞうども！」

斗月：殴られながら、見えない手で相手を押おしつぶしながら衝しよう撃げき波はを叩たたきこむ。《リザレクト》して５点上昇、エフェクト使った分もあわせて侵蝕値[image: 111]だ。




◆第二ラウンド

ＧＭ：では第二ラウンド。セットアップですが……。

斗月：……《サポートデバイス》は使わず温おん存ぞんする。マガツヒ戦を見み越こしておきたい。

キョウ：おお、それはそうだな……。御前を倒しても終わらぬ可能性があるのだ。

凛々花：終わっていいのに……。

ＧＭ：御前は《フルパワーアタック》を使用。血管が浮うき出でるほどに全身の筋肉を緊きん張ちようさせ、打だ撃げき姿し勢せいに入る。というわけで、行動値８で斗月です。

斗月：……待機だ。なるべく侵蝕値を上げずにおいて、キョウが喰くらう攻撃を引き受ける。

ＧＭ：了りよう解かいです。では、行動値７の三人。

風見：んじゃ、《狂きよう戦せん士し》をキョウくんに使うよ。次の攻撃のクリティカル値が１下がって、ダイスが２個増ふえるよ。がんばりなよ、会長応おう援えんしたげるから。

凛々花：わたしは《導みちびきの華はな》。白い花びらが御前の──そうね、東雲さんがつけた傷を教えるように貼はり付つく。キョウくん……お願い！

斗月：畏おそれず踏ふみ込こめ。相手の悪わる足あ搔がきからは俺が盾たてになってやる。

キョウ：おお……これなら！　この力なら！　よし、まずはマイナーで暴ぼう走そうを解除する。余は、こんな力に吞み込まれたりせぬぞ！

凛々花：かっこいい……！

ＧＭ：「大人しく衝動に身を委ねていればいいものを……！」

キョウ：そうはいかぬ！　仲間がいるから──そうはならん！




「……みんな、ありがとう。この勝負、絶対に負けぬぞ！」

　風見に力を増ぞう幅ふくされ、凛々花の華に導みちびかれ、斗月の両腕に守られながら、キョウが疾はしる。

　異形の右腕は紅あかい羽根を舞まい散ちらせながら、御前の身体を打うち貫ぬく！




キョウ：《コンセントレイト：ブラム＝ストーカー》＋《渇かわきの主》だけで攻撃！　ダイスは12個、クリティカル値は６！　……達成値は52！　御前──ッ!!

ＧＭ：「小こ賢ざかしいガキどもが！　このワシにィ！」《復讐の刃》、達成値は31！

斗月：その攻撃は俺が引き受ける。エフェクトは使わず、行動を放ほう棄きしてカバーリングだ。

凛々花：《力の法則》も乗せます！

キョウ：これが余の仲間たちの力であるぞ、御前！

ＧＭ：「ワシをも……喰くらうと言うのか、キョウ……!!」攻撃を受けながら、御前は両腕で挟はさみ込こむようにキョウを殴なぐりつける。ダメージは62点、ですが……。

斗月：……が、それを受けるのは俺だ。割わり込こんでその攻撃を遮さえぎる。……行け、キョウ。御前のタイタスを昇華して踏ふみ止とどまるぞ。

キョウ：すまぬ……！　喰らえ御前！　ダメージは61点！　右ストレートでぶっ飛ばす！




　キョウの右腕を覆おおう羽根の一いち枚まい一枚が、雄叫おたけびと共にギンと立ち上がる。一枚一枚が鋭えい利りな刃やいばと化したそれは、キョウの怒いかりと共に御前の顔面へと叩たたき込こまれた。




キョウ：余は、突つき進すすむ！　みんなに支ささえてもらって、真まっ直すぐ突き進むのだ！

ＧＭ：「ぐ……お……！　香車が、香車の分ぶん際ざいで、成らずに王を詰つむというのか!!」うむ、そのダメージには耐たえられない。二、三歩よろけて、御前は膝ひざをつく。

キョウ：将しよう棋ぎでも、香車は成らずが多いのだ。真っ直ぐ突き進むことの強さを知れ、御前。

凛々花：キョウくん、お兄ちゃん、よかった……。

ＧＭ：「お、愚おろかものどもめ……。ワシを倒して後こう悔かいするのは貴様たちだ。大人しくジャームになっておれば、マガツヒをも制せいしえたであろうに……」そう言って彼が咳せき込こむと、懐ふところから鷺乃宮の紋もん章しようを模かたどったバッジ──マガツヒの封印が零こぼれ落おち、砕くだける。

キョウ：……来る、か。

凛々花：……うん。

斗月：…………ム。

風見：わかってたとはいえ……会長不安。

ＧＭ：その瞬しゆん間かん、大地が鳴動を始め──地面から噴ふん出しゆつした黒いシミに、御前が飲み込まれる。声さえ上げずに、老人は消しよう滅めつします。

一同：えええええ!?




　御前の消滅を皮切りに、変化は始まった。

　研究施設の壁かべに、床ゆかに、天てん井じように、一いつ斉せいにコールタールのような黒いシミが拡ひろがり出す。それはみるみるうちに周囲を覆おおい尽つくし、次の瞬間──あたりは洞どう窟くつのような場所に変わる。




ＧＭ：というわけで、周囲が前回の第〇話に出てきた洞窟のような場所に変わります。

凛々花：キョウくん、これってあの時の……。

キョウ：うむ……見覚えがあるぞ。

ＧＭ：ここで、マガツヒはＥロイス〝悪意の伝でん染せん〟を使用。周囲の空間が閉へい鎖さされ、あなた方と、東雲だけが取り残される。

凛々花：東雲さんが心配だから、一応駆かけ寄よっておこう。

キョウ：余も警けい戒かいしておるぞ。

ＧＭ：そしてあなた方の目の前には、直径一〇メートルほどの地ち底てい湖こが現あらわれるのですが、その表面のほとんどを、黒いシミのようなものがたゆたい、覆おおっています。

風見：これって途と中ちゆうのマスターシーンで出たあれ……？

ＧＭ：はい。その真ん中には、徐じよ々じよに開いていく、直径二メートルほどの目。

凛々花：きもちわるい……!!

斗月：…………禍まが々まがしい、な。

キョウ：見るからによくないしろものとわかるぞ。

ＧＭ：そこで、意い識しきを取とり戻もどした東雲がキョウに言います。「──あれが、マガツヒだ」

キョウ：東雲！　そうか、あれが……。

凛々花：東雲さん、大だい丈じよう夫ぶなの？

ＧＭ：「問題ない。だが──」と、彼はマガツヒの開きゆく目を睨にらみつける。「封ふう印いんが破やぶれ、鷺乃宮玉皇を喰くらい、マガツヒは万ばん全ぜんに近い形で覚かく醒せいしつつある」

風見：でもさ、東雲くん。アレを倒たおさないと終わらないんだよね？

ＧＭ：「そうだ。そのために──」と、東雲はキョウを見る。「少年、お前の力が必要だ」

キョウ：余の力か？

ＧＭ：「今の私は万全ではない。あれを倒すには──少年、お前の力が必要だ。私と同じ、神殺しの力がな」

キョウ：はっ……。咄とつ嗟さに手の日にち輪りんに触さわってしまうぞ。

ＧＭ：「そうだ、それだ。──自分を信じろ、少年。その力は、神を殺す力だ」

キョウ：これを使えば、マガツヒを倒せるのか？　みんなは、助かるのか？

ＧＭ：「ああ。昨日今日消えた人間ならば助かるだろう」

キョウ：……みんなを……余が……助ける。

ＧＭ：「今、影かげを喰われつつある者たちも皆みな助かる。無論──藤堂凛々花の呪のろいも、な」

凛々花：あ、そっか……。わたしの呪いも助かるのね？

風見：そうだよねえ。やっぱマガツヒくんをやっつけたら丸く収おさまるってわけだ。

斗月：……ああ。俺にとっては、今からが本番だ。

キョウ：……うむ。みんなを助けられるなら、余はマガツヒを──神を、殺す！




　キョウが決意の言葉を口にする。その瞬間──強きよう烈れつな光が、彼の右手から放たれた。

　日輪の紋もん章しようは、まるで小さな太陽そのもののように煌きらめきを放っている。それはこれまでの輝かがやきとは一線を画す、神殺しの力を秘ひめた輝きだ。




ＧＭ：では、ここでキョウの空あいたロイス枠わくに「Ｄロイス：神殺しスレイヤー」が設せつ定ていされます！

[image: ]




　Ｄロイス──ディスクリプトロイスとは、キャラクターにとって関係の深い人物を表す通つう常じようのロイスとは違ちがい、そのキャラクターの特別な設定や能のう力りよくを表す。キョウの得たＤロイス〝神殺し〟は、本リプレイのために特別に設定されたＤロイスなのだ。




ＧＭ：このＤロイスを取得すると、《神殺し》という新たなエフェクトを１レベルで取得します。これには経けい験けん点てんが必要ありません。

キョウ：ふむふむ（データを見ている）。

風見：おー、これはすごいね。

凛々花：うわぁぁぁ、強い！

斗月：……こう来たか、なるほどなあ。

風見：ねえねえＧＭ、これって戦闘不能を回復するエフェクトも使えないの？

ＧＭ：いえ、その場合はルール通りにＨＰを回復し、『遺産』は滅びません。

凛々花：つまり、最後のとどめにならないといけないってことなのね。

ＧＭ：「……今の少年なら、仕留められるはずだ」と、東雲が言います。マガツヒは現在不完全な復活のため、戦闘不能を回復する復活系のエフェクトはありません。

キョウ：おお！

斗月：……そういえば、さっき影を撫なでていたのは、実はこのエフェクトだったんだな。

凛々花：あ、そっか。それで１Ｄ10なのね。

風見：このエフェクトで倒せなかったらどうなるの？

ＧＭ：この場ではマガツヒは倒れますが、いずれどこかで復ふつ活かつしたり、何者かの力になったり、様々な形でまた現れるでしょう。

キョウ：……なるほどのう。おや、ひょっとして余は今このエフェクトを二回使えるのか？

凛々花：ほ、ほんとだ。[image: 100]％超こえたらエフェクトレベルが上がるもんね（笑）。

風見：でも二発殴なぐるのは厳きびしいよね、侵蝕値的にさ。

斗月：…………ム。なんとか一ラウンドで倒したい。

凛々花：わたしたちでキョウくんをサポートして、何とかがんばろう！

キョウ：うむ──頼たのむぞ、みんな！

ＧＭ：では、キョウが神殺しの力、その使い方を理り解かいした瞬間、マガツヒが動き出します。




　ぬるり、と、水面の黒い滴したたりが盛もり上あがる。それはみるみるうちに直径一〇メートルほどの巨きよ大だいな球体へと姿すがたを変えた。その表面から滴り落ちる黒いシミは、水面を伝うとまた球体へと戻っていく。どろどろと流動し続ける巨大な球体。中央には、単たん眼がんが爛らん々らんと輝かがやく。




凛々花：き、きもちわるい……すごくきもちわるい。

斗月：…………ム。不気味な奴だ。

風見：とにっかくドロドロしてるねー。会長不ふ快かい。

キョウ：陰いん気き臭くさい奴め……だが余は怯ひるまんぞ！　かかってこいマガツヒ！

ＧＭ：では、マガツヒからあなた方の頭に直ちよく接せつ声が響ひびきます。




「ソノ命──我われニ差シ出セ、定じよう命みようノ者ヨ。抵てい抗こうハ無意味ダ」








《サポートデバイス》　ひとつの行為を補助するためのアイテムを作成するモルフェウスのエフェクト。

《マシラのごとく》　制御困難な超高速の連撃により、攻撃力を爆発的に上げるハヌマーンのエフェクト。

《風の渡し手》　音を操り、対象のみに声を届かせるハヌマーンのエフェクト。

《マグネットフォース》　磁力の反発などを利用して対象をかばうブラックドッグのエフェクト。

《力の法則》　領域内にいる存在の力を瞬間的に増幅させるオルクスのエフェクト。

《電磁反応装甲》　瞬間的に電磁バリアを発生させるブラックドッグのエフェクト。

《復讐の刃》　防御を捨てて反撃を行うキュマイラのエフェクト。

《究極獣化》　究極の強靭な肉体に変異させるキュマイラのエフェクト。

《炎の刃》　武器を白熱させ攻撃力を上げるサラマンダーのエフェクト。

《憎悪の炎》　攻撃と共に相手の冷静さを奪うサラマンダーのエフェクト。

《砂の結界》　砂で相手をかばうモルフェウスのエフェクト。

《砂の祝福》　砂でより遠くをかばうモルフェウスのエフェクト。

《狂戦士》　強力な覚醒物質を生成し、投与するソラリスのエフェクト。











◆Climax02◆神を殺す者


Scene Player ─── 鷺乃宮キョウ






　遂ついに姿を現あらわした邪じや悪あくの化け身しん・マガツヒ。

　その威い容ようを目の前にして、キョウの右手の紋もん章しよう──神かみ殺ごろしの証あかしが輝かがやきを強める。




ＧＭ：では、クライマックスその２です！

キョウ：うむ。ではキッとマガツヒを睨にらみつけるのだ。貴様を倒たおし、みんなを助けるぞ！

ＧＭ：マガツヒは巨きよ大だいな単たん眼がんを不気味にぎょろりと動かす。では、戦せん闘とうに入ります！




◆第一ラウンド

ＧＭ：では、まずはセットアップです。こちらの行こう動どう値ちは28。

凛々花：高っ!?

キョウ：さすがは神。なかなかやるではないか。

ＧＭ：マガツヒはまず《ルーラー》を使用。その身体から放出される悪意そのもののレネゲイドがあなた方を蝕むしばみます。このラウンド中、あらゆる判定のダイスがマイナス３個。

キョウ：ダイスが減へるのか！

斗月：…………ム。

ＧＭ：更さらにＥロイス〝唯ゆい我が独どく尊そん〟と〝血の焦こがれ〟を使用。即そく座ざにあなた方はＨＰを２Ｄ10失い、その合計ぶんマガツヒのＨＰが回復する。

風見：ま、マジでー!?

キョウ：なんか色々と厄やつ介かいな技わざを使う奴やつだな。

斗月：……「吸きゆう血けつ」の衝しよう動どうのＥロイスか。

凛々花：でも、回復するの？　まだ戦闘が始まったばかりだよ？

ＧＭ：はい。先程も言いましたが、マガツヒは完全復活ではないため、ＨＰが最さい大だい値ちではありません。ですが、ここでわずかながら回復することになります。

凛々花：わずかって、期き待たい値ちでも11点が四人ぶんで44点だよ！　やだー！

風見：会長の残りＨＰ、９しかないんですけどー。やめてよー。

ＧＭ：やめません。これが神の力です。「──定命ノ者ヨ。汝なんじラノ命、我われニ差シ出セ」




　神の前に対たい峙じした四人の身体から、みるみる力が失われていく。

　マガツヒの悪意は行動を阻そ害がいするだけでなく、生命力そのものを奪うばい取とっていくのだ。




ＧＭ：というわけで失われるＨＰは……（ダイスを振る）うおおおおおおおおおおおお!?




　だが、ＧＭの振ったダイス目は２と２……合計、わずか４点であった。




斗月：加か納のうくんは優やさしいなあ（笑）。

風見：会長、残りＨＰ５で立ってるよ？

凛々花：わたしも全然大だい丈じよう夫ぶです（笑）。

キョウ：ふっ、この程度か。マガツヒ恐おそるるに足らず！

ＧＭ：くっ……こ、ここでタイタスをひとつかふたつ使わせるはずだったのに……。４点のダメージかける４で、マガツヒのＨＰは16回復。

斗月：そちらが終わったら、俺は《サポートデバイス》だ。御ご前ぜんとの戦いで破は損そんした両りよう腕うでの籠こ手てを復ふく元げんする。これで減へらされたダイスも少しは補ほ塡てんできる。

ＧＭ：了りよう解かいです。では、イニシアチブ。何もなければマガツヒの行動ですが。

キョウ：シーンが変わったのならまた使えるはずだな。《異形の転進》で移動して、マガツヒとエンゲージする。一〇のマイナス三五乗！　素そ粒りゆう子しと化せ、我が肉体！

斗月：……任まかせるぞ、キョウ。いざとなったら、離はなれていてもカバーリングはできる。

キョウ：それは心強い限かぎりだな。

凛々花：お兄ちゃん、頼たのもしい。

ＧＭ：「忌いマワシキ、神殺シノ、力──。我ガ前デ朽くチ果テヨ」マガツヒの全体がぬるりと脈みやく動どうする。マイナーで《オリジン：レジェンド》＋《絶対の空間》。

風見：さて、何をしてくるのかな。会長警けい戒かい。

ＧＭ：メジャーは《サイレンの魔ま女じよ》＋《さらなる波》＋《幻げん惑わくの光》＋《雨あま粒つぶの矢》＋《大地の加か護ご》。マガツヒの身体から黒い雪が降ふり注そそぐ。……達たつ成せい値ちは57！

キョウ：ぬおー、それは避さけられぬぞ！

斗月：《砂の結界》＋《砂の祝福》でキョウをカバーリングだ。

キョウ：義兄あに上うえには世話をかけるな。

凛々花：義兄じゃないってば（笑）。

斗月：……ム。義兄と呼ばれる筋すじ合あいはないが、ここでお前に倒たおれられるわけにはいかん。妹の、凛々花のためにもな。

キョウ：……それは同感だ。

風見：やっさしーなあ、ふたりとも。凛々花くんは女冥みよう利りに尽つきるんじゃない？

凛々花：（照れながら）あ、あう……。

ＧＭ：「我ガ下ニ来タレ──我ト混ジリ合イ、汝ラハ永えい遠えんトナル」




　黒い雪が身体を蝕むしばむごとに、何百年もの間に神かみ隠かくしに遭あい、マガツヒに飲み込まれた人々の嘆なげきや悲しみ、怒いかりや憎にくしみが流ながれ込こんでくる。この雪は──そしてマガツヒ自身を形成する黒い粘ねん液えきは、すべてがかつて飲み込まれた人々の成れの果てなのだ。




風見：そりゃ放心も受けちゃうよねえ……。会長、辟へき易えき。

凛々花：このままだと、わたしも飲み込まれちゃうんだね……。

キョウ：そのようなことはさせぬぞ！

斗月：……当然だ。凛々花に手出しはさせない。

凛々花：うん、わたしもヤだ。せっかくお母さんに助けてもらった命なんだもの。

ＧＭ：ではダメージは91点、装そう甲こう無視。それと放心を与あたえます。

斗月：倍にして[image: 182]点か。マガツヒのタイタスを取得して即そく昇しよう華か、踏ふみとどまるぞ。

凛々花：わたしもマガツヒのタイタスを昇華して起き上がります。

風見：会長は祖そ母ぼのロイスをタイタスにするよ。おばあちゃん言ってた。いい男は悪い男と戦うけど、いい女は運命と戦う──ってね。ま、会長は男なんだけど。

キョウ：余よは斗月が引き受けてくれたので無む傷きずだ。すまぬ。

斗月：……構かまわん。お前は、力を温存しろ。

ＧＭ：ではマガツヒの行動は終しゆう了りよう。次は行動値８で斗月ですね。

斗月：……もう離はなれたキョウをカバーできないので、今のうちに近づいておく。マイナーでマガツヒにエンゲージして、《インスタントボム》その他で攻こう撃げきだ。

風見：斗月くん、ダイスの数は大丈夫？

斗月：《ルーラー》で三つ、放心でふたつ減へってるが、やるしかない。躊ちゆう躇ちよせずに踏ふみ込こんで、衝しよう撃げき波はをマガツヒの単眼目め掛がけて叩たたき込む。……むう、あまりダイスはよくないな。

凛々花：《妖よう精せいの手》を使う。お兄ちゃん、がんばって！

ＧＭ：こちらは《イベイジョン》でドッジの達成値は24に固定。粘液や威い圧あつ感に阻はばまれ、攻撃を当てにくいという演えん出しゆつです。

キョウ：ふむ、なるほど。確たしかに気持ち悪いからのう。

斗月：……ム。それなら……達成値は40、命中だ。ダメージは47点、装甲無視。衝撃が内部で炸さく裂れつし、三み日か月づき形の傷を穿うがつ。

ＧＭ：斗月の技がマガツヒに叩き込まれる──が、その衝撃の何なん割わりかが黒い粘液によって拡かく散さんされてしまう。《超ちよう人じん的てき弱点Ⅱ》の効果で20点軽減。「ソノヨウナ力、我ニハ通ジヌ」

斗月：……ム、う。

風見：んー、こりゃ神殺しのキョウくん以外は攻撃が効ききにくそうだね。

凛々花：やっぱり……！

キョウ：余でないとダメなのか！

斗月：……うむ。キョウ、頼たのむ。

風見：会長の攻撃は効きそうにないな。は《狂戦士》でキョウくんを支し援えんするよ。

凛々花：わたしも《導みちびきの華はな》でキョウくんを支援する。お兄ちゃんの攻撃が効いてないわけじゃないもの。キョウくんの一いち撃げきなら、きっと──！

キョウ：……うむ！　マイナーは《骨の剣》。右手の紋章と同じ輝きを放つ翼つばさが余の右腕から現れる。往ゆくぞ、マガツヒ！　メジャーは《神殺し》を含ふくめてすべて組み合わせて攻撃！

凛々花：《妖精の手》も使って支援するからね！

キョウ：皆みなが作ってくれたこのチャンス、無む駄だにはせぬぞ！　……達成値は、95っ!!

風見：惜おしい、もう少しで[image: 100]だった（笑）。

ＧＭ：そ、それは勿もち論ろん回かい避ひできません。ダメージをどうぞ……！

凛々花：《力の法則》を使うよ。キョウくんにわたしの力を……。

キョウ：腕だけでなく背せ中なかからも血の翼つばさが生え、どちらも凛々花の花がまるで羽根のようにくっついて一ひと際きわ大きくなるのだ。受けよ、この一撃！　ダメージのダイスはなんと21個！

ＧＭ：す、すごい数になってますね……。ではダメージをどうぞ。




　三日月の傷を穿うがたれたマガツヒの周囲を、凛々花の白い花か弁べんが舞まう。仲間を導きその力を引き出す花弁は、風見の巻まき起おこした風に煽あおられ、キョウの秘めた力を呼よび起おこす。

　三人の奮ふん闘とうに応こたえ、キョウは右手を叩たたき込こんだ。日にち輪りんの紋章が、煌こう々こうと輝く！



















キョウ：（ダイスをじゃらじゃらと振ふり）ダメージは……[image: 138]点、装甲無視！

ＧＭ：《超人的弱点》により、ダメージは20点増えます。これにより[image: 158]点受ける。

風見：いやー、これはすごいダメージが出たね。

斗月：…………うむ。中々見られないダメージだ。

凛々花：お願い、これで終わって……！

ＧＭ：……マガツヒのＨＰは、[image: 120]にさっきの16点回復したぶんでした。つまり[image: 136]点！　その攻撃には耐たえられない！

一同：おおおおおおお！




　四人の力をひとつに合わせ、神殺しの力を宿したキョウの右腕がマガツヒを貫つらぬく。香きよう車しやのように真まっ直すぐに突つき進すすみ、放たれたその一撃は、マガツヒの核かくの部分を完全に粉ふん砕さいした。

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく、そして──。

　数百数千年の間この地で人を喰くらい続けた〝神〟は、断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きようを迸ほとばしらせた。




キョウ：……やったか！

凛々花：うん、やったよキョウくん！

ＧＭ：では──マガツヒの身体が急速に崩ほう壊かいし、レネゲイドに還かん元げんされていく。それはすべてキョウの紋章へと吸きゆう収しゆうされていきます。

キョウ：むう……。これが神殺しの力、ということなのか？

ＧＭ：数秒と経たたず、マガツヒであったものはキョウの紋章へと吸収されます。それと時を同じくして凛々花の若わか返がえりが止まり、胸の苦しみも治まる。

凛々花：あ……楽に、なった？　思わず胸を押おさえる。

斗月：……大丈夫なのか、凛々花。

凛々花：うん。ありがとう、お兄ちゃん、みんな。

キョウ：そうかそうか、余の凛々花が無事ならなによりだ！

凛々花：キョウくんのじゃないってば！（笑）

ＧＭ：そこで、戦いを見守っていた東雲が「やはり、この力──」と呟つぶやく。キョウに何事か言おうとするのですが、その前にこのヨミという空間そのものが崩ほう壊かいを始めます。

風見：おっと、東雲くんも無事みたいだね。でもこれ、逃にげないとやばくない？

キョウ：おお、そうであった！　……どうしよう！（笑）

ＧＭ：「……こっちだ」と、東雲が《ディメンジョンゲート》を使って脱だつ出しゆつ口こうを作ります。

斗月：…………ム、助かる。

凛々花：ありがとう、東雲さん。

風見：ま、話はあとだね。逃げよう逃げよう。

キョウ：うむ！　きっとこれで、みんなも助かるはずであろう！




　次元の出口をくぐり、キョウたちは消しよう滅めつしていくヨミからもとの街へと帰っていく。

　降ふり注そそいでいたはずの黒い雪は──いつしか、白く美しい輝きへと変わっていた。

　優やさしく降り注ぐ白い雪は、マガツヒに侵蝕された影かげに触ふれると、その欠けつ損そんをそっと癒いやす。

　街に平へい穏おんが戻もどるまで、雪はしんしんと降り続けていた。








《ルーラー》　周囲のレネゲイドを支配し、行動を宣言するエフェクト。Ｄロイス〝古代種〟専用。

《オリジン：レジェンド》　噂話や都市伝説、神話などから生まれた存在であることを表すエフェクト。

《絶対の空間》　領域をコントロールし、能力を最大限発揮するオルクスのエフェクト。

《サイレンの魔女》　周囲全域に振動波の攻撃を与えるハヌマーンのエフェクト。

《さらなる波》　波のエネルギーを増幅し、攻撃力を増大させるハヌマーンのエフェクト。

《幻惑の光》　光の信号によって運動能力を低下させるエンジェルハィロゥのエフェクト。

《雨粒の矢》　大気中の水分を凝縮して打ち抜くオルクスのエフェクト。

《大地の加護》　領域を操り、地の利を発生させつつ攻撃するオルクスのエフェクト。











　　　　ＥＮＤＩＮＧ ＰＨＡＳＥ




ＧＭ：それでは皆みな様さま、バックトラックを行いましょう。まずはＥロイスの処しよ理りです。




　Ｅロイスは、ジャームをより人間から遠ざけるものである。それを目まの当たりにしたオーヴァードは、ジャームへの反発が強くなり、より日常へ戻もどろうとする意志を固めるのだ。




ＧＭ：ルール的には、倒たおした敵てきが持っていたＥロイスの数と同じだけダイスを振って、侵しん蝕しよく率りつを引き下げることができます。今回は御ご前ぜんとマガツヒで合計五つですね。

凛々花：38も下がった（笑）。ロイスの分もあわせて、80で帰き還かんです。

風見：会長は18下がって[image: 121]だよー。ギリギリだったけど、結局96まで下がった。

斗月：Ｅロイスで30、残ったロイスで20下がって88だ。

キョウ：Ｅロイスで[image: 131]まで下がった。ロイスはなんとか六つ残っておるが……ぬうう、28しか下がらん！　仕方ないので追加振りをして帰還したぞ。

ＧＭ：全員帰還ですね。では、バックトラックを終了してエンディングを演えん出しゆつしましょう。







◆Ending01◆青空になる


Scene Player ─── 鷺乃宮キョウ






　キョウたちは崩ほう壊かいせる異世界・ヨミから、東雲の作り出した次元の扉とびらを潜くぐって脱だつ出しゆつした。

　御前は死に、マガツヒは滅ほろんだ。──すべてが終わったのだ。




ＧＭ：では、エンディングに移うつりましょう。まずはヨミからの脱出直後です。あなた方は、鷺乃宮本家の地下施し設せつに直接戻もどってくることになります。

キョウ：そうだ、皆みなは、クラスの皆は無事か!?

凛々花：うん、まずはそれを確かく認にんしないと。

ＧＭ：意識はないものの、みんな無事です。街の人々も、追々元の状態に戻るでしょう。

凛々花：よかった。……キョウくんが、みんなを助けたんだよ。

キョウ：（胸を張はって）うむ！　……しかし、どう連れて帰るべきであろうかのう。

ＧＭ：「ヘリの操そう縦じゆうくらいは私が請うけ負おおう。学校まで戻もどせば問題ないか」と、東雲が言う。

キョウ：おお、そんなことまでできるのか。

凛々花：何から何まで、ありがとうございます。

ＧＭ：「礼を言うのは私だ。……この街を去る前に、そのくらいはさせてもらおう」

風見：あれ、行っちゃうの？

斗月：……ム。

凛々花：どうして……。

キョウ：そうだぞ。おぬしも余の仲間ではないか！

ＧＭ：「お前たちのことは気になる。できればもう少し留とどまりたいが、私にも事じ情じようがある」

キョウ：そうなのか……。おぬしには世話になった。もう少しゆるりと礼をしたいところなのだがのう。

ＧＭ：「気持ちだけ受け取ろう。……それに、これで最後ではない。折を見て、様子を見に戻ってこよう」

キョウ：（ぱぁぁ、と顔を明るくして）おお、そうか！

風見：なんだかんだで面めん倒どう見みがいいなあ、東雲くんは。

凛々花：ありがとうございます。

斗月：…………ム（無言で会え釈しやくする）。

キョウ：それにしても……疲れたのう。ふぁ～あ（あくびをする）。

凛々花：わたしも……。緊張がほぐれたら、一気に力が抜けちゃった。

斗月：……ム。おぶってやろうか、凛々花。

凛々花：い、いいよ。歩けるから大丈夫……。ありがと、お兄ちゃん。

キョウ：余が背負ってやってもよいのだぞ？

凛々花：いいってば！（笑）

風見：あはは、仲いいねえ。あのサイズのヘリコプターなら中で休めるよ、きっと。

ＧＭ：「ああ、そうするがいい。──では、行こうか」




　ヘリに乗り込んで間もなく、キョウたち四人は救出したクラスメイトたちとともに、疲れて眠りこけてしまっていた。

　その姿を一瞥し、東雲は誰に言うでもなくつぶやく。

「妙な縁ができてしまったな……」

　東雲にはやるべきことがある。この街に留まり続けることはできない。傷が癒え、力が本調子に戻れば、また彼は彼の戦いに赴かねばならないのだ。

　だが、自分と同じ力を手に入れた少年──鷺乃宮キョウとは、おそらく長い付き合いになると、東雲は確信していた。







◆Ending02◆文化祭とパーティー


Scene Player ─── 藤堂凛々花






　マガツヒとの戦い、そして東雲との別れから数日が過ぎた。

　穏やかな朝。キョウは、ふたたび取り戻した日常を嚙み締める。

　今日は──待ちに待った、文化祭の日なのだ！




ＧＭ：では、次のシーンですが──その前に街や人々についての説明を軽く。

キョウ：おお、そうであったな。

凛々花：事件のこととか覚えてるのかな……。

ＧＭ：オーヴァードでない人間は、事件があったことさえ覚えていません。集団ヒステリーやガス漏れなど様々な憶測が飛び交いますが、やがて噂も収束していきます。

斗月：…………ふむ。大きな混乱にはならなさそうだな。

風見：ま、色々ややこしいし、説明もできないからね。会長ひと安心。

キョウ：きっと鷺乃宮も何か手を回したのであろう。……しかし、余はどうすればいいのかのう。このままうちに帰ってもよいものか？

ＧＭ：それは問題ありません。幸いというか、大きく崩れたのは鷺乃宮本家の地下施設だけですし、御前──鷺乃宮玉皇は表舞台に立つ人ではなかったため、表立って混乱はありません。キョウの家族や家、使用人たちも無事です。

キョウ：そうか、余と御前の戦いに巻き込まずに済んでよかった。




〝御前〟こと鷺乃宮玉皇は倒れたとはいえ、それで鷺乃宮家がすぐにどうにかなるわけではない。御前以外に死者も出ず、目立った怪我人もいないようだった。




ＧＭ：ということでシーンを始めましょう。文化祭当日です！

凛々花：デートって……（笑）。ま、いっか。行こう、キョウくん。

キョウ：うむ！　……手を繫つないでもよいか？

凛々花：…………んー、そのくらいならいいよ。

キョウ：（満面の笑みを浮かべる）余はいい嫁よめを見つけたのう……。式はいつ挙げる？

凛々花：……プロポーズを受けたわけじゃないってば、もう（笑）。

斗月：ピシッ。物陰から見ていた俺がそれを聞いた瞬しゆん間かん、摑つかんでいた柱にヒビが。

風見：平和だなー。あ、会長は学校外から来た来らい賓ひんとかに一いつ斉せいに「かわいい！」「何あの子、かわいい！」「すげえかわいい！」とか言われてるからね（笑）。

ＧＭ：は、わかりました（笑）。では特にトラブルもなく、平和に文化祭は終しゆう了りようします。そして翌よく日じつ、文化祭の振ふり替かえ休日──キョウと凛々花は街のカラオケボックスに呼ばれる。

キョウ：お、おお、それはひょっとして余の……。

凛々花：サプライズじゃなくなっちゃったけど、サプライズパーティーだね（笑）。わたしもプレゼントを持っていこう。途中でキョウくんと合流しようかな。

キョウ：一緒に行ってくれるのか!?　そ、それはとても嬉うれしいぞ。もう、歩き方がどんどんぎこちなくなってしまうぞ（笑）。

ＧＭ：では──もちろん、パーティー会場に着くのはふたりが最後です。

凛々花：キョウくんがドア開けるといいよ。

キョウ：おお、そうか？　では遠えん慮りよなく開けよう。ど、どきどきするのう。がちゃり。




「いらっしゃーい！　鷺乃宮香くん、誕たん生じよう日びおめでとうーッ!!」

　キョウが扉とびらを開けた瞬間、クラッカーの音と共にクラスメイトが唱しよう和わする。

　室内には「HAPPY BIRTHDAY」と書かれた垂たれ幕まくが掛かけられ、既すでにパーティーの準備は万ばん端たんだ。先に知ってしまっていたことは、キョウの感動を少しも褪あせさせなかった。




キョウ：（感極まった様子で震ふるえ）……くくく、くるるるしゅうない！（一同爆笑）

凛々花：キョウくん、巻まき舌じたになってる（笑）。

キョウ：こ、言葉が出んのだ……。嬉うれしくて。

ＧＭ：「同どう伴はんかよ、やるなあキョウ！」「おめでとー！」「お幸せに、がいいのか？」などと、クラスメイトたちはあなた方を冷やかしたり、プレゼントを渡わたしてくれたりする。

キョウ：く、くるるるしゅうない（笑）。

凛々花：ええと……嫁じゃないからね？　と念ねん押おししつつ──わたしもキョウくんにプレゼントを渡わたそう。キョウくん、これ……。

キョウ：お、おお、凛々花まで……。

凛々花：考えたんだけど──花をモチーフにしたシンプルな携けい帯たいストラップ、かな。

キョウ：ぷるぷる震えながら受け取ろう……！　い、一生大切にするからな!!
















凛々花：や、安物だよ……？

ＧＭ：クラスメイトたちがはやし立てる中、凛々花がキョウにプレゼントを渡すと。

凛々花：なんか自分でどんどん外そと堀ぼり埋うめちゃってる気がする……（笑）。

キョウ：うう……今日は最高の一日だぞーっ!!




　部屋じゅうに響ひびき渡わたるキョウの喜びの声を合図に、パーティーは始まった──。







◆Ending03◆当主、決定


Scene Player ─── 鷺乃宮キョウ






　クラスメイトたちの心の籠こもったパーティーが終わり、幸せ気分で家路につくキョウの足取りはとても軽かった。

　だが──怒ど涛とうの如ごとき運命が、少年を待まち構かまえていたのである。




ＧＭ：では、最後にもう少しだけキョウのシーンを演出します。

キョウ：お、なにかな。余はもう幸せ気分に浸ひたっていたいのだが（笑）。

ＧＭ：パーティーが終わり、凛々花を送ってやり、幸せな気分いっぱいであなたが家路を歩いていると、見覚えのあるリムジンが目の前に停車します。

キョウ：ふむ。何事だ？

ＧＭ：ドアが開いて出てくるのは、メイド長のアンナです。

キョウ：おお、アンナではないか。

凛々花：お迎むかえに来てくれたのかしら。

ＧＭ：「アンナでございます、若君。先日はこのアンナが若君にご不快な思いをさせてしまったかと存ぞんじます。どうぞお許ゆるしくださいませ」

風見：小こ遣づかい停止の話だね（笑）。

斗月：ご不快な思い、というか、なんというか。

キョウ：うむ、余は気にしておらん！　全然大丈夫だぞ！　で、今日はなんだ？

ＧＭ：「このたびは、アンナから若君に吉きつ報ぽうをお伝えに参りました」

キョウ：吉報？

ＧＭ：「はい」と、アンナは粛しゆく々しゆくとした面おも持もちで頷うなずきます。

キョウ：なにやらただならぬ空気であるな。ちょ、ちょっと余も身み構がまえるぞ（笑）。




　アンナから醸かもし出だされるただならぬ雰ふん囲い気きを察し、思わずキョウの背せ筋すじが伸のびる。

　吉報、という言葉の割には、彼女の表情は硬く、ある種の深刻ささえ醸し出していた。

　そして──長年世話を焼いてくれているメイド長の口から、思いがけぬ言葉が飛び出した。

「──本日ただいまより、あなた様が鷺乃宮家の当主でございます」




一同：えええええええええええええええ!?（笑）

キョウ：な、な、なに!?　余、余が当主!?　マジで!?

凛々花：何が起こったのー!?（笑）

ＧＭ：「お慶よろこび申し上げます、若君──いえ、当主様」

キョウ：そ、そうか……。さすがに驚おどろいて二にの句くが告つげぬ。

ＧＭ：「アンナから詳くわしい数字は申し上げられませんが、これより当主様のご自由になさることのできるお金はこれまでの数万倍になるかと存じます。お留とめ置おきくださいませ」

キョウ：まん!?（一同爆笑）

凛々花：ドンブリ勘かん定じようすぎない!?

風見：（腹はらを抱かかえて）こないだでさえ、ポンと百万単位でお金出してたのに……（笑）。

斗月：…………さすが鷺乃宮、スケールが違ちがう。百万の一万倍……百億か。

キョウ：きれいにケタが変わっておるな。

凛々花：あわわわ……。

ＧＭ：「ですが」と、アンナは続ける。

キョウ：「ですが」……？

ＧＭ：「鷺乃宮家当主となられた以上、それに伴う責任、義務、試練、困難、苦境──ありとあらゆる艱難辛苦がその御身に降りかかることかと思われます。お覚悟くださいませ」

キョウ：え、えええええええ……？（爆笑）

風見：あ、煽ってくるなあ！（笑）

キョウ：あのう……余は別に今のままでも……。

ＧＭ：（さえぎって）「これは決定したことでございます。ご理解くださいませ、若君様」

キョウ：し、しかしアンナよ。いきなりそう言われても……正直不安なのだが。

ＧＭ：「ご安心ください。鷺乃宮家の当主様に恥はじないよう、アンナをはじめ、鷺乃宮家にお仕つかえするすべてのものが当主様をお支えいたしますわ」

キョウ：そ、そうか。

ＧＭ：「はい。立りつ派ぱな当主様になってくださいまし」

キョウ：う、うむ。──いや、そうか。心強い限りだな。




「──余には、力になってくれる人がそれほどまでに居いるのだな」

　屈くつ託たくのない笑顔を浮かべ、キョウは己おのれを取とり巻まく人たちへの感かん謝しやを口にした。

　つい先ほどまでの不安はどこへやら。なんの衒てらいもない、素す直なおな感情をそのまま言葉にできることが、彼の美点のひとつだ。




ＧＭ：「ええ。……さぁ当主様、お車にどうぞ。お送りいたします」

キョウ：いや、それには及およばばぬ。

一同：おお？（どよめく）

キョウ：歩いて帰りたい気分なのだ。きちんと、自分の足でな。

凛々花：……成長してる！（笑）

ＧＭ：「ああ……なんとご立りつ派ぱなお言葉！　それでこそ若君──いいえ、当主様！」

キョウ：はっはっはっ！　よきにはからえ！　そう言って余は歩いて帰き宅たくするぞ！




　──この日、鷺乃宮家にとって歴代最年少となる当主が誕たん生じようした。

　だが、当主として果たすべき使命、そして降ふりかかる過か酷こくな運命のことを、この時の彼はまだ、知る由もなかった。




キョウ：そ、そんな不吉なひと言で終わるのか!?　おいーッ!?（笑）







◆Ending04◆動き出すものたち


─── Master Scene






　──『遺い産さん』と呼ばれるレネゲイド、マガツヒは消しよう滅めつし、その力はひとりのオーヴァードによって喰くらい尽つくされた。

　神殺しの力の覚かく醒せい。

　その事実は、驚おどろくべき速さで世界各地へと伝でん播ぱする。数多の存そん在ざいが、神殺しの力を持つ少年──鷺乃宮キョウの住む、白しら鷺さぎ市へと注意を向け始めた。




「白鷺市──いえ、鷺乃宮家に動きがありました。当主の交代、および彼の地域にある『遺産』の消滅が確認されています」

　ひとつ、ＵＧＮ──ユニバーサル・ガーディアンズ・ネットワーク。人類とオーヴァードの共きよう存ぞんを掲かかげ、レネゲイドに関する事件を一いつ般ぱん人じんの目から隠かくし、秘ひ密みつ裏りに解かい決けつする組そ織しき。彼らは神殺しの力が悪用されぬよう、秘密裏に行動を開始する。




「白鷺市の警戒レベルをＤからＢに引き上げる。ＵＧＮより先にあの少年に接触するのだ」

　ひとつ、ＦＨ──ファルスハーツ。レネゲイドの力を隠すことなく、テロや犯はん罪ざいに利用するオーヴァードで構こう成せいされた国こく際さいテロ組織。構こう成せい員いんたちは、それぞれの思おも惑わくに従したがい、神殺しの力を利用し、あるいは己おのが手に入れんため暗あん躍やくを始める。




「マガツヒが滅んだ──か」

「言祝ごう。新たな神殺しの誕生を」

「そして──見極めるのだ。彼がどの道を選ぶのかを」

　そして、そのどちらにも属ぞくさぬオーヴァードが、あるいはレネゲイドに所しよ縁えんを持つものたちが、次々と神殺しの力を感知する。




　その中には──『遺産』、あるいは『神』と呼ばれるものたちさえも存在していた。

　彼らは畏おそれ、求める。マガツヒ──古き神の一ひと柱はしらとされる強大なオーヴァードを滅ほろぼし喰らった少年、鷺乃宮香の持つ神殺しの力を。




　少年たちの日常を守る戦いは、たった今本当の始まりを告げたのだ。





───to be continued.









　　　　あとがき




　ごきげんよう、加納正顕かのう・まさあきです。

『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・デイズ①　若君[image: †]覚醒』、いかがでしたでしょうか？　楽しんでいただけましたらこれに勝る喜びはございません。




　もしも本ほん編ぺんを読まずに先にあとがきを読んでらっしゃるのであれば、この先にはネタバレも横行していますので戻って本編をお読みいただくことをお勧すすめいたします。




　なお本書発売の翌よく月げつには、矢野俊策やの・しゆんさく先生の執しつ筆ぴつするリプレイシリーズ『ナイツ』が登場予定です。こちらは本書『デイズ』と対ついを成し、ストーリーがリンクしていきます。ぜひぜひ、あわせてお読みいただければと思います。

　また、矢野俊策先生と渋沢佳奈しぶさわ・かな先生は、本書と同じく富士見書房より展開されているリプレイ、『アリアンロッド・サガ』シリーズにもプレイヤーとして参加されています。矢野先生はメインシリーズである『アリアンロッド・サガ・リプレイ』（通称「無印」）、渋沢先生は本文でもご説明したとおり『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』にて、その活躍がご覧になれるかと思います。興味のある方は、是非こちらも合わせてどうぞ。




　レネゲイドやオーヴァードのことなど何も知らない四人の少年少女が、それぞれ運命の導みちびきで力を得、戦いに巻まきき込まれていく姿は、皆みな様さまにはどう映うつりましたでしょうか。

　これから彼らがどう戦い、日常を守り抜ぬいていくのか。どのような事件にめぐり会うのか。ぜひぜひ続ぞつ刊かんをお待ちいただければ幸いでございます。




　さて、それでは本書のシナリオについて軽く解かい説せつなどを。




Episode.0「SUCCESSION　─継けい承しよう─」

　本編第〇話、『デイズ』最初のお話は、プレイヤーをふたりに絞しぼっての開始となりました。これは最初に「全員がオーヴァードでない状態から話を始めよう！」というアイディアがあり、そのため、一気にではなく段だん階かいを経へて覚かく醒せいしてもらおう、という意図によるものです。

　実はこれまでの『ＤＸ』シリーズにおいて、ＰＣの誰だれひとりとしてオーヴァードではない、という状じよう況きようはありませんでした。ですが、何も知らない少年たちが力に目覚めて戦う──というのは、物語として考えれば王道のひとつです。『デイズ』は、初めてＴＲＰＧリプレイや『ＤＸ３』を知る人にも読んでもらいたいと思って始めた作品です。であれば、こういう導どう入にゆうもありなのでは──と思ってシナリオを書きました。

　内ない容よう自体はプロローグということもあり、余あまり捻ひねらないようにしてあります。ですが、ここで生まれたＰＣ①、プレイヤーである声せい優ゆう・岡本信彦おかもと・のぶひこ氏の鷺乃宮香さぎのみや・きようはとにかく素す晴ばらしかった。言動、行動、すべてがインパクトに満ち、一度見れば忘わすれられないキャラクターになっているかと思います。もうひとりのＰＣ・凛り々り花かのプレイヤーである渋沢佳奈さんは、病弱で可か憐れんなヒロインを演えんじつつ、的てき確かくかつ高速のツッコミで場を盛もり上あげてくれていました。




Episode.1「Invasion　─侵しん略りやく─」

　四人のＰＣすべてが揃そろい、オーヴァードとして戦う最初の事件です。当初は第〇話に登場した東雲しののめやヨミと呼ばれる異世界の謎なぞを中心にした話を組み立てていたのですが、岡本さんの生み出した『鷺乃宮家』の設定、とくに御ご前ぜんの存在はあまりに面白く、大おお幅はばにそれを組くみ込こんでシナリオを構成しなおしたのがこのエピソードとなります。

　新たに参加するのは、凛々花の兄にして寡か黙もくな武ぶ術じゆつ家か・矢野俊策氏演えんじる斗と月げつ、そしてインパクトという点ではキョウに負けない中なか村むらやにお氏の「会長」こと風かざ見み。キョウや凛々花と共に、これから長い戦いに挑いどむことになります。

　主人公であるキョウにとっては、第一話から金を奪うばわれ、一族の長に狙ねらわれ、謎の強大な力を手にするという急転直下の状況。プレイヤーの岡本さんは苦く境きようになるほど嬉うれしそうだったのが印象的でした。

　神を殺す力を手に入れたキョウを狙うのは、一体何者なのか。是非是非ご期待ください。




　さて、紙面も尽つきてまいりました。最後になりますが、プレイヤーの皆様、そして本書に関かかわったスタッフの皆様、アドバイスをくださった作家・三田誠さんだ・まこと先生、妻つま、そして何より、本書を読んでくださった皆様に感謝を申し上げます。ありがとうございます。




　それでは、次巻でまたお会いしましょう。





二〇一一年九月　加納正顕
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